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最 近 わが 国 にお い て も.ポ イ ン ト ・オ ブ ・セ ール(POS)シ ス テ ム導入 の

機 運 が 高 ま り,百 貨店,チ ェ ー ンス トア,専 門店.ガ ソ リンス タン ドな どで

POS導 入 の実 験 がす す ん で い る。け れ ど もわ が 国 の小 売業 の実 態 にそ った

POSシ ステ ムが 利 用可 能 とな るため に は.な お い ろい ろな問 題 点が 多 い。

当 協 会 ではPOSシ ス テ ム実 用化 の た めの大 局 的 な検 討 の必要 が あ る と し,'

ポ イ ン ト ・オ ブ ・セ ー ル利 用 推 進 委 員会 を設 置 して,基 本 的 問題 点 の検 討 と必

要 な 提案 等 を計 る こ と と した 。 本報 告書 は そ の第 一 段階 の中 間報 告書 で あ る。

ご参 加 い ただ い た委 員 の 方 々お よび調 査 に協 力 され た各 界 に対 し厚 くお 礼 を

申 し上 げ る次第 で あ る。

昭 和50年 ろ月

財団法人 日本情報開発協会

理事長 稲 葉 秀 三
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ポ イ ン トオ ブ セ ー ル 利 用 推 進 委 員

(敬 称略)

委員長 林 周 二 東京大学教授

委 員 青 戸 泰 賢 日本 チ ェー ンス トア 協 会 ・専 務理 事

〃 飯 島 豊 全国農業協同組合中央会 ・電算対策部長

〃 海 野 忠 日本専 門店会連盟 ・企画部長

〃 大 塚 順 三 日本電信電話公社 ・デ ータ通信本部調査役

〃 岡 本 文 太 日本 百貨店協会 ・業務第二部長

〃 小 口 喜久二 日本 ホテル協会 ・専務理事

〃 金 子 徹 三 日本信販㈱ ・業務 推進部長

〃 亀 井 昭 二 東邦大学医学部付 属大森病院 ・医事課長

〃 角 井 照 邦 全国石油商業組合 連合会 ・事務局長

〃 増 田 泰 男 大 阪商工会議所 ・経 営情報 センター副所長

1. 松 下 孝 夫 日本 ショッピングセンター協 会 ・専 務理 事
i

i〃
森 龍 雄 日 本 リティ リング セ ン タ ー ・エン声 アリン殉 ンサルタン ト

〃 安 岡 惣之介 富士銀行㈱ ・業務管理部 部長代理

〃 林 秀 行 通商産業省機械情報産業局 ・電子政策課

1" 田 中 香 右 日本情報開発協会 ・理事



ム

.

、

・

」

、

V

ゲ」

層

F■

.

「

「

.

「
.
1

.

.

「

.

・

.

「

馳

「

」

.

1

1

.

.

9

1

..

-
層

7

'

.

7

"

,

.

.

≠

,

.

.

7

,

,

「,

1

.
,

P

・

.

■

「

、

」

」

」

「

.

「

.

●

,

・

F.

 

1

・

,

「

1

「

「

・

.

、



t

2

5

4

5

目 次

POSを め ぐる小 売 な ど流通 環境

欧 米vafoけ るPOSシ ス テ ム の近 状

各業 界 の 現状 と動 向

(1)百 貨店 業 界 におけ るPOSの 概況 に つ い て

(2)チ ェー ンス トア業 界 におけ るPOSの 概 況

(3)シ ョ ッ ピング ・セ ンター とPOS

(4)農 業 協 同組 合 の 現 況 とデ ー タ処理

㈲POSに 関す る 日専 連 の 概 況

(・6)全 国 信 販業 界 のPOSに 対す る概況

(7)POSに 関連 す る石 油製 品販 売 業 界の 概況

(8)poSに 関 連 す る 業界 の概 況

(9)病 院POSの 現 況 と将来

POSと キ ャ ッシ ュ レ ス ・シス テ ム

オ ン ライ ン ・シス テ ム と して のPOS

仏
三

レ



「
、炉

、



王

POSを め ぐる小 売 な ど流 通 環境



・4

>

～

、.、 .ノ

'
⑲

.

.

、
1

1

9

「

」



,

(

この報 告書 が取 扱 お うとす るPOSは,小 売業 に おけ る(狭 義 の)技 術 革 新

と しては,キ ャ ッシ ュ レジ ス タ ー以 来 の 最 大 の もの と 目され てい る。 も レPO

Sの シス テ ムが,各 種 商 品の メー カーか ら,そ の最 終 小 売店 まで の 間に わ た り,

ナ シ ョナ ル な広 が りで あま ね く張 りめ ぐ らされ,そ れ が リア ル タ イ ム的 に 商 品

㌦の市 中在 庫 や 日々刻
々の販 売 状況 を記録 す る時 期 が訪 れ る とす れ ば,そ れ は文

字通 り商 品 流 通 の一 大 革 命 となる で あろ うこ とは 疑 い を いれ な い と ころで ある。

この よ うな意 味 で のPOSは,米 国 を母 国 と して,こ ん に ち各 国へ 次第 に拡

が りをみ せ,わ が 国 で もす でに各 種 の現場 実験 が 繰 りかえ され るな ど,そ の 成

果 に は各 種 小 売 業者,飲 食 業 者,ガ ソ リンス タン ド業 者ば か りで な くホ テ ル,

サ ー ビス,病 院 な どの産 業 に い た る まで が,強 い注 目を示 して い る。

事 態 は,す べ て流 動 的 で あ り,ま た 進 行形 で あ るが,そ の現段 階 におけ る実

態 の一 端 を ヴ ィ ヴ ィ ッ ドに 明 か に した ものが 本報 告書 で あ る。

筆 者 と して は,本 報 文 の 内 容,あ るい はPOSの 一ーー一般的 現 状 を こ こ 冒 頭 に

要 約 す る こ とも,あ ま り芸 が な い よ うに思 われ た の で,こ こで はPOSそ の も

の につ い てで は な く,POSを め ぐる小 売 な ど流 通 環 境 一般 につ いて私 見を の

べ,以 っ て本 報告 書 の 序 に代え た い と思 う。

'

ゆ

わが国経済 は,過 去4半 世 紀にわたって大 きな成長 を とげ,流 通部門 もそれ

も

に応 じて顕著 な近代化 をみた。 しか し,こ れか らは到底,こ れまでの ような経

済の高度成長 は期待すべ くもない。 またそ うである とすれば流通部門の高度化

や合理 化 もまた,こ れ までのご と くには,大 きく期 待 で きない と考え るのが至

当で あろ う。

ところ で,成 長期 においては,関 係者みんなの利害(と い うよりも利益)が

容易 に一 致をみる ことがで きた。パ イそのものが大 き くなる過程 では,パ イの

①一一3



シ ェアそ の ものに こだ わ るこ とは,関 係 者 に とって 必 しも意 味が な か った 。成

長,拡 大 とい う大 きな流 れ の な か で,各 界 各 層 の利 害対 立 は,す べ て覆 わ れ,

表 面化 す るこ とが な しに済 ん で き たか らで ある。

しか し昨 今 の よ うに,経 済 成 長 が鈍 化 し,拡 大 の動 きが減速 化 して くる と,

各 界各 層 の 利害 対 立 が,俄 然 む きだ しに震 われ る よ うに な る。 パ イ の拡 大が 難

しい こ とが関係 者 の 間に理 解 され る よ うに な る と,パ イの山 分け が,人 び との

強い 関心 を あつ め る よ うにな る。 分配 問 題 が ク ロー ズ ア ップ して くるの で あ る。

日本 人 は・ も とも と全 会一 致 とか 業 界 一 致 とか で,物 事 を きめ た が る人種 で

あ る。 お互 い の利 害 対立 を率 直 に認 め あ っ た上 で,冷 静 に妥 協 して,物 事 をす

す め てゆ くこ とは,き わ めて 下手 で あ る。 この よ うな国 民性 は,み ん なが 利 益

を同 じ く し,物 ご とが上 り勾 配 の と きは大へ ん 旨 くゆ くが,下 り勾 配 に さい し

ては逆 に大 へん コン フ リク トの種 を増す こ とに な る心 配が あ る。そ の意 味 で,

きた るべ き 日本 経 済 の 十年 は,非 成 長 経 済 的環 境 の も とで,利 害 を異 にす る集

・団 同 士 の コン フ リク トが ひ じ ょうに 多 くな る時 期 と考 え られ る
。流 通 の よ うな

場 に おけ る各種 コ ンフ リク トの発 生 は,取 りわけ 多 くな る と見 なけ れ ば な らな

いで あ ろ う。

また,パ イそ の も のが大 き くな らな い とす れ ば,あ るいは 自己 のパ イ ・シ ェ

アが 大'き くな らな い とす れ ば,こ れ か らの 時代 には,各 関 係 者 は与 え られた シ

ェア な り領 分 な、りの範 囲 で,そ れ の効 率 利 用 とい うこ とを,本 当 に真 剣 に 考 え

なけ れ ば な らな くな る。

こ れ か らの十 年 は そ の意 味 で,一 方 に は 「コ ン フ リク ト忙殺 の 時代 」,そ し

て他 方 には 「効率 重視 の時 代 」 に な る と思 わ れ るの で あ る。

これ ま での時 代 に お い て も,人 は,能 率 とか,生 産性 とか,有 効 利 用 とか い

うこ とを 常 に 口に は したけ れ ど も,な お 真 剣 性 に乏 しか った 。け だ しパ イそ の

①一一4
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もの の拡 大 過程 では,そ れ ほ ど効 率 に こだわ る必 要 は,な か った ので あ る。

しか しパ イの 大 きさや 配 分 が 限 られ て くる と,分 配 さ れた 分 の効率 活 用 の 重

要 さが,身 に しみ て 分 って くる。省 力化 とか,共 同化 とか ,シ ス テ ム化 とか の

よ うな 命題 の 大 切 さ が,こ れ ま で にな い重み とな って ,関 係 者 の上 に の しかか

って くる と思 わ れ る の で あ る。 また効 率 とい うこ と も ,一 企 業 だけ の効 率 のみ

な らず社 会 的 な効 率,ミ ク ロな効率 だ け で な くマ ク ロな 効率 ,を 人 は問 題 に し

な け れば な らな くな っ て きてい るのが 現状 であ る。

● 、

即時財提供 を本 旨 とす る こ とか ら言 って も,小 売を主 軸 とす る流通 部門は,

上述 の ような社 会的 コンフ リク トを一番 直接的に受け とめ る部 門である し,ま

た効率利用 とい うことを最 も真剣に考えな くてはな らない部門で ある。POS

導 入の今後の必然性有無 とい う関連 で考えてみた場合 に も,こ の ことは大へん

重要 な要素である と思 う。

まず,こ れか らの時 代には,労 働 力の供給 がこ とに難 しくなる。なかんず く

学歴の上昇な どに より,単 純 な労働,人 のいやが る労働 は,希 望者 がな くな り,

また希望者 を得 るには賃金が高 くなる。 ブルーカ ラーのほ うが ホ ワイ トカラー

よりも高賃 金水準 になる時代 は,や がて来 るとも思われ るので ある
。そ うい っ

た ことが流通業の各種現場 仕事な どの∨あ り方に大 き く響いて くることは
,予 見

され ることである。

また販売流通業 については,そ れが市中にあるため,環 境の浄化 とか ,地 域

社 会の美化 とかに貢 献す るこ とが,こ れか らは強 く要請せ られ る ようになる。

例え ば物的流通の合理化施設 を作 ろ うとすれば,流 通 センターやデポづ くりは,

環境 を害 す るとて,地 域住 民の反対 を うけ,小 型車は効率 がわ るい とて大型車

に代え ようとす れば,大 型車 は交通事故,騒 音,振 動の もとにな るとい うこ と

①一一5



で,阻 止 され る といった ことが各地に現われてい る。荷扱 いを道路 でや ること

が,禁 ぜ られた り, 、配送車が街 のスムースな交通を阻止 した りするこ とも,厳

しい眼でみ られ る ように なるであろ う。 この,ような状況 の もとでは,,小 売商店

における商品の管理や補 充,そ の計画化 といった こ とが,今 までの よう な社内

だけ の合理化要請 に よってだけでな く,広 くは社 会的な要請 に よって行わなけ

ればな らない ことに もな るであろ う。

消費者物価上昇の抑 制が今 日におけ る流通部門への最大の要請で あることを

考え,そ れを上述 な どの ような新 たな社会的制約条件 の もとで実現 してゆかな

ければな らな い状況を思 うとき,小 売業 を中核 とす る消費財流通 部門には,お

もい きった経営革新 の実行や,技 術革新 の導 入が必要 であろ う。われわれはP

OSの 実行が,そ れへ の一 つの回答であ るとまで,性 急に言 お うとす るのでは

ないけれ ども,す でに先 進社会 でそれが採用され,成 果 を挙げ ている実状 をこ

こにおいて無視すべ きでは左い。

日本人は,茸 か ら模倣 に長 じている といわれて きた。模倣 とい うこ とは,し

ば しば悪 い意味 にだけ使 われ るけれ ども,優 れた ものへ むけ てキ ャッチ ・ア ッ

プ しようとす る意欲は,な い よりもあるに如かずだ し,ま た過去 におけ る 日本

人の模倣は,決 して,国 情民情 を無視 した猿 まねばか りではなか った ことも反

す うしてみ る必要が ある。私 た ちの先人は欧米の ものを 日本化 し,風 土に合 う

ように して採 りいれて きたの である。鉄道 を欧米 か ら採 りいれ なが らも,国 状

に遺 った運 用をや り,つ いに は新幹線 を作 りだ した国民であ るこ とを思 う必要

が ある。

状況 は,つ ねに変化流動 して止まない。昨 日に は意味な しと思われた ものが,

今 日の新 しい環境 の もとでは,両 手 を挙げ て迎え られ ることは,し ば しば私た

ちの 日常経験す る ところである。 わがPOSに 関 して もまた,私 た ちは一方に

①一一6
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流 通環境の変化 をに らみつつ,他 方にPOSシ ステムそ のものの積極的研究 を

鋭意 お こた らないこ とが,こ のさい最も重要 な対処 の仕方で あると思われるの

で ある。

,

」

吟 、

●
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欧 米 に おけ るPOSシ ス テ ムの近 状
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ア メ リカで は本 格 採 用

世 界の流 通 業 界 で,POSタ ー ミナ ル を最 も早 く本 格採 用 を始 め た のは,

ア メ リカの シ ア ーズ,」.C.ペ ニ ー,モ ンゴ メ リー ワ ーード…… な どで代 表

され るゼ ネ ラル ・マ ーチ ャ ン ダ イズ ・グル ープ と ブ ロ ー ドウ ェ イ,フ ェダ レ

ーテ ッ ド… …な どで代 表 さ れ るデ パ ー トメン ト ・ス トア ・グ ル ープ とで あ る。

す で に,1972年 頃 か ら 本格 採 用が 始 り,19731年 にはiア メ リカのデ

パ ー トメン ト ・ス トア ・グ ル ■プ のPOSタ ー ミナル の年 間 の導 入台 数 は,

メ カ ・レジ のそ れ を〆 完 全 に追 い 抜 い た 。

ス ーパ ーで代 表 され る食 品 販 売店 グル ープや レス トラン ・グル ープで も,

、.↑9ア4年 か らPOS・ タPミ ナル の本格 採 用に火 が づ き始 め て 広 る。

そ こで,ア メ リカの 場 合 の例 を 口火 に して,つ ぎに欧 州 のPσSタ ー ミナ

・ル 活 用 の現 状 を報告 して ゆ くこ とに しよ う。

.'ア メ リカの 官庁 統 計 の 業 界分 類 に従㎞,① 食 品 販売 店 グル ープ,② デ パ ー

・トメン ト ・ス トア ・グル ー プ(デ パ ー トメ ン ト・ス トア
,一ゼ ネ ラル ・マ ーチ

ャンダ イ ズ ・ス トア,デ ィ ズ カウ ン ド ・ス トア,ス ペ シ ャ リテ ィ'・ス トア,

バ ラエ テ ィ ・ス トア),③ レス トラン産 業 グル ープ お よび そ の他 の3つ に分

け て ま とめて ゆ こ う。 ・

、●
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tア メ リカ

小売業 第1の 技 術 革 命

わが 国 で もス ーパ ーマ ーケ ッ トです っか りおな じみ にな って いる 「セル

フサ ー ビス に よる販 売 方 式」 の導 入は ,小 売 業 第1.の 技術 革 命 だ とい わ れ

てい る。

このセ ル フサ ー ビス 第1号 店 は ,1916年,テ ネ シ ー州 メ ンラ イス に,

ク ラ ーレンス ・サ ンタ㌦一ス に よって 作 られ た。

続 いて この① セ ル フサ ー ビス 販 売方 式 に,② 大型 店舗 ,③ 低 利 幅,④ ダ

イ ナ ミック価 格(原 価 で300 .品 目を,5パ ー・-keン ト,15パ ーセ ン ト,

20パ ーセ ン トの利 が け で それぞ れ200品 目ず つ)を 加 えた総 合食 品店

と して,ス ーパ ー第1号 店 が マ イ ケル ・カ レ ン氏 に よつて
,1950年8

月,ニ ュー ヨ ー ク市 ジ ャ マ イ カに誕 生 した。 ,

その 後,こ の ス ーパ ー第1号 店 のア イデ ィア をさ らに強 力 な もの にす る

ため,生 活 必 需 品 に 絞 っ た 非食 品 も加 え ,最 近 の ス ーパ ーのほy原 形 に近

いス ーパ ーが,オ ーテ ィス ,ダ ウ ソン両 氏 の 共 同経 営 に よっ て,1952

年,誕 生 した。 この ス ー バ …iの本格 版築1号 店 は ,利 益 率12パ ーセ ン

ト,売 上比 純利 益 率5.7パ …■セ ン トと ,従 来 の 小 売 業 の常識 を破 る低 い利

がけ で高収 益 を あげ,圧 倒 的 な 消費者 の支 持 を得 た 。

この成功 が 口火 と な って,ス ーパ ーマ ーケ ッ ト旋 風 が ア メ リカ全 土 に 広

ま り,第2次 大 戦 後 は欧 州,日 本 に もま た た く間 に広 ま った こ とは 周知 の

②一－di
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通 りで あ る。

第2の 技 術 革 命 .tt、.

小 売 業 第1の 技 術革 命 に よっ て,食 品 を中心 と・した生 活 必需 品 を,㌧安 く

安 定 的 に供給 で きるス ーパ ーマ ー ケ ッ トが誕 生 したが,こ のス ←パ ■ マ ー

ケ ッ トの 最 大 の泣 き ど ころは,レ ジ精 算 を行 うチ ェ ック ア ウ トの と ころで

あっ た。

チ ェ、ック ア ウ トは,ス ー パ ーの 唯 一 の従業 員 に よる サ ー ビス を 提供 す る

とζ ろで あ るが,ス ーパ ーの総 所 要 工数 の20パ ーセ ン トか ら.30パ ーーセ

ン トを食 い,.し か も打 ち間違 え を 出 し た り客 を並ば せ た りで,客 か ち 最 も

.,、苦情 の 出 る と ころ で もあ る。.、

ア メ リ カのス ーパ ーマ ー ケ ッ トが,]-970年 以 来i関 連 業界 を あげ て

,開 発 を進 めて きたス ーパ ー向けPOSタ ー ミナ ルは,こ の チェ"ッタ アウ ト

の 癌 を一 掃 す る と ともに,売 上 時 点 で ユニ ッ ト ・コ ン トロール の生 デ ータ

を 集収 して,流 通 在庫 の 適正 化 や 自動補 充 発注 をや れ る よ うにす る こ とを

併せ て狙 っ てお り,小 売 業 第2の 技 術 革 命 と呼 ば れ て い る もの で あ る。

す なわ ち,間 違 いのな い レジ精 算 を よ力 少い チ ェ ッカr－で,楽 に 早 くや

れ る よ うにす る と同時 に,お 客 も安 心 して気 持 の よい サ ーゼ ス を迅 速 に待

ちれ る よ うにす る こ とを第1の 主眼 と した,POSタ ー ミナル な の だ。

'POS
タ 一一ミナル 開発 史'.tt・t.・.,:

ア メ リカの ス ーパ ー向けPOSタ ー ミナ ル開発 の 口火 はダ 本格 的 な ス ー

パ ーが 始 めて誕 生 した1932年 ,全 米食 品 チ ェ ー ン協 会(NAFCと 略

称)前 専務W.フ リン ト氏 が 発表 した 「オ ー トマテ ィ ック ・チ='"・7'.クア ウ

ト採 用」 と題す る論 文に よっ て切 られ た。

「.亡 の 論 文 を 契機 とす る ア メ リカのス ⇒ く一向けPOSタ ー ミナ ル の 開発

②一5



図 表1に ま とめ た 通 りで あ る。

1955年 に,い ち早 くPOSタ ・一ミナル の需要 予測 が行 われ 。195洛

年 に共 同実 験 が行 われ た が,採 算 に の らな い ご とが確 め られ一 時 中断 の苦

'一 汁 をな め た
。

台 所用 ミニ コン

ス_パi・..向 けPOSタ ・一ミナルが ペ イ で き る見通 しが 立 つ よ うにな り始

め た の は,1969年 頃 で,① ミ=コ ンが 安 ぐ高性 能:とな り,し か も店 内

でオ ジ.ラ イシの在庫管理がや れる磁気デ ィスクW開 発され た亡 と,② 店

内め ミニコン と本部 のセ ン トラル.コ ン ビ_タ 主 を結ぶ旗 タ伝送が

公衆 電 話回 線等 が 利 用 で きる よ うに な り,安 く実 用 で きる よ,うにな っ た こ

と,③OCRハ ン'ド ・リー'ダー,レ ーザ ー光 線 シ ンボル品:サ'イ ン ・リーダ

ー… … な どの 商 品 コ ー ド自動 読 取 り装 置が 実 用で ぎ る見通 しが で きた こ と,

の5つ の理 由に よ る 。・

なか で も,① の イ ン ・ス トア で,オ ン ーラィ ン の在庫 管 理 をやれ る ミニ ・

コ ンが 開 発 さ れ た ご とが,第 一 の突破 口 とな っ た 。,

1:970年 －iア メ リカで 最 もプ レヌテ ー ジの 高 いデ パ ー トメ ン ト ・ス ト

ア の一 つ で あ るダ ラス の 二 一 マン マー ガス が,,カ タ ゴグ販 売 め商 品.ア イテ

ム に,家 庭 の 台所 の メニュー計 画用Lミニコンを ・1…週 間のプ・白グラム講 習 づ き1万

ドル で発売 した ところか ら,ス ー パ ーの経 営 者 に も:台所 に コ ンゼ ユ ータ ー

を置 け るな ら,ス ーパ ー に コ ンゼ ーユ 一 夕ーを・置 け な い筈は ない;と い うこ と

が 広 く認 め られ る ように な ってき.た。 、・一一

イ ン ・ス トアに ・よる オ ン ・ライ ン在 庫 管理 第'1号

ス ーパ ーに ミ=・ コ ンを 据 つ け て の オ ゾ ・ラ ィツ に よる在 庫 管理 第1

号 店 は,イ ンペ ン ト リ ・マ ネ ジ メン ・ド ・シ ス テ ムズ社(IMSと 略 称)が

②一・一一6・
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図 表1ア メ リ カ の ス ー パ ー 用POSタ ー ミ ナ ル 開 発 史

。ア メrlカ で はAutomaticChec
、k-out(略 してA.C.O.)と い う

1930年 代 1940年 代 1950年 代 1960年 代 1970年 代 1970年 代(つ づ き)' 1

1952 W.フ リン ト頁 前金 米 食 1955 。全米商工会議所調査メ †962 。 「マ ニ ュアル 方式 実 験 」 1970 。 ロ ジ コ ン 社:「 コ ー ド設 1974 。5月:マ ー シ ュ ・ス トア で

品 チ ェ ーン協会 専 務理 事, ン バ ー:「A,C.O. 1965 。全 米食 品 チ ェーン協会: 計に関する調査 固 定ス キ ャナ ーつ きUPC

前Dietribution の需要予測」 『グ ロ ー サ リ用 ユ ニ バ ー
。ニ ー ル セ ン社:「A.C.

シ ンボ ル ・サ イ ン読 取 り

NuエnberBank, サ ル コー ド(UGPIC)
0.レ ポ ー ト」

・ 「ス リ ム 方 式 キ ー ・ツー ・
POSタ ー ミナ ル実 験 第1

工nc.コ ン サ ルタン ト): 1956 。シ ル ベ ニァ 社 とス ト ッ 開発委員会発足」 カセ ヅト補充発注方式の 号店開始

「A.C.0.・ 採 用 」 に 関 プ ・ア ン ド ・シ ョ ッ プ 。グ ロー サ リ製 造業者 協 会:
採 用急 ピ ッチ」

。g月:NRMAボ ラン タ リ

する最初の論文発表 社(全 米第f4位 のス 「製 品 コ ー ド提案」 。 「電卓レジの開発 テスU 規格 にOCRAフ ォ ン ト値

一バ ー):「 共 同実 験 」 1966 。サ ー テ ィ フ ァ イ ド ・グ ロ o工MS:「 マ ー ケ トロン ・ 札を採用

一サ ー ズ ・オ ブ ・カ リフ システムを数店へ設置」 012月:ソ ース マ ー ク 率

オル ニア(全 米 一 のコ ー

oRCA社,ク ロ ー ガ ー

(全 米 第3位 の ス ーパ ー):

50%へ

ベ ラテ ィブ ・チ ェ ー ン):
rA.C.0.実 験 」

「L工NCシ ス テ ム開 発」 。ChareCOgn,米 農 務

。 「商 品 コ ー ド 自動 読取 方
省:「A.C.O.実 験 」

式開発」
A

。Zθ1ユwθ9θr
.ミ グロス

1967 。全米 食 品チ ェー ン協会:
(ス イス 第 一位 の コ ーペ

「COSMOS開 発」 ラティブ 弓Lエ ー ン):

。 「マニ ュアル に よる商 品
rA.C.O.実 験 」

凡 例
コード自動読取方式テキ 。全 グ ローサ リ産 業 界結 集

ス ト」 して グロ ーサ リ産 業 界用

ス ーパ ー 用POSタ ー ミナ ル:A.C.O.(AutomaticCheck一 。NCR社:「2
.80シ ス 共通 コ ー ド(UPC)衙 淀

Ou七) テム開発」 のための

全米食品チェーン協会:NAFC 1969 。ス一山」 ・グル →ブ と ターミナ
「UPC制 定特別委員会」

グ ロ ー サ リ用 ユ ニ バ ーサ ル ・コ ー ド:UGP工C(Univθr8a■

GrOCeryPrOdUCt工dθntifi-

cationCode)

ルメーカー:「 コード問 題 の

議 論各 所 で白熱 化」

。轡 ラル ・エレクトリック社 と

J.C.ペ ニー(全 米第2位 1971

(UPCAdhoc

COmmittee)発 足

。UPC正 式決 定
,採 用

グローサリ製造業者協会:GMA
の ゼネラルマーチャンダイジン

。シツボル標準化小委員会

全米小売商協会:NRMA グ・ス トア):「 磁 気 値札 (Symboユ

Standard‡2ation
自動 読取POSタ ーミプソレ

TRADER実 験 」 Committee)発 足

f975 。治 ル ・サイン決定

② 一7
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開発 し,19170年 秋 か らフ・一 ド ・フ ェア社(↑975年 度 全米 第8位 の

ス ーパ ー マー ケ ッ ト ・チ ェ ーン,店 数470店,年 間 売上高2,092百 万

ドル)の ロス ア ンゼル ス 地 区 の店 で あっ た。

イ ンス トアの ミニ・◆コ ンに,12台 のPOSタ ー ミナル を結 び うげ て の

実 験 で あ った 。 工MS社 で は,こ のシ ス テ ムを,マ ■一ーケ トロン ・シス テ ム

と呼ん で,計3店 ま での 本 格 採 用店 を全 米 に もち,わ が 国へ も々 一ケテ ィ

ン グ活動 を行 っ た 。

この マ ー ケ トロン ・シ ス テ ムの イ ンプ ッ ト方式 は,部 門 コ ー ドiケ タ,

商 品:一 ド4ケ タ を売 上 時点 で キ ー ・イ ン して売 価 を ミ'二 ・コ'ンか ら索 引

してデ ィス プ レ ーお よび レシ ー トにプ リン トア ウ トす る 「プ ラ イス ・ル ッ ,

ク ・ア ヅプ」 方式(売 価 索 引 方 式)で あっ た。 つ ぎの よ うな手 順 で キ ー ・

イ ンを行 う:① 商 品 に は 最 高4ケ タま での商 品 コ ー ドだ け を ラベ ル で表示

してfoく,② 売価 は 陳列 棚 の 陳列 位 置ヘ プ ラ イス ・カ ー ドで表示 し,1ケ

1ケ の商 品へ は 売価 表示 を しな い,③ 売上時 点 で 売価 を打 ち こむ 代 りに商

品 コ ー ドを キ ー ・イ ン,④ チ ェ ックア ウ トでは 商 品 コ ー ドの キ ー ・イ ン と

同時 に ミニ.コ ンの記憶 装 置か らプ ラ イス ・ル ック ・ア ッ プ方 式 で 売価 を

デ ィス プ レ ー し,レ シ ー トに プ リン トア ウ トす る と同時 に在 庫 数 を 更新 す

る。

この マ ー ケ トロ ン ・シ ス テ ム は商 品 コ ー ドを キ ー・ イ ンす る こ と,商 品

コ ー ドを これ ま で の値 づ け の代 りに1ケ1ケ の商 品ヘ コ ー ドづけ す る必 要

が あ る とこ ろか ら,ス ーパ ーに おけ る直接経 費 の 大幅 削減 効果 が 得 られ な

い こ とか ら急 速普 及 に ま で至 らずIMS社 は1972奪 倒 産 して しま った。

しか し,① コ ー ドづ け,お よび キ ー ・イ ンの 自動化 さえ 実現 で きるな ら,

'× 充 分実 用化
で きる こ と,② そ の た め には,商 品 コ ニ ドめ 標 準化 と,シ ンポ・

② 一9



ル ・サ インの 標準 化 とが必 要 で あ るこ とrの2点 を実証 して 《れ た点 でス

ーパ ー向けPOS採 用へ の貢献 大 で あっ た。'一 ・一

第2の 技 術革 命へ の布 石

マ ーケ トロン ・シス テ ム の実験 が 口火 とな っ て,図 表1の1970年 代

の欄 に示 す よ うに グ ロ,一サ リ産 業 界用 共通 コ ー ド(ユ ニ バ ーサ ル ・プ ロダ

ク ト ・コ ー ド,以 下U]?Cと 略称)制 定 特 別 委 員会 が197,0年9月 に発

足 した。

この委員 会 の構 成 は 図表2に 示 す よ うに,全 米 の ク ロ ーサ リ産 業 界 の製

造業 者,勧 業,:小 売 業,事 務 機 製造 業者 … … な どのす べて の 関連 業 界 を結

集 した強 力 な 実行 委 員 会 で あっ た。 一

.こ の委 員会 では,ま ず,ス ーパ ーマ ー ケ ッ ト関連 業界 で どの よ うな布 石

を行 い,ど の よ うな方 式 の ス ーパ ー向けPOSタrミ ナ ル採 用 に踏み 切 れ

ば,業 界全 体 の メ リ ッ トが 極大 とな るか につ い て の経済 評 価の 調査 を市 場

調 査 専 門会 社 の マ ッケ ン ジ ー社へ 依 頼 した。 一..

同社 の 調査 の結 果 に も とず い て,同 委 員 会 では,つ ぎの4?の 重要 な 結

論 を下 した 。:.、 ㍉ ,

① 共 通 コ ー ド(UPC)は グ ローサ リ産 業 界 で採 用 され るべ きで あ る。

共 通 コ ー ドの 採 用 だけで もペ イす るが β 商 品 の動 きを正 確 につ か ん で

ゆ く た め の チ ェ ック ア ウ トの 自動化 の た めの 第 一 ス テ ップ で もあ る。

②10ケ タ ゴ ー ドの採 用:共 通 コー ド(UPC)は す べて数 字 コ ー ド

の1.0ケ タ と し上5ケ タは 製 造業 者 の識 別用 と し,下5ケ タは 各製 造

業 者 内 の 商 品 ア イテ ムの識 別 用 とす べ き で あ る。

③ 機 械読 取 り可能 な1つ のUPC表 示 サ イ ン を 選定 し,こ のシ ンボル ・

サ インは製 造 段階 で商 品 の個 裳 上 に マ ーキ ン グすべ きであ る(ソ ース ・

②一ユ0
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マ ーキ ン グ)。 、

④ ス ーパ ー向けPOSタ ー ミナル は.将 来,こ の シ ンボル ・サ イ ン を 自

動 読取 り可能 な固定 ス キ ャ ナ ーつ き と し,イ ン ・ス トア ・ミニ コン に よ

る オ ン ・ライ ンのプ ラ イス ・ル ック ・ア ップ と在庫 管理 とをや れ る機 能

とすべ きで あ る。

荒 利 益 率 で対 売上 α5%の も うけ"

委 員会 では 週 間 売上 高4万 ドル(年 商200万 ドル8億 円)程 度 め 中 堅

ス ーパ ーではi固 定 スキ ャナ ーづ きPOSタ ー ミナル6台 か ら7台 が 必 要

で この た めの 必要 投 資 額 は3約'12万 ドル(5.600万 円)と 予想 しft'S.

しか し,こ の よ うな業 界 をあげ ての ス ーパ ー向けPOSタ ー ミナル採 用

の 効 果 と して週 間 売上 高4万 ドル 程度 の 中堅 ス ーパ ーの場 合 で.ソ ース ・

・マ ーキ ング の普 及率50パ ーセ ン トに達 す るな らペ イ し
,ソ ース ・マ ーキ

ン グ の普 及 率 が75パ ーセ ン トに達 す る な ら荒 利益 率 で 対 売上 比a5パ ー

セ ン トか らtOパ ーセ ン ト程 度 の 改善 利 益が 得 られ る と予 想 した。

こ こ数 年来,ア メ リカの大 手 の ス ーパ ーの税 引 後 の純 利益 率 は1パ ーセ

ン トを大 き く割 りこみ,O .5パ ーeセン トか らa8パ 一-leン トを 上下 して い

る こ とを考 え る と,こ の改 善 利益 は ス ーパ ー業 界 に とって は 救世 主的 な大

幅 の メ リ ッ トで あ る。

この時 の委員会が行 ったグ ローサ リ産業界全般 のPOSタ ーミナル採用

効 果 予 想 の一 例 が 図表3で あ る。

1た だ し
,こ の採 用 効果 は,ソ ース ・マ ーキ ン グ普 及率,賃 金 水 準,採 用

底 数 に よって 大 き く変 る。 「

Go/

この 結 果,グ ロ ーサ リUPC制 定 特 別委 員会 ではUPCの 採 用 とシ ンポ

②一一11



ル ・サ イ ンの選定 作業 とに踏切 り,]973年4月 には,7社 のPOSタ ー ミ

ナル ・メー カ ーか ら提 出 され た シ ンボ ル ・サ イ ン候 補 の うちか ら標 準 シン ボル ・

サ イン の選定 を完 了 した。 ・

写 真1,2.が そ の標 準 シン ボル ・サ イン で あ る。

この標 準 シ ンボ ル ・サ イン選 定完 了 を契 機 に,各 製 造業 者 は逐 次 ソ ース マ ー

キ ング の採 用 を開 始 し,1974年 末 には普 及率50パ ーセ ン トに達 した とい

わ れ て い る。 本 年 末 には80パ ーセ ン トに達 す る もの と予想 され て い る。

この よ うに予 想 以 上 に早 い ソー ス マ ーキ ング の普及 に刺 戟 さ れて・ ス ーパ ー

向 けPOSタ ー ミナル ・メ ー カ ー も,一 斉 に固 定 ス キ ャナ ーつ きPOSタ ー ミ

ナル の 発 売 に踏 切 った。 工BM,ユ ニ パ ック,NCR,ス エダプ ナ シ ョナル セ

ミコ ンダ ク タ ー ・シ ン ガー,バ ン カー ・ラモ,MS工 … な どの各社 で あ る・

ス ーパ ー各 社 も1972年 頃 か ら逐 次POSタ ー ミナル の採 用 を開始 し,ア

メ リカの ス ーパ ー業 界全 体 のPOSタ ー ミナル 採用 終 台数 は1975年 末 で約

2,500台,1974年1年 間 で約6,000台 追 加 採用 され た と予 想 さ れ て い

るが,こ れ らのす べ てが将 来,固 定 キ ャス ナ ーつ き プ ラ イス ・ル ック ・ア ップ

方 式へ の レベ ノレァ ップ 可能 を前 提 と し,ほ とん どが キ ー ・イ シ式(し か も従来

通 り売 価 を打 込 む 方式)で 採 用 を始 めて い る。

{

本 番 採 用 第1号 店

固 定 キ ャ ス ナ ー つ き オ ン ・ ラ イ ン の プ ラ イ ス ・ル ッ ク ア ッ プ 方 式 のPOSタ

ー ミ ナ ル の 実 験 は
,図 表1で も 紹 介 し た よ う に,1972年,ク ロ ー ガ ー(全

米 第3位 の ス ー パ ー ・ チ ュ ・一ン,6タ ー ミ ナ ル で1年2ケ 月 実 験)・ ミ ク ロ ス

(ス イ ス 第1位 の コ ー ペ ラ テ ィ ブ ・ チ ュ ー ン,4タ ー ミ ナ ル で4週 間 実 験)の

◎ 」12
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図 表2共 通 グ 画 一 サ リ 商 品 コ ー ド運 営 委 員 会 の 構 成

GMA((}rOCerMaDUfac七Ure日OfAlneriCa) 6

全米 プローサ リ製 造業者 協会 委 員

NAFC(NA七ionaユAs80cia七ionofFoodσhains) 2

全米 食 品 チ ェ ー ン協会 〃

SMI(SuperMarketエnsti加te) 2

全 米 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト協 会 〃

CFDA(CoopθratioθFoodI)istridu七ionof 1

America)

全米 コ ーペ ラテ ィブ食 品 デ ィス トリビュ ータ ー協 会 〃

NARG(Na七ionaユA8sociationofRe七aiユ 1

Grocθr80fU.S)

全米 グ ロサ ー ズ協会 〃

NAWGA(Na七ionaユAmericanWho■ θθaユe 1

(}rOCersA日sOCiatiOn) |

全 米 ホ ー ル セ ー ル ・グ ロ サ ー ズ 協 会 〃

BEMA(Busines8斑uipmentManufac加res 1

Associa七ion)

全米事務機製造業者 〃

、

学識経験者(委 員選出)
1

〃

15委 員選 出

食 品チ ェ ー ン

食 品 ホ ール セ ー ラー

ボ ラン タ リーチ ェ ーン

コ ーペ ラテ ィブチ ェ ーン

独 立 小 売 商

食 品製造 業 者

そ の他 の ス ーパ ー マ ーケ ッ ト

サ プ ライ ヤ ー

6委 員選 出

② 一13
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グ ロ ーサ リ ー共 通 コ ー ド運 営 協 議 会

21委 員 構 成

。政策決定

。各種 必要手続決定

・各種苦情決定

活動指示
報

告

Dis七ribu七iOnNumberBank,

工nc.(ONB)
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。UPC(情 報 作成)提 供

。5ケ タのUPC製 造業 者 ・識 別

コ ー ド発行

。VGPCCメ ンバ ー登 録

。UPCア イテ ムコh-・ド割 当マ ニ

ュアル 提供

1974年2月 よ り

工)iStribu七iOnCOdeS,InC,

(DC工)と 名 称 変 更
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図 表3グ ロ ー サ リ ー 産 業 界POS採 用 効 果 予 想

(共 通 コ ー ド ・シ ンボル ・サ イン ソ ース ・マ ーキ ン グ採 用)

。ア メ リカの グ ローサ リ産 業 界全 般 の 予 想

。1970年 時 点 に お け る'75年 時 の 予想

。単 位 百 万 ドル

。7,800店 参 加 と予 想

◎10桁 共 通 コ ー ド ソース ・シ ンボ ル ・マ ーク表 示率75%

◎'75年 時 の 賃金 水te6.1ド ル/時 と予 想

◎

1

戸

口
ハ ー ド ・ メ リ ッ ト ソ フ ト ・ メ リ ッ ト

十==(計量
で き る メ リ ッ ト)(計 量 し に く い メ リ ッ ト)

合 計

チ ェ ッ ク ・ア ウ ト工 数 在 庫 高

小 売 業

オ ール

チ ェ ッカー教 育

値づけ/値 がえ工数$488

品切れ回数

ロ ス$175

削 セー ラー
Rθcapping百 万 ドル

補充 発 注 以 下 同 じ

直送品管理 百 万 ドル

スペ ース割当 以下 同 じ

ウ エア ハ ウス運 営 ク ーポ ン誤 回収

減

十
グ ロ ー

効 サ リー

製造業者

0 ;=ξ;蒜 リ}$・

果

削減効果

合計
$488

($179)

〉〈25%==$45

$533

百 万 ドル

以 下 同 じ

費

一用

増

小 売業

オ ール

セーラー

グ ロー

サ リー

製 造業者

コード・

マネジメン

ト機 能

費 用増

合計

設 備 投 資

シ ンボル ・マ ーク落 ち

コ ン ピュ ータ ー要 員$352

コ ミュニ ケーシ ョン

コ ン ピュ ーター 変 換

婆価償§:顎}$・ ・

:㌫:ぷ}$・ ・ 0

當 ㌧}$、
!・ 一 ド ・ コ ピ ー

0

$368
($86)

〉〈25%==$22

一

$ろ90

収 支 $143
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2社 で実 験 が 行 わ れ たが,UPC標 準 シ ンボル ・サ イン に よる本 番 採 用実験 第

1号 店 は マ ー シ ュ ・ス トア(1975年 度 全 米 第49位 の ス ーパ ー マ ーケ ッ ト・

チ ェ 一一.ン70店,年 売 上 高225百 万 ドル,約700億 円)で あ る。

同社 で は トロ イ店 にNCRの 固定 ス キ ャナ ーつ き255ス ーパ ー シス テ ム を

6タ ー ミナル,1974年5月 か ら設 置 して連 続実 験 して い る。 このほ か,ス

ーパ ー マー ケ ッ ト ・ゼ ネ ラル ,ラ ル ク,チ ャ イァ ン ト・ス トア,ラ ッキ ース ト

ア,ス タ イン バ ー グ(カ ナ ダ)"・ な どの大手 の ス ーパ ーの導 入 が相 続 いてお り,

1975年4月 現 在で 約数10店 が 固定 ス キ ャナ ーつ きPOSタ ー ミナル を導

入 ず み で あ る。

写 真3～6は マ ー シ ュ ・ス トア ・ トロ イ店 におけ る実 験 風 景 で あ る。

(

●

本 格 採 用 は'75年 か ら

先 述 の よ うに'74年 末 で50パ ーセ ン トに達 した ソ ース マ ー キ ング の導入 率

が'75年 末 に は80パ ーセ ン トに達 す る見 込 み で あ る ところ か らア メ リpの ス

ーパ ー業 界 のPOSタ ー ミナル 採用 は ↑975年 よ り本 格 化す る見 込 みで あ る。

図表4は,1974年 春,フ ロス ト・アン ド・サ リバ ン社 が行 った食 品販 売

店 向けPOSタ ー ミナル の需要 予測 で あ る。 これ に よる と,1975年 の1年

間POSタ ー ミナ ル導 入 台 数 が1.5万 台,.1976年 以 降 は毎 年年 間2万 台 に

達 す る もの と予想 して い る。

景気 の予想 以上 の 悪 化 と,後 述 す る よ うな消 費者 パ ワー に よる反 対 運 動… な

どか ら,固 定 ス キ ャナ ーつ きの採 用 は大 幅 に遅 れ て い るが,POSタ ー ミナル

の採 用 の動 きは 新 店 中 心 にほぼ この予想 台数通 り進行 して い る よ うで あ る。

② ・一・17



図 表4'食 品 販 売店 向 けPOSタ ー ミナ ル年 間販 売 台数 予想

,。フ ロス ト ・ア ン ド ・ザ リバ ン社 の1974年 初 頭 の調 査 に よる

◎

ー

戸
、.。。

年 1
197211975 1974

1

1975 1976 1977 1978 1979 1980

1
1981 1982 1983 累計

内 訳 1

聖
年商2百 万 ド

、

ム
ロ( ル～4百 万 ド 2 t8 6 15 20 20 20 20 20 20 20 20 1848

千' ル の ス ー パ ー

台 年 商1百 万 ド

数) ル ～2百 万 ド 一 一 一 噛 一 5 10 20 25 30 40 50' 180

ル の ス ー・パ ー

計 2 t8 6 15 20 25 30 40 45 50 60 70 5648

年商2百 万 ド

金(
百

ル～4百 万 ド 9 94
.3G

150 200 180 180 160 160 160 150 150 153a4

万 ル 、

ド

ル
年 商1百 万 ド

額) ル～2百 万 ド 一 一 一 一 一 50 100 180 225 270 320 400 1545

ル の ス ー パ ー

1 計 9 94 30
」

1501200 250 280 340 585 430 470 550 50854
`

本格採用が始る

旦
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図表4の 予 想で は・1975年 の1タ ー ミナ ル 当 りの価 格 を1万 ドル

(5ρ0万 円)と 推定 して い る が,こ れは 固定 ス キ ャナ ーつ きPOSタ ー

ミ ナ ル の 場 合 で,固 定 ス キ ャ ナ ー を 外 し て キ ー ・ イ ン 式 で 採 用 す る 場 合 は

半 値 の1タ ー ミ ナ ル 当b約5,000ド ル と な る 。

固 定 ス キ ャ ナ ー つ きPOSタ ・一 ミ ナ ル の1タ ー ミ ナ ル 当 り の 価 格 は,

1977年 に は9,000ド ル,1979年 に は8,000ド ル,1982年

に は7,500ド ル と 逐 次 コ ス トダ ウ ン さ れ て ゆ く も の と 予 想 し て い る 。

現 在,大 口 でPOSタ ー ミ ナ ル を 採 用 して い る 会 社 に は ジ ュ エ ル ・ ス ト

ア(全 米 第6位 の ス ー パ ー ・ チ ェ ー ン,'73年 末 で60店 で1,000台

採 用,バ ン カ ー ・ ラ モ 社 のPOSタ ー ミ ナ ル),ア ル フ ァ ベ 日 夕 ー(全 米

第4位 の ス ー パ ー ・ チ ェ ー ン,'75年 末 で60店 で500台 採 用,ナ シ

ョ ナ ル ・セ ミ ・コ ン ダ ク タ ー 社 のPOSタ ー ミ ナ ル),パ ブ リ'ッ ク ス(全

米 第18位 の ス ー バL・ チ ェ ー ン,"73年 末 で30店 で357台 採 用,

NCR社 のPOSタ ー ミ ナ ル)… … な ど が あ る 。'1"t

な ま㍉ フ ロ ス ト ・ア ン ド ・サ リバ ン 社 の1976年 時 点 に お け るPOS

タ ーtミ ナ ル ・ メ ー カ ー 別 シ ェ ア で は,NCR50パ ー セ ン ト,工BM15

パ ー セ ン ト
,ユ ニ パ ッ ク15パ ー セ ン ト,シ ン ガ ー5パ ー セ 、ン ト,ス エ ダ

5・1「 セ ン ト,ナ シ ョ ナ ル ・セ ミ ・コ ン ダ ク タ ー5パ ー セ ン ト と 予 想 し て

レSる δ

2.欧 州

ア ン リカ 直輸 入 はダ メ

欧州 各国 の ス ーパ ーで も,ア メ リカの場 合 と同 じ よ うに,ス ーパ ー向けP

OSタ ー ミナ ル採 用 の機 運 が 次 第 に 熟 し始 めて きて い る。

しか し.POSタ ー ミナル の採 用 条件 では,欧 州 の各 国 の ス ーパ ーは,つ

②rJ -9



図表5欧 州vak・ げ る固定 ス キ ャナ ーつ きス ーパ ー向け

POSタ ー ミナ ル 。シス テ ム需 要予 測

・ロナル ドブ ラ ウン社 の1974年 春 実 施 した調 査 に よ る

＼ 牢

固
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11
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}
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ゼ ネ ラ ル ・マ ー チ ャ ン ダ イ ジ ン グ 。ス トア 。グ ル 「 プ

POSの 火 つけ 役

ア メ リカの小 売 業界 にお い て,POSタ ー ミナ ル本 格 採 用 の 火つ け 役 とな っ

たの はタ シア ー ズ,」 ・Q・ ペ ニ ー,モ ン ゴメ リーワ ー ドのゼ ナ ラノy・マー チ

ヤ ンダ イズ ・ス トア ・チ ェ ー ンの御 三 家 で あ る。

この3社 は,い ずれ も,世 界 的 な規 模 で,材 料 の手 配,仕 様書 発注 に よる加

工 場 の生 産 手 配,徹 底 した 品 質管 理 に よる商 品 の集 荷 を行 って,ス 、トァ・・ブ ラ

ン ド商 品 中心 に販 売 してい る。.

販 売す るス トア ・ブ ラン ド商 品 の ア イ テ ム数 は,20万 か ら ろ0万 ア イテ ム

に も達 して い る。

そ こ、で」 ユ ニ ヅ ト ・コン トロ ごル4Cよ るマ ーチ ヤ ンダ イ ズ ・マ ネ ジ メン トは,

企業 の隼 命線 で もあ る。

世 界一 の小 売 業 と して君臨 す る シア ≡ ズ社 一 社 だけ で,1974年 春 現在 で

36,000台 の シ ンガー社 のPOSタ ー ミナル を発注 ず み で あ り,シ ン ガー社

のPOSタ ーミナ ル部 門 の量 産 化 に大 き く寄 与 した とい って も よい であ ろ う。

この5社 に,バ ラ エテ ィ ・ス トア ・チ ェー ン売 上高 第1位 の ウ ール ワース と

,デ ィス カ ウ ン ト・ス トア ・チ ェー ン売 上 高第5位 の コ ルベ ヅ トの2社 を加え た

5社 で,ア メ リカのゼ ネ ラル ・マー チ ャ ンダ イジ ン グ'・ス トア'・ グル ープ の

1974年 春 現 在 のPOSタ ー』、ミナル総 累 計 発 注数 の':50パ 「・一.セン トを 占め・て

.いる といわ れ る。 一 ・..・ ＼.・

図表6はs、 以 上 の ゼ ネ ラル ・マ ーチ ャ ンダ イズcス トア 大手5社 のPOSタ

②一一21



一 ミナ ル発注 台数 の 内 訳で あ る。

業 種別 需 要 予 測 』"テ'ニ

ゼ ネ ラル ・マ ー チャ ンダ イジ ング ・ス トア ・グ ル ープ に属 す る主 な業 種は,

デパ ー トメン ト・ス トア,デ ィス カウ ン ト ・ス トア,ス ペ シ ャ リテ ィ ・ス トア,

バ ラエ テ ィ ・ス トア,ド ラ ッグ ・ス トア,リ ッカー ・シ ョップ を主 とす る独立

小売 業 の 計6つ の業種 で あ る。

こ こ でプ ゼ ネ ラル ・マ ーチ ヤ ンダ イズ θス トア は,デ パ ー トメ ン ト ◎ス下ア

に含 めて い る。 『 ・:・''"・ ・＼"

この うち,す で に最 も早 くか ら本 格 的 にPOSタ ー ミナ ル の採 用 が始 らて い

るめは;'デ パ ー ト メン ト ・ス トア で あ る。・'三9ゴ;,'∵iご バ・

販 売 商 品 の値 ご ろが 比較 的 低 いバ ラエ テ ィ ・ス ・トア と ドラ'ッグ・A久 トアは ブ

店 と企 業 の規 模 が 比較 的 小 さ い こ と と相 まbて 」 王)OSタ ー ミナルの採 用 も 出

遅 れ 気味 で あ る。 一'㌃

しか レ ・バ ラ エ テ ィ ・ス トア で も・ドラ シグ ・ス トア で も,こ れま で め バ ラエ

テ ィ商品 のほ か に,ソ フ ト ・グ ーヅ な どの 商品 も販 売 して ゆ くこ とが定 着 して

ゆ ・ぐ傾向 に ある こ とか ら,POSタ ー ミナル採 用 の気 運 が熟 し始 めて6て い る。

・・ス ペ シ ④ リテ ィ ・ス トア ・.グ ル ープは,POSタ ーミ ナ ル の採 用 を最 も必要

とし てい る グル ー プで あ るが,1店 当 りの店 の規 模 が小 さい こ とか ちジ デ ー タ

集 収 ・に難 点 が あ って 出遅 れ 気味 で あ ったが,POSタ ー ミナ ル メーー 力÷が,ス

ペ シ ャ リテ ィ ・ス ・トア 向けPOSタ ー ミナル の開 発 に力 を入 れ 始 め て きた こ と,

デ ー タ集収 お よび デ ー タ ・プ ロ セシ ング ・サ ー ビス機 関が 誕 生 し始 め た'こ とか

ら,今 後 のPOSタ ー ミナ ルの有 望 市場 どな り始 め て い る。 ・ ・

リ ッ カ ー ・シ ョ ップ ・グ ル ープは,ド ラ ッグ ・ス トア ・グ ル ープ と同 じ よ

うに 輌面倒 左官 庁 向 け 月 次 レポ ー トの 作成 を必 要 とす る業 界 で あ る と ころか ら,

②÷合2
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業 界 向 けパ ッケ ー ジの 開 発 と相 ま って将 来 の 有望POSタ 一一ミナ ル市 場 とな り

得 る。

業 種 別bPOSタ ー ミナル 需要 予 測 を まとめ る と,図 表7の よ うに な る。

鋤1の 標 準 化'il .'r

ゼ ネ ラ ル ・マー チ ャ ンダ イ ジン グ ・ス トア ・グル ープ向げ の 商 品 と顧客 の

識別 の 標準 化 は 詮 米り・売 醐 会(NRMA)中 心 雌 め られ て き:たが,1974

年 秋,OCR-Aラ ォン トを採 用 す るこ と を決 定 し,そ の 内容は1gs/75年 春 発

行 の 「NRMAVoluntaryRe七ai].Iden七ifica垣onStandardSpecif-

icationA」 で正式 に ま とめ られ た。

」 .C.ペ ニ ーでは,す で に,肌 着,靴 下,ラ ン ジ ェ リー…… なiどの通 常 商

品 中心 に,IBM社 のレ ーザ ー光線 値 札 印刷 機 に よって 作 成 したOOR-Aフ ォ

ン ト値 札 を つけ始 め てお り,ウ オ ン ド式OGR-Aフ ォン ト ・リー ダrの 読 取 り

の実 地 試 験 も1975年 夏 に は本格 的 に 開始 す る予定 だ といわ れ るb

この実地 試 験 の結果 は,1975年 秋 まで に まとめ られ る。

世 界 中の小 売業 が注 目 して い る結 果 で あ る。

き

●

② 一23
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図表6. ゼ ネ ラル ・マ ー チヤ ンダ イズ ・ス トア 大手5社 のPOSタ ー ミナ ル発 注 台 数

凡 例:ゼ ネ ラ ル ・ マ ー チ ヤ ン ダ イ ズ ・ス トア(GMS),バ ラ エ テ ィ ・ス トア(VS),

デ ィ ス カ ウ ン ト ・ス トア(DS)

|

企 業 名

i

l業 種
1973年

売 上 高

(百 万 ドル)

全 左

(億 円)

197ろ 年

店 数

1974年 春現 在

POSタ ーミナル累計

発 注 台 数

シ ア ー ズ GMS第1位 12,ろ06 56,918 840店 36000台

こ「.C.ペ ニ ー GMS第2位 6,245 1a729 2,015店 2ZOOO台

モ ン ゴ メ リー ワ ー ド GMS第5位 3,230 9,690 449店 16000台

F.W.ウ ー ル ワ ー ス VS第1位
.5722

11,166 5857店 1qoOO台

コ ル ベ ッ ト DS第5位 ηo 2,150 55店 1qoOO台

一 ーー 一 一.一 〉一{rT.一 一ー 一 〒 一.-r-一 一一

計
r

99,000台

ワ 二ぷ
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図表Zア メ1リカの ゼ ネ ラル ・マ ーチ ヤ ンダ イズ ・ス トア 業 種別POSタ ー ミナル需 要 予測

。 フ ロス ド・ア ン ト・サ リバン社 の1974年 初 頭 の調 査 に よる

業種

＼ 年

内訳 1972 1973 1974 1975 1976 1977 19ア8 1979 1980 1981 1982 1985 累 計
　3

5

台
(

千

台
)

数

一 〇

フツ＼ トメント

デ ィスカウント・

ス トア

新店向け 15・ 2&5 30 40 40

「9'

40

.

40' 40

'

40 40 40 42a5

取替需要 10 15 20 25 25り 25 25 25 2 5 25 25 25

一

270

参 ンヤリティ,バラエティ以 トア
ー　

2 4 6 8 10 12 15
L18

21 ?4 27 30 177

ド ラ ッ グ ・ ス ト ア .5 .5 1 t5 5 4 5、 5 5
$

5 5 5 4q5

独 立 小 売 業

(リ ッカー ・シ ョップ)
一 一 }

.5 1 1 2 3 4 6 7 8 52.5

, ,計 2Z5 48 57 70 79 82 8プ1 9t % 100 104 1α8 94a5

金
(

百

万

ド
ル
)

額

デパートメント,

デ ィスカウン ト・

ス トア

新店向け 52 98 ]05 120 140 140 1401 140 140 140 140 140 1495

取替需要 35 52 70 88 88 88 88 88 88 88 88 88 949

スペシャリテ毛 バラエティ○ストア 8 14 24 52 40 48 一60 72 84 96 108 120 706

ド ラ ッ グ ・ ス ト ア 2 2 5 Z5 155 」8 25 23 23 25 23 23 /86
ノ'一

独 立 小 売 業(

リ ッカー ・シ 。ップ)
一 一 一

2.5 4.5 4.5 7 14 18 27 31 56 1、44.5

計 ∵ 97 166 204 250 286 2ga5 318 537 553 574 390 407 348q5



レ ス トラ ン業 界 そ の 他

フ ァ ー ス ト ・ フ ー ド ・ サ ー ビ ス 向 け

19ア5年,マ ク ド ナ ル ド,ボ ナ ン ザ,バ ー ガ ー ・ キ ン グ.ホ ワ イ ト ・ キ ャ

ッ ス ル1ギ ノ ー ズ,ケ ン タ ッ キ ー ・ フ ラ イ ド ・ チ キ ン ・… ・・な ど の 大 手 の7ァ ー

ス ト ・フ ー ド ・ サ ー ビス ・チ ェ ≡ ン で,フ ァ ー ス ト ・ フ ー ド ・サ ー ビス 向 け

POSタ ー ミ ナ ル の 採 用 試
試験 が,軒 並 み に 実 施 さ れ た が,い ず れ も,顧 客 へ の

サ ー ビス 向上 と事 務精 度 の向上 な どの 面 で著 しい効果 が 上 り,1'974年 よ り

正 式 採用 が始 った。

注文 処理,売 上 と税 金計 算 な どの機 能 が 組み こ まれ たPOSタ.一 ミナ ルで あ

る。

郵便 局 の窓 口サ ー ビス向け

19;.74年 現在,全 米 にな,約52,000の 郵便 局 が あ る とい われ て い る。

これ ち の大 部 分 は,旧 い 非 能 率 な施 設 の局 なの で,よ り大 き な能 率 的 な新

局 を建 設 しなが ら,局 の数 は 次 第 にへ ら して 行 く傾向 に あ る。

これ らの絹 鳴 灘 当っては・労搬 醐 減するごとが最大 の近代化ゴ

ーマ とされてお り,と くに繁忙期に追加 の労働 力 なしに処理 で きるようにする

ことが暇 とされている・ したがつ乙
,近枇 の加 は・

、鞭 処理 の自動化で

あ る 。

この郵昧 の近代化路線字 解 だ ビ予の向上も重要轍 纐 目とされ

て い る。

この郵便 局 の近 代化 の た め の実 地 試 験 は,1973年,二=一 ヨーク の

② →6.
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F■ushing郵 便 局 に お い てPATROLシ ス テ ム と銘打 って 行 わ れ た 。

この実 験 の結果,窓 ・ サ ゾ スの 改善 のた め に,posタ 一一ミナ ルが 本格 採

用 に な る見 込 み で あ る。

この た めのPOSタ ー ミナル ・～ 一 カー と しては,NCRと 工BMと を含 む

5社el'、 分 割 発注 され る と予想 され てい る。

政府機 関のサ_ビ ス窓 口向け

軍お よび政府機関専用の食 堂お よび郵便 局においても,民 間の サ ービス窓 口

の合型 ヒ?ニ ーズ と全 く賊 ‥ ズがあ るが ・この需甦 あ くまで も民間 のサ

ー ビス窓 口の合 理化 が完 全 姥成 功 した後 に本 格化 す る
。

以 上 の フ ァース ト・フー ド,.郵 便 局 向けPOSタ ー ミナ ルの 需 要 予測 を ま、と

め る と,図 表8の ようにな る:

●

②㌧2?
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図表8.ア メ リカの流通 業 界業 種 別POSタ ー ミナ を需要 予測

。 フ ロス ト ・ア ン ド・サ リバ ン社 の1974年 初頭 の調 査 に よる'

}
年業種別内訳 1972 1973 1974 1975 1976

|

1977 1978 1979 1980 1981 1982
'

1983 累∵計

:

^」

→珠 ラルペーチャンタイズ ストァ

一

2Z5 48 57 70 79 82 87 91

「

一 一

95 100 104 108 94a5

◆

飾 ・続 業(ス ーノ、一マーケット) 2 1.8 6 15 20 25 30 40' 45 50 60 70 364.8台
一{

千1

台
)

数

フ ァ ー ス ト ・ フ ー ド t5 4 5 5 5 6 6 6 8 8 8 8

∨

7q5

郵 便 局 一 1 1 2 2 2 2

v

2 3 3 5 5 23.1

US軍 隊,政 府 機 関 一 一 一
2 2 2 .2 2三 2 2 2 2 18

計 31 53.9 69 94 108 117 127
'

」,411

「^,

153 り63 177 191 1,424.9

金
(

百

万

ド

ノレ
)

額

ゼネラルマーチャンダイズ ストア 97 166 204 250 286 298.5 318 337 553 574 590 407 3.48α5

o

食品小売業(ζ 二'潟 9 9.4 ろ0 150 200 250 280 540・ 、. 385. 4310 470 550 3,083.4

フ ァ ー ス ト ・ フ ー ド 4.5 12.8 25 25 25 26

"

,・26 26、,:

吋ナ

32 52 32 32. 29&5

郵 便 局 一 7 5 10 10 10 10 10 15 15 号15 15 115、7'∫:

US軍 隊,政 府 機 関 一 一 一
18 18 18 18 18 18

∫8
18 18 162

計 11α5 188.9 264 453 559 582.5 652 731 803 869 925 糺022 Z1399

`
ψ
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ク ヒ ジ ッ ト ・ ヵ 一 .ドの チ ェ ッ ク

久 レ ジ,ッ ト ・ カ ー ド3億 枚 へ

㍉全 米 で 流 通 す る ク レ ジ ッ トg)枚 数 は,19.7.,4年 現 在 で2.5億 枚 ぞ とh－ う。
..

1976年 末 まで に は,3億 枚 に 達 す る と 予 想 さ れ て い る 。

ク レ ジ ッ ト ・.カ ー ドの 不 正 使 用 に よ る 損 害 も.,う な ぎ 登 りに 上 昇 し,1975

年 の 年 間 の損害 は,2.5億 ドル(750億 円)に も達 した とい う。

したが って ・ク レ ジ ッ トの 認証 シス テ ムは ・ア メ リカの流通 業 にお い て は プ

欠 か す こ と の 出 来 な い 日常 業 務 で あ る 。

大 手 の デ パ ー ト メ ン ト,・ス トア と ス ペ シ ャ リ テ ィ ・ス ト ア で は,自 社 ク ピ ジ.

ッ ト だ け しか 聖 り扱 わ な い 企 業 が 多 い が ・ そ の 他 の 約150万1と い わ れ る 小 売

業 は マ スS1一 ・r・・●・チ .ヤー 芝 ペ バ ッノ ●・ア メ リ.カ ー ド ペ ア メ リ カ ン'エ ク ・x.7・レ イ!

ダ イ ナ ー ズ ・ ク ラ7・Qル ト ・ ブ ラ ン シ ■ ・・r・'r・な ど の 全 米 で 通 用 す る ク レ ス ツ,

ト ・カー ドの いず れか を利 用 してい る。tttt,1、.x

これ まで の ク レジ ッ ト・カー ドの認 証 の や り方 は,認 証 セ ン タ ーへ電 話 で 照

会 す る方 法 で あ るが,最 大 の悩 み は時 間 が か か り過 ぎて ムダ な手 間 が必 要 で あ
ξ

りお 客 の 心 証 を 害 す る 恐 れ が 大 き い 点 で,あ っ た 。...。 、

ぺこれ を～仁ン ・ライ ン化 す る こ とと,事 後 の 事務 処理 を一 貫 して誤 忽 なぷ 『.ン

ピ ュ 一夕処理 で きる こ とが,ク レジ ッ ト ・チ ェ ック1
.タ ー ミ宍 ル 採 用 の狙oで

あ る 。・ 三,tt・: .t・ ・ ,tl㌧t・ ・t,,・/パtt'

5種 類 の タ ー ミ ナ ル . ,、.＼Nい_r.一

、ク 以 ジ ヅ ト ,・チ ェ ッ ク ・ タ ・一 ミ ナ ル は,大 別 して5種 類 に 分 け.ら れ る 。 ∵ 、

@」29



簡単 な ものか ら順次複雑な ものの順 に紹介 してゆ こう。

く グロ

第1は,「 キ ーーボ ー ド入力」 方 式 で,顧 客 の ク レ ジ ッ'ト・カー ド:め口座 番 号

を キ ー ・イ ン して,音 声 または ラ ンプ で回 答 す る もので,1台 当 り400ド ル

か ら500ド ル の ター ミナ ルで あ る。

第2は,「 自働 入 力」 方式 で,エ ン ボス さ れた数 字 ま たは磁 気 ス ドウ ッナ に
ト

記録 され た数字 虎 よるク ジジ ッ ト・カご ド番 号 を,自 働 的 に読 み取 り,認 証 結

果 を音 声 また は ランプ で回答 す る もので,1台 当 り600ド ルか ら800ド ル

の 夕 日 ミ'ナル で あ る。 キ ーボ ー ド入 力方 式 に比 べ,入 力 段階 が 大 幅 に ス ピこ ド・

ア ップ され る。

第'5は;'fxlrク レ ジ ッ ト販売 処 理 」 タ ー ミナ ル で,ク レ ジ ッ トの認 証 が終 った

ら,売 上 結 果 を記録 し,必 要 な売上 伝票 を作 要 す る完全 な レジ登 録機 能 を備 え

パ ∂乞 治 当 の 。い ルか ら,1,1。 。 ドル畦 一 ミナルで ある。

将来,レYをPoSタ ー ミナルに切 り換 え る計画を もち:過 渡的 に従 来のレ

ジと併用す るクレ ジ ッド チ三 ック.タ_ミ 芽ル の場合 には,当 然 「キー.ボこ

ド入 力」'方式 の安 上6の ター ミテルを採用す るこ ととなるが,将 来 は逐次,第

2ま た は 第3の タ ー ミ ナ ル が 主 力 と な っ て ゆ こ う 。tt::パ`イ

全米 サ ー'ビス 網 で勝 負'…'"パ"□ 二

1975年,大 手 め ク レ ジ ッ ト会 社 は,一 斉 に全 米 あ ゴ シ ピ ュ一 夕 ・ク レジ

ッ ト認 証 シス テ ム の サ ー ビス細 づ く りに乗 り出 し始 め た 。

＼す
でに業務 を開始'しそら るのは,イ ンター夫 ジラそ主文 タニチャージ),バ

シクア メリカご ピ ア 列 カシ 已 独 ヲじ論 斑 造 る。

こ の う ち,ア メ リ カ ン ・ エ ク ス プ レ ス で は,使 用 タ ー ミ ナ ル も ア ド レ ソ グ ラ

フ ・ マ ル チ グ ラ フ 社 製 のAMCATタ ・一ーミ ナ ル に 決 定 し たC

大手 の石 油会社 と銀行 とカ㍉…右油 のサ ニピ亥'乙三÷ 三ジ ョシ向け の クレジ ッ

②『o
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ト認証 サ ー ビス専 門 に 協 同 して 設立 した ナ シ ョナ ル ・デ ー タ ・1セン タ ・一(NDC

と略称)で は洛 種のダー・ナルを銚 試験 し繍 痴f9か 年初頭・AM

CATタ ー ミナ ル を,万 台購 入 す る契約 を結ん だ 。Nl・Dqで ぱ」 さ らに,デ ー

タ'ソ ース社 とも・ ター ミナルの購標 約 を行 う調 だ 誉め セ

銀 行系 の ク レ ジ ッ ト ・チ ェ ック会社 で も,同 じよ うに,タ ー ミナ ル選 定 試 験

を行 って い る とい う。

この よ うに,タ ー ミナ ル を含 めた サ ー ビス網 の 普及 と/使 用料 金 が1件 当 り

α15ド ルか らO.20ド ルへ.と下げ られた ことか ら,.小 売 業界 に おけ る タ ー ミ

ナ ルの採 用は1974年 よ り本 格化 し始 めた。

なk・,AMCATタ ー ミナ ルは ・ ウ レジ ・ ト販 売処 理 」 タ ー ミナん ⑰ る・

エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・ フ ァ ン ド ・ ト ラ ン ス フ ァ

クレ ジ ット'・チェ ック ・ターミナルに,レ ジ機能 を持 たせ るほ か㌧銀行か ら

の預金 自働 引 出 しPtび 銀 禰 の 自働鰭 え機能 も散 せ ようとい うのが1エ

レ ク ト ロ ニ ッ ク ・ フ ァ ン ド ・ ト ラ ン ス フ ァ(EFTと 略 称)で あ る 。

1974年 よ り,各 地 の ス ー パ ー一・や 独 立 小 売 桑 で 局 地 的 な 実 毅 が 始 め ら れ て
ユ

ぐ ぺ

い るが,本 格的 な 実 用化 は1980年 以 降 乏 な るで あろ うと予想 されて い る。

キ ャ ヅシ ュレス,チ ェ ック レス社 会 の 実現 とい うわけ で あ る。

ア メ リカ の ク レジ ッ ト ・チ ェ ック ・タ ー ミナルの需 要予 想 を ま とめ る と図表

9の よ う に な る 。

t

じ
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図 表9.』 ア メ リ カ の ク レ ジ ッ ト ・チ ェ ッ ク ・ タ ー ミ ナ ル 需 要 予 想

。 フ ロ ス ト ・ ア ン ド ・ サ リ ベ ン 社 の1974年 初 頭 の 調 査 に よ る

◎

T

。。

N

番
ク レジ ッ ト種 類1へ ＼

、

1972 で973 1974 1975 1ダ76 1977 1978 19元9 汐80 1981 1982 「983 累 計

50

c.㎡ 一^.一 「"・ww

60

台(
千

台
㌘

銀 行 ク レ ジ ッ ト 2 3 25 35 75 90 100

一←,一.

1↑0 120 150 800

小 売 業 自社 ク レジ ッ ト 15 20 50 35 40 35 30 50 30 30 30 50 555

サ ー ビ ス ・ス テ ー シ ョ ン 2 5 12 20 25 25 25 20 20 20 20 20 2侵

霧 鐘 巖ZホW 8 12 18 21 25 50 33 35 40 40 40 40 342
「

計 27 58 85 川1 140 150 165 175 190 200 210 220 t709

㊨
万

ド

ル
額)

銀 行 ク レ ジ ッ ト 1.2 1.8 17 245 55 48 5t5 63 70 77 84 91 ,564

小 売 業 自社 ク レジ ッ ト 75 10 12 14 16 14 12 12 12 12 12 12 145.5

サ ー ビ ス ・ス テ ー シ ョ ン 1.2 1.8 8δ 14 1ス5 1ス591Z5 14 †4 14 14 14 14ス ・1

旅行,ダ イニング,ホ テル,
各 種娯 楽 施 設

4.8
・

ス2 1α8 12.6 15

'

18 198 21 28 28 28 28 22t2

計 147 2α8 4a2 65.1 855 9Z5 1008 110 124 151 138 145 107a6
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百 貨 店 業 界 に お け る

POSの 概 況 に つhて

日本百 貨店 協 会

1.業 界の概 況

日本百 貨店 協 会 に加盟 して い る企 業 は 昭和50年4月 現 在126社 ・254

店 舗 で,そ の従 業 員は150,468名(49年12月 現 在),売 場 面 積 は

5,528,215㎡(49年12日 現 在)と な り,昭 和49年 年 間 売 上 高 は

5,683,101百 万 円 で あっ て,通 産 省百 貨店販 売統計 に よる百 貨店 売 上 高 に

対 し9a7%を 占め,小 売 売 上 高 に 占め る割 合 は8.5%と な っ て い る。

なお,売 上規 模 別 の構 成 は 次 の よ うにな って いる。

単 位=億 円

50
未 満

～

100

～

300

～

500

～
1000

r
へ'

1500

～
2000

2000

以 上
合計

企 業 数 39 34 26 8 10 5 1 5 126

構 成 率 3to 2ZO 2a6 6ろ z9 24 08 4.0 10α0

2.百 貨 店 業 界 に おけ る コ ン ビ=、.一夕 ーの 導 入状況

百 貨 店 業界(会 員 企業)に おけ る コ ン ピ ューター の導 入状 況 は 下表 の如 くで

あ るが,昭 和39年 か ら導 入 が 始 ま り,現 在年 商100億 円 以 上 の 企 業 に あっ

て はそ の95%が,100億 円未 満 の企 業 で はそ の48%が 導 入 し,次 の よ う

な 業 務 に 利用 して い る。

ltk・,OCRに つ い ては 各 社 に お いて 検討 さ れ て い るが,本 格 的 に導 入 して

い る のは 現在 の 処2社 で,そ の他 数社 が 実験 段階 に あ る。
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(コ ン ピ ュー タ ーが利 用 され てい る主 な業 務)

給 与 計算 ・人 事 労 務 管 理 ・商 品勘 定 ・売 掛 ・買掛 ・棚卸 ・資産償 却 ・予 約 販

売 管理 ・配送 管理 ・図型 処理 ・DM管 理 ・市場 調 査 ・予 測 ・経営 情 報 ・用度

品管理 ・倉庫 管理 ・単 品 管理,発 注 伝 票の発 行 ・金 券 管理 ・顧 客情 報 ・友 の

会 ・品質 管理

(コ ン ピュ ータ ー保 有 状況)

長

自社保有 共同保有
セン タ ー

利 用
小 計 未利用 合 計

企 業 数

・

61 9 21 91 35 126

構 成 率 484 z1 167 72.2 . 2Z8 10α0

'

5.百 貨店業 界におけ るPOSシ ステム導入の見通 しと問題点

(1)POSシ ステム導入の見通 し

販 売された商品に関す る諸々のデ ータを把握 したい と云 うことは,百 貨

店 の古 くか らの願望で あって,第1線 担当者は従来か ら,レ ジス ターの数

少い記号 を使 い分け た り、値札や メモを使 うな ど様 々な工夫 を こらして,

ささやかな情 報 の収集 に努 力を払っては来 たが,取 扱商品が 多様化す るに

つれ,手 作業 に よる極 めて限 られた範囲の情報では何ん とも しがた くなっ

ていた。

,しか レなが ら・ 昨今業界 をと りま,〈環 境は急激 に変化 し,旺 盛な消費需

要の伸び に支え られ,特 別な マ=チ ャンダ ィジングがな くて も発展を続げ

られた時代は終 り,こ れか らは 自らの手 に よるマーチャンダ イジングに よ

・ってダ常に消費者動向 に即応 し得 る体制な くしては激 しい競争 に打 ち勝っ

て一層の発展 を続け るこ と:力灘 レい時代 とな り, .そのための高度な単品管
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メ

●

理 情 報 が 得 られ る有効 なシ ス テ ム の開発 が 切望 され るに至 っ て い る。

〔POSシ ス テ ム は,こ の 古 くか らの 願望 を満 し,同 時 に 困難 な今 後 の 商

戦 に対 処 し得 る画期的な システ ムの一 つ として 多 くの百貨店 が高い関心を

示 し,,一 部には贈答品そ の他の特定 商品について実験 を行なって いる向 き

もあるカミ・、導 入に当 り整備 を要す る前提条件が あま りにも多く・かつこれ

、等 の問題が傘業努力のみ では解決 できない性格 の ものカく多いため,全 般 的

にはためちいが見 られ,本 格 的導入までにはなお相当 の期間を要す るもの

と考え られ る。

(2)POSシ ス テム導入に当って の問題点

POSシ ■テム導 入に当っての問題点 を大別す ると導入側の社 内体制 に

1係 る もの と,POSメ ーカーへの期待 とに分れ るが,い ず れ にせ よ関係 業

界が一丸 となっ て共 同開発 を しない限 り解 決は望み得ない と思われる。

ω 社内体 制の確立

POSシ 冬 テムを導 入す るか らには,先 づPOSシ ステムに合った社

内体制,就 中 従来 の取 引先 との機能 分担 型体制か ら脱 皮 した 自らの手 に

に よるマ ーテ ヤングイジング体制の確立 な くしては,シ ステ ム本来の効

果 を期待 する ことはで きず,そ のためには次の諸事項につ いての検討が

必要 とな る。

ρ商品分類体系 の見直 しと単 品コ ー ドの設定

。値 札の作成 と値札取付 方法

。ク レ ジ ッ トカ ー ドの設 計

。ア ウ トプ ッ トデ ー タの 標 準化

。マ ーチ ャ ンダ イザ ーの 養 成

。マ ーチ ャンダ イ ジ ング マ ネ ジ メン ト諸手 法 の 開発 とこれ を 組み 込ん だ

③一5
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システムの開発(組 織の再編 と権限 と責任 の確立)

(a)POSメ ーカーへの要望

機器 メーカーの小売業に対す る接近は盛ん で、そ の競争は激化 の一途

をた どってい るが,現 在発表されてい る機器はわが国の百貨店業 の販 売

形 態や活動条件 に必ず しも有効 に機能す るもの とな っておちず,機 能過

剰 ・機 能 の 水準 不 足或 は機 械 自体の 信 頼性 等 実 用 面 か らみ た諸 問題 が 少

くな く,又 タ ー ミナ ルの 価格 を 含 め てPOS導 入 に伴 うシ ス テム コス ト

が 高 い な ど,今 後 の改 善 に また れ る問 題 が 多 々 あ る。

特 に量 販 店,専 門店 に 比 し必要 とす る タ ー ミナ ルの 数 が 多 い百 貨店 業

界に 痴 いて は,ハ ー ドウェ ア,ソ フ トヴェア の充 実 もさ る こ となが ら,

コス トの問 題 は 当 面 の最 大 関 心 事 で あっ て,百 貨店 業 におけ るPOSシ

ス デ ムの普 及 は,機 器 の コス トい かん にかNっ て い る と云 っ て も過 言 で

は な い。

しか しなが ら,こ れ等 の諸 問 題 は 現状 の よ うに メ ー カー とユ ーザ ーが

個 々に取 り組 ん で い る ので は,ユ ーザ ーが個 々の ニ ーズに よる色 々な 機

能 の 附加や 条 件 の取 りこみ が バ ラバ ラ に行 な われ て,開 発 リス ク のみ 大

き くな り問 題 の解 決 を一一層 むつか しくす るの で,先 づ ユ ーザ ー側 でPO

Sシ ス テム に対 す る標 準仕様 を煮 つ め た上,'メ ーカ ーには 売 場特 性 に応

じた ニ ーズ の 多様 化 に対 応 し うるプ ログ ラ ミン グが 容 易な シス テム と段

階 的 導 入が 可 能 で互 換 性 を持 っ た機 器 の開発 を期 待 した い と考 え る 。

喝

◇
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2.チ ェ ー ン ス トア 業 界 に お け るPOSの 概 況

」
一

日本 チ ェー ンス トア協会

1.業 界 の 現況

日本 チ ェ ー ンス トア協 会 に 加盟 して い る企 業 は,50年5月 現 在78社,約

2,500店 舗 で,そ の販 売 網 はす で に全 国 の主 要 都 市 を網 羅 し,さ らに 拡大 を

続 け て い る。

業 界 の売 上高 及 び 売 上 シェ ア ー も,近 年 著 る しい成 長 率 を示 して い るが,最

近 の状 況 は次 表 の とお りで あ る。

(昭 和48年 度)

駆 「 一の
(◎(匂

O.175.ア

2.856.5

8.775.9

ま た,年 間売 上 高 に よる規 模 別 構 成 は 次 の よ うに なっ てい る。

「

全国小売業⑲ 鞠 品小畔冨醸 動
店 舗 数

従 業 員 数

1年(嘉 ぽ

t505パ05

5226,278

3之16兄0471

1

Z949Z231

255486　 144309

|
3,815054i-2,81Z570

i唱

(単 位 億円)

規 模
一

50未 満
50～

100

100～

300

500～

500

500～

1,000

1.000～

1,500

1.500～

2,000
2,000以 上

企業数 5 15 ろ6 11 1 ・i・
1

4

2.チ ェ ー ンス トア に おけ る コン ピュ ー ターの導 入 状況

チ ェー ンス トア業 界 に おけ るコ ン ピュー ターの導 入状 況 につ い ては,49年

末,日 本 チ ェ ー ンス トア協会 が 会 員 企業 に対 して実 施 した ア ン ケ ー ト調 査 結 果

の 資料 で ・そ の概 要 を うか が うこ とが で き る。(ア ン ケー ト対 象77社,回 答
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数56社)

(1)コ ン ピュ ー タ ーの保 有 状 況

保有区分 自社保有 共同保有 セ ン ター利 用 未利用 合 計

企 業 数 38 6 8 6 58

百分比(%) 65.5
]1

1α3}159
1『

103 100

(注:2つ 以 上 の保 有 区 分 にわ た る企 業 が あ るた め,合 計 は 回答 数 よ り

多 い。)

保有 形態 と しては ・ 自社 保有(レ ン タル,リ ー ス を含 む 。)が 大 半 で あ る。

共 同利用 は,す べ て 系 列会 社 との 共同 利 用 で ある。

な お,未 利 用 の 企 業 の う ち1年 以内 に導入 を予 定 して い る もの が4社 あ り,

数 年 な らず して100%近 い 保有 率 にな る もの と予 想 さ れ る。

(2)コ ン ピュ ー タ ーの 導 入 経過

チ ェ ー ンス トア におけ る コ ン ピュ ー ター の導 入 経 過 を年 次 別 にみ る と,こ こ

1N'2年 の 間 に急速 な導 入 が 行 なわれ てい る こ とが わ か る。

I

L年 次
41 42 43 44 45 46 47 48 49

導 入 セ ッ ト

1メ 数
1 2 6 5 9 15 15 31

(注:導 入 には 機 種 の更新 を含 む 。)

㈲ コ ン ピュー ターの 利 用 部門

コ ン ピュ ー ターの利 用 部 門 の概 況は 次 の とお りで あ る。

③ 一8
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●

項 目
| 利 用 企 業 数

計 備 考
部門名 現在利用中 将来利用予定

給.与 44 2 46

人 事 管 理 11 6 17 讐 ㌶ 莞 力考査'
`

財 務 管 理 32 8 40

商 品 管 理 45 6 49 欝麟霞聾 管
市 場 調 査 5 1 4

顧 客 管 理 8 1 9

そ の 他 3 1 4

計 144 25 169

な お,利 用 部 門 の うち,最 も重 視 してい る部 門 と して 商 品管 理 を あげ て い る

もの が 回答 の95%を 占 め てk・ り,チ ェー ンス トアにおけ るコ ン ピュー ターの

役 割 りを端 的 に示 してい る。

(4)今 後 の展 望

日本 チ ェ ー ンス トア協 会 の調 査 結 果 に見 られ る よ うに,業 界 の コ ン ピュ 一 夕

ー リゼ ー シ ョ ンは 近年 急速 に 進ん で い るが ,そ の利 用経 歴 は比較 的 新 し く,ン.

ス テ ム レベ ル は 必ず しも高 い もの とは い い難 い 。

したが っ て,今 後 は,コ ンピ ュー ター利 用 技 術の レベ ル ア ップ に一 層 の 努力

が期 待 さ れ る。 く.'

たま た ま,多 年 の懸 案 で あっ た,取 引伝 票 の統一 化 が実 現 の段 階 を迎 え るこ

とにな っ て い るが,OCR用 統 一 伝票 の普 及 が,チ ェー ンス トア業 界 におけ る

情 報 シス テ ムのOCR化 に イ ンパ ク トを与 え,シ ス テ ム レベ ルの向 上に少 なか

らぬ 貢 献 を もた らす で あ ろ うこ とが 予 想 され る。
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5.チ ェ ー ンス トアにお け るク レ ジッ トカー ドの利 用状 況 と今 後 の見 通 し

(1)ク レ ジ ッ トカー ドの利用 状 況

ク レ ジ ッ ト販 売 は,高 度成 長経 済 に よる消費 の高 度 化 多様 化 に伴 い,生 活 の

各 分 野 に 及 びつ つ あ るが,チ ェ ー ンス トアの販 売 に占 め るク レジ ッ ト販 売 の率

は,一 部 の割 賦販 売 を主 力 とす る企 業 を除 いて,米 国 な どの先 進諸 国 に比べ,

か な り低 調 で あ る。

この こ とは,わ が国 の一 般 消費 者 の 購買 行動 に,キ ャ ッシ ュ レス シ ョ ッ ピン

グや ク レジ ッ ト購 買 の風習 が まだ 定着 す るに至 っ て い ない こ とに よる もの と思

わ れ る 。'

さ らに,ク レ ジ ッ トカー ドに よる販 売 が 割賦 販 売 な どの 信用販 売 の総 額 に 占

め る割 合 もまた現 状 では 甚だ 低調 で あ る。

ク レジ ッ トカ ー ドの利 用 状 況 は,企 業 に よっ て ま ちま ちで あるが,一 般 的 傾

向 と して は 売 上規 模 の 大 きい 企業 ほ ど カー ドシ ョッ ピ ングへ の対 応 が 進 ん で い

る といえ よ う。 た だ し,当 用 買 を 中心 とす る商 品構 成 の店 舗 での 利 用 が 少 な い

の は,ク レ ジ ッ ト販 売 の性 格 か ら当然 で ある。

ま た,利 用対 象 カー ドの種 類 も,大 規模 企 業 での 多様 化 傾 向が うか がえ る。

広範 囲 に多数 の店舗 展 開 を前 提 とす るチ ェー ンス トア に とっ て は,多 様化 は さ

け難 い とこ ろで あ るが,事 務 処理 の 効 率化 の見地 か ら,何 らか の対 策 が必 要 と

な ろ う。

(2)今 後 の 見通 し

業界 にお け る,ク レ ジ ッ トカー ド販 売 に対 す る将 来 の評 価 は,必 ず し も定 ま

っ た ものが な い 。飛 躍 的増 大 を予 想 す る意 見が あ る反面,や や 弱気 の観 測 もあ

る。

これ は,ク レ ジ ッ トカー ドの シ ス テ ム化 に対 す る見解 の違 い か ら くる もの と
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もいえ よ う。

ク レ ジ ッ トカー ドの採 用 に と もな う事 務 処理 の繁 雑化 や与 信 リス クへ の不 安

が ・ カー ドシス テ ムの採用 をた め らわせ る要 因 となっ て い る こ とに注 目す る必

要 が あ る。

同様 のた め らい は,カ ー ドシス テ ム を利 用 す る消 費者 の側 に もあ る。便 利 で,

しか も安心 して利 用 で き る総 合的 カー ドシス テ ムの実 現 で き るか ど うかが,カ

ー ド販 売 の今 後 を左右 す る もの と考 え られ る
。

POSシ ス テ ムの効 用 も,こ う した面 か ら考 え て み る必要 が あ ろ う。

●

4.チ ェー ンス トア業 界V(k・ け るPOS導 入 の 見通 しと問 題 点

(1)POSシ ス テ ムに対 す る関心

POSシ ス テ ムは,流 通 シス テ ム化 の花 形 と して,近 年,ジ ャー ナ リズ ム の

脚 光 を浴 び つ つ あ り,チ ェ ー ンス トア業 界 にお い て も,深 い 関心 が 持 た れ てい

る。

チ ェー ンス トア の場 合,POSシ ス テ ム の利 用分 野 は 大別 して,

イ キ ャ ッ シュ レ ジス ター業務 の省 力 化 及 び効 率 化

ロ 商 品 管 理 情報 の収 集

バ ク レ ジ ッ ト及びキャ
ッシ ュ レス販 売 サ ー ビス の改 善 ・合理 化

の3分 野 に区 分 され る。

これ らの 各 分野 は いず れ も現在 チ ェ ー ンス トアが 早急 に改 善 を迫 られ て い る

分 野 で あ り・そ れ だけvaPOSシ ス テ ムに寄 せ る期 待 は少 なか らぬ ものが あ る。

しか しなが ら,現 実 のPOSシ ス テ ム導 入 に対す る姿 勢 で は,期 待 の大 き さ

に も拘 らず 少数 の先 進 企業 に よる部 分的 な試 験 運用 を除 い て は,一 般 に 消極 的

か つ慎重 で あ り・本 格 的 運 用 の普 及 ま で には,な お若 干 の 歳月 を要 す る もの と
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み られ る。

そ の主 な理 由はPOSシ ス テ ム導 入 に必要 な条 件 が ・ わが 国 にtolpて 未 だ 十

分 整備 され てい な い ところ に ある と考 え られ る 。

(2)POSシ ス テ ム導入 の整 備 条件

POSシ ス テ ム導入 の整 備 条 件 は各種 の分 野 に及 ん でい るが,さ し あた り次

の よ うな事 項 が 問題 とな ろ う。

イ 商 品 コー ド及 び商 品 識別 方式 の 統 一

商 品 識別 の ため の マ ー キ ングコ ス トは,POSシ ステ ムの コス トパ フォ ー マ

ンスを評 価 す る重 要 な フ ァ ク ター で ある。 マー キ ング対 策 の理 想 的 な姿 は ソー

ス マ ッキ ング で あ るが,こ れ を実 現 す るた め には,商 品 コ ー ドの統 一 と識 別 方

式 の統 一 が前 提 とな る。

商 品 コー ド,識 別 方式 が統 一 さ れ ない 現状 で は,企 業 ご とに 自社 マ ー キ ング

が必 要 とな り,マ ー キ ン グ コス トは割 り高 とな る。

この こ とは,低 価 格 商 品 が主 体 の セル フサ ー ビス売場 に おい て,キ ャ ッ シ ュ

レ ジス ター業務 の 省力 化,合 理 化eCIPOSを 利 用 し よ うとす る場 合の,か な り

大 きな阻 害 要 因 となっ て い る。、

ロ 情 報 管理 レベ ルの 向 上

商 品 の販 売 時点vak・ け る単 品管 理 情 報 の収 集 は,POSシ ステ ムに 期待 され

る最 も重 要 な機 能 とされ て い るが,POSの 提供 す る単 品管 理 情報 を 十 分効 果

的 に活用 す るた め には ・受 入 企業 の側 に ・高 度 に システ ム化 され た 情報 管理 体

制 の存在 と・豊 富 な デ ー タの蓄 積 が要 求 され る。

チェ ー ンス トア に とっ て は、・ シス テ ム レベ ルの ア ップがPOS導 入 実 現 の重

要 な整 備条 件 とな らざ る を得 な い 。

バ ク レジ ッ ト及 び キ ャ ッシ ュ レス サ ー ビス の総 合 シ ステ ム化
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ク レジ ッ ト及 び キ ャ ッシ ュ レス販 売 業務 にお け るPOSン ス テ ム の利用 は,

今後 大 い に 希望 の持 て る分野 で あ る。 、

しか し,こ の 分 野 で の利 用 効 果 を あげ るた め に は,次 の よ うな整 備 条件 の解

決 が 必要 と考 え る。

(f)シ ョ ッ ピ ング カー ド仕 様 の標 準 化

ク レジ ッ ト及 び キ ャ ッシ ュ レス販 売 に利用 され る カー ドには 銀行,信 販 会社,

小売業 各 社 の 発 行 す る各種 の ものが あ るが,POSタ ー ミナ ル に よる汎用 性 を

持 たせ る こ とがPOSシ ス テ ム普 及 の条 件 とな る。 この た め シ ョッ ピング カー

ド仕 様 の標準 化 が早 急 に実 現 さ れ る必 要 が あ る。

←)関 連業 界 間の総 合 シス テ ム化 の推 進

POSシ ス テ ムの 利 用 効果 の拡 大 をはか るた め には,さ らに,関 連業 界(小

売 業,銀 行 業,信 販 業 及 び デ ー タ 通 信 業)を 総 合 した システ ムネ ッ トワーク

の 整備 を進 め,利 用 者 の便 宜 をはか る とともに業 務 処 理 の円滑 化 を図 る必要 が

あ る。

(3)POSシ ス テ ム実用 化 の プ ロ セス

POSシ ス テ ムは,前 述 の とお り,キ ャ ッシ ュ レ ジス タ ー業 務,商 品 管理 情

報,ク レヅ ッ ト及 び キ ャ ヅ シ ュ レス販 売 業務 の全 分 野 にわ た り,幅 広 い利 用 効

果 を期 待 され て い る こ とは い うまで もな いが,企 業 に おけ る システ ム導 入 の過

程 と しては,各 企 業 の実 情 に即 し,内 外 の条件 整 備 の進 展 に応 じ,可 能 な利 用

分野 か ら,段 階的 な レベ ル ア ップを はか りつ つ,実 用 化 が 進 め られ る もの とみ

られ る。 、

と りわ け,商 品 管 理 情 報 の 分 野 では,従 来実 施 して 来 た 品群 管理 か ら一 挙 に

単 品 管理 へ の移 行 は,管 理 レベ ル の ギ ャ ップが 大 き く,か な りの 困難 が 伴 うた

め・ 企業 内部 の条 件 整 備 が問 題 とな る。
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従 っ て・完 全 な単 品管 理 シス テ ムへ の 移行 過 程 で は,POSタ ー ミナ ルの機

能 も・比 較的 単 純 な ものか ら,遂 次段 階的 に付 加機 能 を追 加 して ゆ く とい っ た

形 で の対応 も予 想 され,企 業 ご とに実 情 に合 わせ た多様 性 の ある展 開 とな ろ う。

ま た,POSシ ス テ ム の採 用 が もた らす投 資 効 果 は,POS運 用 の基 盤 とな

る経営 管理 シス テ ム全般 の効 率性 とか らめ て評 価 す る必 要 が あ るた め,一 般 に

は 把握 が 困難 な事 情 にあ る。

この こ とは ・い きお い,POSシ ス テ ムの 導 入 に対 す る企 業意 思 の決 定 を慎

重 に させ る傾 向 を生 み 易 い 。

しか し・ ク レ ジ ッ ト販 売 に関 す る利 用 分 野 に つ いて は,ハ ー ドメ リ ッ トの評

価 も比較 的 容易 で ある こ とか ら,こ の分 野 で の実 用 化 は条 件 整 備 の 進展 に よっ

ては ・大 い に希 望 が 持 て る もの と思 われ る 。現 に,割 賦 販 売 を主 体 とす る大手

企業 にお い て,本 格的 採 用 にふ み切 っ た ところ も ある。

ただ'ク レ ジ ヅ トや キ ャ ッシ ュ レス カ ー ドに よる ン ヨッ ピン グが,ま だ一 般

的購 買行 動 と して定 着 してい な いわ が 国 の現 状 か ら一 般 の チ ェー ンス トアで は,

この 分野 での利 用 効 果 だ け では,POS導 入 の 動機 づ け と して は不 十 分 で あ る。

ク レジ ッ トカー ドや キ ャ ッシ ュ レス カー ドの普 及 が今 後 の課 題 とな ろ う。

な ま㍉POSシ ステ ムの 特 殊 な利 用 形 態 と して注 目 した い例 と して,新 機 械

開発 セ ンタ ーが 通 産省 の 指導 で 開発 を進 め て い る 「省 力化店 舗」 シス テ ムが あ

る。

そ の実験 店 舗 第1号 は本 年5月 か ら稼 動 を 開始す る も よ うで あるが,POS

シス テ ムの新 しい 可能 性 を 開拓 す る見 地 か ら も,そ の成 果 を見 守 りた い 。
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日本 シ ョッピングセンター協 会

ショ ッピングセ ンターの管理上POSの 利用は可能 な りや?と い う問題 につ

いては,未 知数 である と同時 にその必要 性は余 り認 め られ ないで あろ う
。家賃

及び共益費,販 促費等 の賦課計算の迅速性 と正確性及び省力化 を追求す るた め

には・ ミニ ・コ ンピューター使用に よる別のシステムの開発が求め られ るべ き

であ り,ま た一 部試行 中の企業がある。

従って,POSの 必要性 をSGの 管理上の必要性 としてデベ ロッパ_に 求め

るよbも,む しろSC全 体の売上向上 につhて,キ ーテナン ト,テ ナン トにP

OSの 採用 を勧 めるべ きと考 え られ る。 この点換言すれば,小 売業 全体の問題

として広 くと らえ られ るべ きである。

小売業全体 として この観点 よりながめると,POSの 必要性は近 時 とみに認

め られ・大型店・専門店 を問わず真剣 にこの問題に取 り組 む姿勢が見 られ
,一一

部 ではす でに実施の段階 に入っ ているととは周知 の とお りである。 しか し,ま

だこの点 について問題 は多 く残 されている。

まず第一一－ua「費用 と効果」 の問題である。今市場 で求 め られ るPOSに っ い

てはその費用が相当高 額につ き,そ の使用 による効果 の累積 が
,費 用 に見合 う

か否かへ の疑問 を解決 しなけれ ばな らない。

第二 にPOS採 用 の事前作業 として,そ の小売業の扱ってい る全商品を対象

にす るか否か の問題 である。 何万アイテ ムを対象 にす る場 合 に非常に膨大 な作

業を伴 うし,ま たその必要性 が あるか否かの問題で ある。POSの 姐上 に乗せ
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る必要忙 して十分 なア イテムを選ぶ作業及びそ の思想 的選別 は大変 である。

第三 に,小 売業 として従事 この よ うな技術的 な面 には とか く弱い面が あ り,

適材 を擁 していないのが多い。 この面での解決が また必要 で ある。

当協会 としては会員,特 に中堅小売業 であるテナン トのかた がた に本年度の

事業の一端 として 「POSの 採用j問 題 を提示す る予定 である。

この前途 には,い ろ い ろ の問 題 を抱 え てい るが,一 一つ一 つ これ をつ ぶ しなが

ら根 気 よ く努 力 を続け ね ば な らない だ ろ う。

)

も
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農業 協 同組合の現 況 とデータ処理

全国農業協同組合中央会c電 算対策部

1.農 業協 同組合 の概況

農業協 同組合は全国的に設立 されてお り,段 階別には一般に3段 階制 といわ

れてい る。すなわ ち,市 町村 に ある単位農業協 同組合,都 道府県組織 の都道府

県農業協 同組合連合会,全 国組織 の全国農業協 同組合連 合会 とが あ り,そ れぞ

れ会員 と して系統的 に結ばれ ている。 さ らに,事 業別にみれば,一 部の専門農

協,専 門農協連合会は設立 されてい るが,一 般的 に単位 農協は信用,共 済,販

売,購 買,利 用の各事業を総 合的に行 ない,総 合農協 と称され ている。また,

都道府県組織 としては,中 央会,信 用農協連,経 済農協連,共 済農協連,厚 生

農協連等が あ り,そ れぞ れ単位農協の事業に よってこれ らの連合会 と結ばれて

い ると同時に,こ の連合会は全国の 中央会お よび各事業別連合会に加入 し,タ

テ,ヨ コに結ばれ てい るが,そ の設立の状況は次表 の通 りである。

も

●
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単 位 農 、 協 数
一

＼
＼ 業

出資 種別
非出
資別

年

総
合
農
協

一.一一 一 －A--w「

専 門 農 協

合 計信用事
業を行
わない
熾

養 蚕

「ll

畜 産

ll

酪 農

ll

養 鶏
牧 野
管 理

園 芸
特 産

|

農 村
工 業 開 拓

農 事
放 送

i

lそ の

他
計

49年5月 末

現 在

出 資

非出資

計

5,198

0

5,198

42

216

258

87

1,648

1,755

385

259

624

624

65

687

260

12

272

58

880

、938

512

ア2

584

1

240

26

266

616

419

1,035

108

28

156

127

265

590

3,059

5866

6,925

8257

5866

12525
・　 一

注:農 林省 「昭和48年 度農業協同組合等現在数統計」による。

◎

一

戸

。。

県 連 合 会 の 会 員 数
「}"一

＼ 一一 ー-

集計連 正 会 員(単 位農協) 正 会
(連合会)

員

＼ 酪
連合会名 ＼

合会副 齢 開 拓 養 蚕 畜 産 酪 農 養 鶏
1園 芸

特 産
農 村
工i業

」'そ の

他
郡 連

一

県 連
准会員 合 計

信用農協連 47 5,479 1,168 30フ 511ス282
1

14,547

経済 〃 48 5,525 54
　

255 118 188!47 ぴ185

共 済 〃 46 5,362 10 } 1 8 34 144
114

5,572

厚 生 〃 20 2,605 i 25 11 65 11 2,715

開 拓 〃 26 44 1,080 」

8 2 22 1,156

養蚕 〃 27 559 ろ07 8 125 15 12 1,024

畜 産 〃 9 77 11 67 20 4 1 28 3 1 212

酪農 〃 53 567 10 11 336 2 5 19 42 19 1,015

拓殖 〃 2ろ 1,385 73 1,458

園 芸 〃 7 539 54 2 11 8 594

運輸 〃11

養鶏 〃i5

127{i
14 i 35

1 3 131

57

注:農 林省 「昭和47年 度農業協同組合連合会統計表」による。 一

◆



－S

－●

の 会 員 数

 

そと全 国 連 合 会

炉一∨ て一 一'

＼ 区 分
＼＼ 正 会 員

{

＼ ＼
＼

連合会名 ＼＼
単位農協 都道府県区域

未満の連合会

|

都 道 府県
連 合 会

全国連合会 計

准 会 費 合 計

全 国 農 協 連 一 一 55 2 57 一 57

日 本 購 買 〃 91 一 一 一
'

g1 8 99

全 国 共 済 〃 一 一 70 一1 71 44 115

全 国 厚 生 〃 1 5 22
'
一 28 一 28

全 国 畜 産 〃 43 4 28 一 75 一 75

全 国 酪 〃 .240 17 50 一 507 6 513

全 国 養 蚕 〃 岬 一 」41 一 41 一 41

全 国乾 繭 販売 〃 千 18 8 一 27 6 33

a本 生 糸販売 〃 7 19 一 一 26一 一 26

日本 組合 製糸 〃 5 8 一 一 15 一 15

臼 ・ 本 養 鶏 〃 79 一 11 一 90 一 90

全 国 鶏 卵販売 〃 64. 一 1 一 65 5 68

日 本 園 芸 〃 6 10 8 一 24 一 24

日 本 果 汁 〃 1 一 10 一 11 3 14

日本 人墓 販売 〃 2 一 3 一
5・

一 5

日 本 椎 茸 〃 19 4 2 一 22 15 37

全 国 ホ ッ プ 〃 16 一 一 一 16 一 16

全 国 開 拓 〃 21 6 23 1 51 一 51

全 国 拓 殖 〃 2 一 25 1 28 一 28

日本文 化厚生 〃 46 1 8 1 56 2 58

全 国新 聞情報 〃 一 1 155 2 156 21口8

注:農 林省 「昭和47年 度農業協同組合連合会統計表」による。

 

9

ー

ピ

O



2.系 統農協の電算機 利用の概況

糸経 協 の電繊 の利 用は, .一般 の企業 と比較 して相当立 ち遅れてい るもの

と考 え られ,そ の利用形態 も,そ れぞれの団体 に よって利 用の仕方が ま ちま ち

であ り,概 ねつぎの ように分類され る。

農協単独利用

利用形態

酬 用工

共同利用

連合会単独利用

隣接農協間共同利用

(単 独導入農協による隣接農協の事務受

託形態)

地区農嗣 共剛 用

(農 業管 理 セ ン ター,地 区 セ ンタ ー等)

連合会間共同利用,

(信連 ・経済連 ・県センターまたは中央会等の間で委託または

受託 している形態)

、連合会 ・農協間共同利用

(信 連 ・経済連 ・県センタ.一または中央会で農協の事務を受託

している形態)
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これをデ ータ処理 では,オ フライン処理 とオンライン処理(リ アル タイム処

理,バ ッチ処理)と に分け られ るが.50年2月 現在では オフライン処理 を実

施 して いる団体数 は225,オ ンライン処理 を実施 している団体数は9団 体 と

な っているが,こ のなか には共 同利 用を している団体が あるので,実 際の利用

組合数 としては もっと多 くな ってい る。

したが って,現 状では オフラインに よる処理が 多いが,系 統農協 のオンライ

ン化 は,信 用事業 を中心にすす め られてきてお り,一 般諸情勢お よび農協を め

ぐる環境 の変化 に より,一 段 とオ ンライン化の動 きが活発になって きている。

しか し,農 協 の ように,数 種の事業が総合的 に行 なわれてい るの で,お のずか

ら適用業務 に よって処理方 式が異 なって くるのは当然 で,将 来 の方向 としては

適用業務の必要性に よって,オ フライン処理 とオ ン ライン処理 とが併行 して行

なわれ るのではないか と推定 できる。

また,系 統 農協 の組織 的な特 徴 として,信 用農協連,経 済農協 連が単位 農協

の事務 を受託を して いる もののほか,連 合会 ・農協間共 同利用形態 として,県

一 円の センターを設 立 し,会 員組合の事務を受託 してい る ものが全国に13道

府県を数え.今 後 さ らに増 加す る傾向にあ る。

、

●
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5POSに 関 す る 日專 連 の 概 況

日本専門店会連盟

日專連 は,全 国180の 協同組合の連 合会 であ り,各 協同組 合の傘 下 に約1

万5千 店 の小売商 を もって組織す る団体で ある。

日專連 の 目的は,こ の180の 協同組 合並びに1万5千 店の小売商の近代化

合理 化のための指導がその 目的 である。

〔

●

t加 盟底数

加盟店 には,正 加盟店 と準 加盟店 とが あ り,正 加盟店は1万,準 加盟店は5

千で ある。加盟店 を地 図別 に分類す ると下記 の通 りとな る。

ゴ
地 区 組合数 店 数i

北

東

関

東

北

中

東

近

中

四

九

道

北

東

京

陸

部

海

畿

国

国

州

26

25

16

16

16

1、890

。1・110

853

1,522

522

399

596

522

1,244

794

1,449
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2.加 盟 店 の 規 模 の 分 布

加 盟 店 の 売 上 高 を 把 握 す る こ と は 困 難 で あ る が,種 々 の 要 素 か ら 分 析 す る と

大 体 次 の よ う な 分 類 と な る 。

売 上 高2,000万 未 満15.4%,5,000万 未 満32.8%,5,000万 未 満

'18
.1%,7,000万 未 満9.5%,1億 未 満9.2%,5億 未 満1a6%,5億

未 満2.0%,10億 未 満1.5%,10億 以 上O.9%と な る 。

こ れ を 売 場 面 積 で 分 類 す る と 次 の よ う に な る 。

1-9㎡(⊂).8%),10-19㎡(4.8%),20-29㎡(7.8%),

50-49㎡(19.6%),50-99㎡(5a7%),]00-1997η ξ

(18.2%),200-499M2(1〔12%),500-999n♂(4.9%)

1,000㎡ 以 上(5.1%)

次 に 従 業 員 規 模 別 に 分 類 す る と 次 の よ う に な る 。

1-2人(5.7%),3-4人(21.2%),5--9人(34.5%),

10-19人(22.8%),20-29人(6.9%),50-49人(4.8%)

50-99人(2.9%),100人 以 上(1.5%)と な る 。

9

5.日 喜 連 にお け るコ ン ピュ ー ター導入 状 況

小 売 店 の場 合,各 個店 で コ ン ピ ュー タ ーを導 入す る こ とは 特 定 の 大型 店 以 外

は無 理 で あ る と思 わ れ る 。 現在 日専 連 で は システ ム化5ケ 年 計 画 にのっ と り,

着 々 と準 備 を進 めて い るが先 づ 最 初 に 各組 合 で行 っ て い る ク レジ ッ トの 事務 処

理 に重点 を お き,48年 に本 部 に コ ン ピュ ー ター一を設 置 した。 今 日各 地 方に サ

ブセ ンターを設 置,全 国 を ネ ッ トワ ーク で結 ぶべ く計 画 中 で あ る。 そ の段 階 で

各加 盟店 のPOS化 が 問 題 とな る と考へ られ るの で,現 在 実 験 を く りか え して

い る。

③一24

J

唯



ク レジッ トの処理 のため現在各地 で実施 してい るコンピューターの使用状 況

は次の通 りである。殆ん どが地域 の計 算 セ ンター とタイァ ヅプ して計算処理 を

委託 している。

地 区並 に 利 用 計 算 セ ンター及び使用機種 は別表の通 りである。(別 表A)

●

4.日 専 連 におけ る ク レジ ッ トカー ドの 使 用 状 況,売 上 比率等 の概 況 並 び に今

後 の 見通 し

日喜連 の ク レ ジ ッ トは,銀 行 系 ク レ ジ ッ トと異 な り,す べ て 割賦 販 売 で あ る。

昭 和44年 ま で は,各 組 合 ご とに ク レジ ッ トカー ドを発 行 し,地 域 内 の加 盟 店

で しか利 用 で き なか っ た が,消 費 構 造 の 変化 や交 通手 段 の発 達,又,レ ジ ャ ー

の発 展 に ともな い,消 費 者 の 行動 半 径 が急 速 に拡 大 してい っ た。

これに応 え る た めに,日 專 連 では 昭 和45年 か ら,全 国共 通 ク レ ジ ッ トに切

り替 え たの で あ る。 即 ち,ど の地 区 で発 行 した ク レ ジ ッ トカー ドも,全 国 どこ

の加 盟店 で も利 用 で き るシ ス テ ム にな っ た の で あ る。 この段 階 か ら急速 に コ ン

ピュ 一一タ ーの必 要性 が 感 じ られ,前 述 の よ うに48年 に本部 に コ ン ピュー タ ー

を導 入 す る こ とにな っ た の で ある。

現 在全 国 で約200万 人 の カー ドホー ル ダ ーが お り,売 上高 は48年 度 で

565億 円 となっ て い る。49年 度Q集 計 は まだ で きてい な いが,推 定約650

億 円程度 にな る もの と思 われ る。

地 域 別 売上 高 の推 移 は別 表 ⑬ の通 りで あ る。 次 に個 々の小 売店 の 側 か らク レ

ジ ッ ト売 上高 の 比 率 を考 え て み る と,全 体 の平 均 は ま だ まだ10%に 達 して い

な い。 勿論 業種 ・業態 に よっ て この 比 率 は 大 きな差 が あ るが,概 して耐 久 消費

財 を販 売 してい る店 は 比率 が 高 い。

今 後 ク レジ ッ トカー ドは 益 々普 及発 展 す る もの と考 え られ るが,そ の 反面,

③一一25



事 故並 に 不 正 使 用等 の マイナ ス要 因 も増 大 す る こ と も又,今 後 の大 きな問 題

点 とな ろ う。 この ク レジ ヅ トカー ドの チ ェ ック シス テ ム に1)OS端 末 の利 用 が

ク ロー ズ ア ップ され て くるので あ る。

5.POSに 対す る考 え 方並 に問題 点

POSと コ ン ピ ュー タ ー一とは切 っ て も切 り離せ な い相 関 関 係 を もつ 。

ビッグス トアーや レギ ュ ラー チ ェ ー ンの よ うに独 自 で コ ン ピュー ター を導 入

で きる企 業 は,イ ンプ ッ トの手 段 と して,POSの 利 用 を比 較 的簡 単 に取 り入

れ る こ とが 可能 で あ るが,単 独 店 では,POSを 導入 して も,そ のデ ー タを加

工す る手 段 即 ちコ ン ピュ ー ターの 利 用 が果 して 可能 か ど うか とい う根 本 問題 が

残っ てい るの で あ る。POSを 普 及 させ るた めには 先 づ コ ン ピュー ターの ネ ッ

トワー ク の完 成が 前 提 にな け れ ばな らな い。

日喜 連 が推 進 してい る情報 処 理 システ ムの ネ ッ トワ ーク作 りは,実 は 将 来 の

POS化 の普 及 の 時代 に,よ り合 理 的 より経済 的 な利 用 が で き る よ うにす る た

めの 基礎 づ く りな の で あ る。

た だ こ こで考 え なけ れ ば な らない 事は,果 しそ単 独 小 売店,し か も規 模 の あ

ま り大 き くな い店 に,POSが 必 要 なのか ど うか,POSを 導 入 して果 して ど

れ だけ の メ リ ッ トが店 に あ るの か ど うか,こ の基本 問 題 が ま だ解 決 してい なL・b

POSが あれ ば ク レ ジ ッ トの不正 利 用 が チ ェ ック出 来 る とか・ 或は ・単 品管 理

が で き る とか,又,即 日デ ー ター処 理 が 出来 る とか,い われ て い るが,そ こ ま

で小 売店 に必 要 性 を感 じて いるの か ど うか,POSへ の投 資 が,そ の メ リッ ト

と比 較 して,プ ラス に な る のか ど うか,非 常 に疑 問 を感 ず る ので ある。 又,現

在 のPOSを みて み る と或 る特 定 の 業種,特 定 の商 品 に つ い て,特 に定 番商 品

に つ いて は,POSに よる在庫 管 理 の効 用 が み とめ られ るが,流 行 に左 右 され
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る商品,フ ァ ッ シ ョン性 の商 品 に つ い ては,非 常 に問題 点 が多 い よ うに思 わ れ

る。

まだ まだPOSシ ス テ ム自体,未 完成 で あ り,ソ フ トウ エア ー 自体 もま だ充

分 に研 究 開発 され て い ない。 特 に コ ン ピュー ター処 理 の場 合商 品 コー ドを は じ

め とす る,取 引 コー ドの統 一 が 先 づ 確 立 しなけ れば な らない し,国 家 的 コー ド

セ ン ターの 整備 等 まだ まだPOS普 及 にい た る道程 は長 い ように思 われ る。

標準 化 の最 も遅 れ た小 売業 界 に お いて は,POS以 前 に,意 識 革 命 が必 要 で

あ り,体 質 の改 善 が必 要 で あろ う。

'

D
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(別 表B)

地 連 別 ク レ ジ ッ ト売 上 高 推 移

単 位1,000円

年度

地連名
44年 度 45年 度 46年 度 47年 度 48年 度

北 海 道 9」45,775 口560,981 12,198,226 15,082,044 21.23ス869

東 北 2,758,136 2,956,438 3,221,648 3元05・063 4.743783

関 東 5」82,531 3,353,660 3コ96,597 3,165,779 ろ,699,755

東 京 4,271,860 4,84q825 5,075.94'0 5,432,176 ZO6q246

北 陸 584,773 53Z754 693,844 685,768 815,204

中 部 695,848 821,803 849.86'5 1,108,455 1,415,970

東 海 50ス376

1
429,586 444,21 .5 482,499

"一

『58ao

,6'3

近 畿 1.008,70d1,150,916 t242,521, 1.47q712 1,696,849

中 国 2,406,709 2,205,814 2・914・747 2,615,io5 5,348,485

四 国 988,404 t381,561 1,396,022 1,656,336 2,256,858

九 州 4.74ス271 5,056,179 5,965,63 .6 6,951,529
9・658・275

日專連 合計 3α075β85 35,095,495 5ス05qo17 42,551,266 56,501,355
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,6.全 国 信 販 業 界 のPOSに 対 す る概

社 団法 人 全 国信 販 協 会 ・

1・ 会 員 会社 数 、 .加盟42社 一

2.会 社 の 規模 の 分布(対 象55社)

(イ)資 本 金 、

。10億 円以 上2社 。1億 円以 上8社 。5千 万 円以 上7社

。1千 万 円以 上16社 。5百 万 円以 上1社 。百 万 円以 上1社

←)売 上(年 商)

。100億 円以 上5社 。10億 円以 上16社

。1億 円以 上11社 。5千 万 円以 上3社

内 従 業 員数.

。1,000名 以 上1社 。,500名 以上1社

。1,00名 以 上8社 。100名 以下25社1、

5.コ ン ピュー ター 導入 状 況,

。20社

4・ ク レ ジ ッ トカー ドの概 況 と今 後 の 見通 し

(つ ク レジ ッ トカー ドの発 行100万 枚 以 上1社,10万 枚 以 上5社,10

万枚 以 下29社 。

(ロ)売 上 に占 め る カー ド売 上 の 比率 約20%
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ぐヲ 今 後 の見通 し

チケ ッ トク ー ポ ンを経 て,信 販 会社 発 展 の礎 とな っ た ク レジ ッ トカー ドは,

売 上比 率低 下 の傾 向 に あ るが,こ れ は 割賦利 用 の 出来 る カー ドで あ るた め,流

通範 囲 が 限 られ て い る こ と と業 務 の 多角 化 に よる もの で あ り消費 者 との結 び つ

きの原 点 と して重 要 視 して い る,今 後 は 磁気 カー ド等 の 開発 に よ り売 上増 を図

ろ う として い る。

`

5.当 業 界 におけ るPOS導 入 会 社 リス ト

。 キ ャ ッシ ュデ ィス ペ ンサ ー に よる貸 付業 務

。 鹿 児島 信 販㈱ 鹿 児 島 市 中 央町26-18

。 南 日本 信販 ㈱ 熊本 市下 通 り2-4一 プ

6.[POSに 対 す る業 界 と して の考 え 方

す で に会 員会 社 にお い てはPOSを 導入 し,(ほ とん どキ ャ ッシ ングサ ー ビ

ス)多 大 な成 果 を あげ て ら る と ころ もあ り,ク レ ジ ッ トカー ドの偽 造 紛 失,又

は最 大 の 目的 で あ る多用 途 カー ドと して限 界 な どに対 応 して 磁 気 カー ド方 式 が

定 着 化 しつ つ あ る と考 え る。

問 題 点 と しては,シ ス テ ム的 に各社 が バ ラバ ラに検討 して い る こ とが あげ ら

れ る。

σ

●
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7.POSに 関 連 す る石 油製 品販 売 業 界の 概 況

全国 石 油商業 組 合 連合 会

1.加 盟底 数

石 油製 品販 売業 者 は,現 在全 国 で約36,000企 業 にな って お り,こ れ ら

の販 売 業者 が運 営 す る ガ ソ リン ・ス タ ン ドは,総 数 で 約4qOOO 、ヵ所 にの

ぼ って い る。

この うち全 国 石 油商 業 組 合 連合 会 傘 下 の各 部道 府 県 石 油 商業 組合 の組 合 員

と して加 盟 してい るの は,企 業 数 では約35,000,ガ ソ リン ・ス タン ド数

で は 約45,000カ 所 であ る。ltk・ 企業 数 の うち約15%は 東京,愛 知,大

阪 に分 布 して お り,ガ ソ リ ン ・ス タ ン ドも約17%が 上記 三 地 区 に配 置 さ れ

てい る。

句

2.加 盟 店 の規 模 の分 布

石 油製 品販 売業 者 は,大 別 して特 約 店 と副特 約店 に 分類 さ れ る,特 約 店 は,

石 油元 売 会 社(日 本 石 油,出 光 興 産,シ ェル 石 油等13社)と 直接 取 引契 約

を結 び 石 油 製 品 を取 扱 って お り,副 特 約 店 は、 特 約店 との 間 で取 引 を行 な っ

て い る もの で あ る。

企業 数 では,特 約店 が 約14,500,副 特 約店 が 約21,600(全 体 の

.60%)と な って お り,副 特 約店 が3分 の2を 占めて い る。.

石 油製 品 販 売業 の 資本 金 別 構 成は,100万 円以 下 が13%,100万 円

以 上300万 円以 下 が50%,500万 円以 上500万 円以 下 が15%,

500万 円以 上1,000万 円以下 が15%,1,000万 円以上5,000万 円'
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以 下 が22%,5,000万 円以 上 が5%と な って い る。

ガ ソ リン ・ス タ ン ドの敷 地 面積別 構 成 は,99㎡ 以 下が5%,;100記 以

上299ms以 下 が23%,500m2以 上599m2以 下 が41%.600M2以

上899ma以 下が21%,900m9以 上が15%で 平 均 は 約550m9と な っ

て い る。

施 設 関 係 の規模 分 布 を み る と,ガ ソ リン ・ズ タン ドの地 下 タン ク容量 は,

・大 都 市及 び その周 辺 では30
.5KL,そ の他 の地 区 で は25KLか ら28K

Lと 立地 条 件 に よって異 な って い るが,平 均 では27KLで あ る。

'"ま た ガ
ソ リン等 を 供給 す る計 量 器 の 数 は大 都市 及 び そ の周辺 で5.4基,そ

弐の他 の地 区 で は2
.5基 か ら5.0基 とな っ てお り,平 均 では5.5基 で あ る。

ガ ソ リン ・ス タ ン ドの従 業 員 構 成 は1人 か ら4人 までが26%,5人 以 上

i人 以下 が47%'p8人 以 上11人 以下 が17%,12人 以 上14人 以 下 が

6%,15人 以 上 が4%と な っ てい る。

'

5.業 界 におけ る コ ン ピ ュー タ導 入 の概 況

業 界 におけ る コ ン ピ ュ ータ導 入 の動 機 は,ガ ソ リ・ン ・ス タ ン ドにお け る石

油 製 品 販 売 の約80%か ら90%が 信用 取 引 で あ り,こ れ に と もな うぼ う大

な事 務 量,人 員配 置,人 件 費 を は じめ とす る事 務 処理 経 費 に対 処 す る た めの

合 理 化,省 力化 に大 きな 要 因 が あ った 。

ど くに コ ン ピ ュー タ導 入 の動 きが 活発 とな った のは,こ ビ1乃 至2年 程 度

の 間 であ る.現 在 そ の導 入 実 態 に関 す る確 実 な デ ータ・は な いが,推 定 で は,

約t200カ 所 の ガ ソ リン ・ス タ ン ドに コ ン ビza・一一タが導 入 さ れて い る とい

わ れて い る。 これ まで 導 入 さ れ た コ ン ビi－ 夕は,計 量 器 メ ー カー,SS専

門 メー カ ーJ事 務 器 メ ー カ ー一,、電 機 メー カ"1等 約50社 め 開発 した もの で あ
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、り,こ の分 野 での各 メー カ ーの 開発 意欲,売 り込み 競争 は 相 当激 烈 で あ る。

これ ま では,特 約店 で も と くに大 手 の企 業 が先 進 的 に コン ピ ュー タ導入 を

行な って きたが,最 近 に なっ て 石 油 元 売 会社 の間 で 自社 系列 の特 約 店 に 対す

るPOS導 入 を本 格 的 に検 討 しは じめ てk・ り,50年 度 に実施 を計 画 してい

る元 売会 社 が7社(15社 中),POS機 器 の試 作 に着 手 す る とこ ろが2社,

.他 社 の 動向 をみ て検 討 す る ところ が2社.系 列給 油 所 網 の関連 か ら未 検討 の

ところ が2社 とい う状 況 で あ る 。

導 入実 施 を計画 して い る元 売 各 社 の システ ムの特徴 は,ガ ソ リン ・ス タン

ドの セ リフ ・、サ ー ビス 化 との 結 び つ き を考 え てい る と ころが 主 流 とな って い

るほ か,電 話 公 象 回 線 を利 用 した デ ー タ送付,銀 行 との 提携 等が 指 摘 され る。

また 入 力 方式 に つい て は,大 半 が磁 気 カー ドを採 用 す る予定 で あ り,エ ンボ

ス ・カ ー ドは2社 だげ で あ る。POS機 器 の メー カーは,各 元 売会 社 とも1

社 に限 定 せず3社 か ら多 い ところ で10社 が標 準機 器 の開発 に共 同 して 参画

してい る。

こ う.した石 油元 売各 社 のPOS導 入構 想 は,複 雑 多 岐 にわ た る ガ ソ リン ・

ス タ ン ドの 業 務 の合理 的 処 理 を 系 列 システ ムに よっ て解 決 し よ うとす る 目的

を もづて い るが,デ ィ ーラ ー ・ヘ ル プの立 場 か ら.も行 な って い る もの で あ一る 。

"な お す で に一部 特 約 店 に導 入 され て い る コ ン ピ ュー タシ ステ ム を分類 す る

とセ ン ター マ シ ンに よる集 約処 理,専 用 ミニ コ ン ピ ュータ に よる事 務 処理,

計算 セ ンタ ーの共 同 利 用,POSシ ス テ ムの 四種類 とな って い る。.

今

4.POS、 に対 す る業 界 と して の 考 え方 問 題 点

業 界 のP,OS導 入 の 目的 は,ガ ソ リン ・ス タン ドに おけ る事 務 量 の増大 な

らび に複 雑化 とス タ ン ド要 員 の確 保 難,人 件費 をは じめ とす る経 費 の高騰 等
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の問題 に対応 す る こ とに あ るが,最 近 では 単 に この よ うな 理 由 だげ でな く,

経 営 管 理 資料 の適 確 な 把握 と,こ れ らの管 理 資料 を基 礎 とす る観客 管理 の微

底 を通 じて経 営 体 質 の改 善 と効率 の 向上 を図 るた め に も活 用 させ て行 く考え

方 が 提示 され つ つ あ る。

POS導 入 の必 要性 につい ては,あ る程 度 の認識 が た か ま って い るが反 面

業界 の特殊 事 情 等 に よ り,実 際上 は 多 くの問題 点 が残 され てい る と もい え る.

問題 点 の第 一・は,コ ス トの 問題 で あ る,POS導 入 の 目的 ・理 由等 か らみ

て 当然 人件 費 との 比較 で投 資 効率 が あが らなけ れ ば 問題 とな らな い。 第 二 は,

事 務 量,経 費等 の角 度 か らみ て 月 間平 均60KL以 上 の ガソ リンを売 り上 げ

る規 模 の ス タン ドで なけ れば メ リッ トが生 じな い とい われ て い る。 現 在 全国

平 均 の1ガ ソ リン ・ス タ ン ド当 りの月 間 販 売 量 は 約45.2KLで あ り・60

KI」 以 上 は か な り高 い 水 準 の ス タ ン ドとい うこ とに な る。.

第三 は,ガ ソ リン ・ス タ ン ドは危 険物 で あ る石 油 製 品 を取 扱 っ て い る関係

上 設備 機 器 につ い て は,消 防 関 係法 令 の規 判 を い ろい ろ な形 で受け て い る。

この ため 例 え ば 計量 器 とPOS関 係 機器 の連 動 等 の 方 式 を と る場 合,発 信機,

カー ド・ リーダ ー等 の機 器 は防爆 性 の もの 乃 至 は 防爆 装 置 を備え た もの が必

要 で あ る こ と,さ ち には,実 用 の効 率性 か らみ て伝 票 プ リ/タ 一等 の 機器 を

計 量 器 の ポ ンプ ・ア イ ラン ドに設置 す るこ とが 望 ま しい が,現 行 消防 法 規 の

関 係 で は,そ れ が 認 め られ ない こ と等 の 問題 が あ り,機 器 が割 高 に な る問題

も絡 み,POSの 円滑 な導 入 の脱 路 とな って い る。

第 四 は,石 油元 売 会 社が 計 画 してい るPOSシ ステ ム の大 半が,ガ ソ リン・

ス タ ン ドの セ ル フ ・サ ー ビス化 を前提 とす る もの とな って い るが,こ れ につ

い て もわが 国 の 消防 法 制 止 は,完 全 あ るい は そ れ に近 い セ ル フ,無 人化 は認

め られ てい ない こ と,ま た わが国 の ガ ソ リン ・ス タ ン ド経 営 は,欧 米 の形 態
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と異 な り,中 小企業者である石油販売業者の分野 として自主的,独 立的 に行

なわれてい る関係上,石 油 メーカーに よる経営管理の方向にセルフ化及 びP

OS導 入が走 ることを警戒 す る考え 方が ある ことであ る。

●
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POSに 関連 す る業 界 の概 況

㈲ 日本 ホテル協会

t会 員 ホ テル数290

2.ホ テ ル の規 模 の 分 布

↑

客 室 数 ホ テ ル数 1比 率

toOO室 以.上 6 2%

500" 13 4

100" 123 42

100室 以 下 148 52

5.コ ン ピ ュ ー タ 導 入 の 概 況

地 域 別 ホ テ ル数 導入ホテル比率

6大 都 市

地 方 都 市

リ ゾ ー ト

96

98

96

約50%

15

5

4.ク レジ ッ トカー ド利 用状況

A使 用状 況

ほ とん どの ホ テ ルが使 用 して い る

A3_41



B売 上比率

約20%

C今 後の見通 し

ますます利 用され る見通 し

5.POS導 入 ホ テ ル

な し

6.POSに 対す るホテルの反応

日常業務 に余 りな じま ないため消極的

¢

●
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9.病 院POSの 現 況 と将 来

, .東 邦 大学 医 学部 附 属 大 森 病 院 、

t病 院 の 現況

近年,医 療 の急 速 な 進 歩 に よ り,官 公 立,大 学,民 間等 の病 院 は,建 物,付

帯設備, ,医 療機器等が,大 型化 し近代化 され,よ り良い医療 を行 うべ く躍進 し

てい る。 しか し管理運営 面では,資 金 の調達 に苦慮 し,人 的 資源の確保に東奔

西走 しているのが偽 らざる現状 である。

"医 は仁 術"と 言われた昔 とは変 り
,病 院 も企業体 として の経営 管理が要求

され る時代 になって来た。利潤を追求 す ることはできないが,収 支 ¢}バランス

を念頭 におき.現 状分析 を正 しく行 ない,無 駄の排除等 に力を 入れ,よ 』よい

医療行為が実施 され,社 会 に貢 献 しなければな らない と努力 している。

2.日 本 の医療保険制度

世界の どこの国 に比較 して も,日 本 ほ ど医療保険制の複雑 な国は見当 らな い。

厚生 省は国民皆保険を"錦 の御族"と して,昭 和36年 に国民 健康 保険 の適用

範 囲 を拡大 し,そ の実施 に踏み切 ったが,給 付内容,請 求事務手続等 の統一 は

なお ざ りにされ,こ の あお りが病院窓 口に しわ よせされて,請 求業務 を混乱 に

お と し入 れ てい る。 、一 ・,,,。:,,、

医療 給 付 に係 る法 規数 等 は.(健 康 保険 法 他)9法,災 害等22法,公 衆 衛

生 関 係(結 核 予 防法 等)11法,社 会 福 祉 関 係(生 活 保 護 法等)1 .㌧ 法,そ の

他(自 動車 賠 償保険 法 ・ 日本 学 校安 全 会 法 等)6法 ・ 併 せ て59・ 法llで ・ この

他 地 方 自 治 体 で 実 施 し て い る 医 療 給 付 は20数 種 に 及 ん で い る 。,、 、4,/t,ミ
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己 保険請 求事務 の処理

病院経営の基礎 となる収 入は,厚 生省 で定めた,診 療報酬請求'点数 によ り,

毎月10日 まで,前 月の分 を支払代 行機 関である,各 部道府県所在の診療報酬

支払基金 事務 所に;国 民健康保険関係 は,所 轄 都道 府県国保 団体連合会に,診

療報酬請求明細書(通 称 レセプ ト)を 提 出す る ようになっている。病院 と して

は,受 診 した患者1人1人 に発生す る診療 内容(診 察,処 置ヂ術,検 査.レ ソ

トゲジ,投 薬注射 等)を 洩 らす むとな く刻明に記録 し,月 末 にな る と,個 人別

に1枚 の レ セプ トに転 記・し保険 種 類別 に集 計 して 提 出す る。 当院 にお い ては,'

入院 患 者 分月 平 均1,200枚,外 来患 者 分 月平 均15,000枚 を処 理 しでい る。

この業 務 を 月始 め の1週 間 で,平 常業 務 を 終 了 後 に 行 な うた め,当 然 時 間外 労

働 を強 制 的 に実 施 しなけ れ ば な らな い。 しか しtl各 病 院共 業 務 改善 の ため レ セ

カル方 式 とか,'複 写機 の導 入 等 で一 時的 に しの い では い るが,根 本 的 な解決 に

は な っ て い ない 。

47年8月 に 日本 医療 事 務 管理 士 商会 の ア ン ケ ー ト調 査結果 に よる 月始 め の

請求 事 務 に対 す る状 況 は,

① 請 求 事 務 従 事 者

へL∴、"常 勤職 員 そ の他(医 師,看 護 婦.パ ー ト戊

病 院 の 場 合 一80%・20%・

診 療 所 の 場 合20%80%1

② 請求 事務 処 理 に要 す る人 員,日 数 等

・ 人 員 日数 ・'1人1日 当'、

病 院 の 場 合1q5人7.3・ 日513時 間

診 療 所 の 場 合5.1人6.5日 、5118時間

と言 う数 値 が でて い る。'㌦ ・・ ∵ い

③ 一蝸
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へ

4.請 求 事務 とPOSビ
ノ ～ ・L、'

病院の請求事務を担当 している医事課は' ,ア蹴 業障 鍋 的存在で・患者

の受付か ら会計をすませて帰 るまで・診療関係以外のすべての事務を処理Lて

いる。そのため,医 事課職 員 も施設の大小 に より差異は あるが.大 学病院を例

に とる と,少 ない施設 で50名 前後,多 い施設で120名 位を要 している。 し

か も,新 人が す ぐ戦力 にならず,そ の教育 に長期間 を必要 としている。そ こで

業務の解決手段 と レて コンピュ「タに よる方法が検討 され始めて いる。現在 も

相当数の病院 で実施 してい るが,都 内の大学病院 では,慈 恵医大病院Q大 型K

よるオン ラインシステ ム,東 邦大学病院 の ミニコンに よる独 自システ 子等で実

施 し,他 病院 の先 導的役割 を果 している。 .・ 、、,

5.導 入 の動機

① 病院運営管理面 の合理化

② 窓 口業務が 正確,か つ迅速 に処理 できる。

③ 待時間が短縮 され,患 者サー ビス の向上がはか ら拠 る。

④ 職 員の時間外労働が減少 しt/労働条件が改善 され.,定 着性が期待で きる。

⑤ 管理 分析資料が容易にできる。 い、

,

●

6.病 院e'cpa・け るPOSの 将 来

先 に述 べ た とお り,医 療 保険 の複雑 な現 在 では,何 等 か の方法 で各 病院 は 改

善 したい と考 え,大 病 院 は,病 院 管 理 の 近代化 に よ り,コ ン ピ ュ ータ導 入 を考

慮 せ ざ る を得 ない 現状 に あ る。 しか し,医 療 の進歩 に よる診療 報酬 の改 訂,社

保,国 保,労 災等 医療保険各法 碗 付内容の不統一,或 いは,老 人医擬 初め

とす る20数 種 の公 的医療扶 助制度等,将 来 ます ます拡大 される傾向 にあ り,

③r45



どの よ うに 内容 が 変 るか 見 通 しもたた ず,現 在 導 入 し,そ の プ ログ ラムが 将来

処 理 可 能 の よ うに組 ん でお け るか,と 言 う不 安 が先 に立 ち,各 病 院共 早 期 導 入

に躊 躇 してい る もの と考 え られ る。 しか し,48年 ま で全 国 で約120前 後 の

医療 機 関 が,何 等 か の 方法 で コ ン ピ ュー タの活 用 を して い る。

7.病 院POSの 問題 点

窓 口業 務 を コ ン ピ ュータ化 す る こ とに よ り,診 療 内 容 を収 入 面 に反 映 させ る

効 果 は,満 足 で き る状 態 に な うたが,診 療 側 に対 す る資料 が,ご く一 部 に限 ら
ア ウ ト プ ッ ト

れ る 。薬 剤管 理,物 品 管 理 面 には 比較 的 容 易 にOUTPUTさ れ るが,こ の点 ・

病 院 は 社 会 の縮 図 で あ り,職 種 につ い て も,医 師,し薬剤 師,看 護 婦 等10指 に

余 る位 で,職 種 間 の コミュニケー シ ョン,相 互 の協 力体 制 が病 院 運 営 の 重要 な条

件 に な ってい る。 この た め に も,コ ン ピ ュータ導入 が,各 部 門 に役立 つ もの で

な けれ ば な らな い と思 わ れ る。

8.東 邦 大学 病 院 の機 器 構 成

シ ス テ ム名称,JARGOM-M865シ ス テ ム

① デ ィス プ レイ装 置(JARCOM--SGOPE)

② ミニ コ ンビ=一 一タ(H工TAC--10)

③ 磁気 ドラム装置

④ 磁気 テ ープ装置

⑤ タ イプライター

⑥ 各機器製御装置

(H-1656-2)

(TMY-4)

(H-1691)

(TK-104)

台6

台1

台

台

台】

台1

式1

松下通信工業

日立製作所

東芝製作所

日立製作所 、『

松下通信工業

日本情 報処理 センター

,
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配置図
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再診の流れ

診療 の流 れ
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1

○

○

○ ○ ⑤ ○

レ
ジ

ス

タ
○ 収納

レ
ジ

ス
タ

○ 収納

レ
ジ

ス
タ

○ 収納

初診受付

再 診
受付

○

○
鶉

○

○
口
○

・ 日

○ 日

○ 号

ディス
殉

ディス
プレイ

ディス
プレ1

一
アイス

瑚

諸 法
受付 ⑤

再 診,,_
ポスト

!

〆
!

磁
気

ド
ラ
ム

ミ
ニ
コ
ン

本

体
な/

〈説 明〉

t受 付2名

窓 口①に全患者が診療 の伝票 を渡す,受 付係は伝票を整理 して

・ 負担額 がない患者,薬 品引換券のみの患者,負 担額がある患

者などに指示 をす る。

・ チ ェッカーに伝票を渡す,即 時処理が不要 な患者 の伝票 は整

理 してお く。

2.チ ェ ッ カー2名

処 方せ ん の 内 容 を チ ェ ックず る。 薬局 に送 付 す る処方 せ ん を エ ア

シ ュ 一夕に 入 れ る。

他 の 伝 票 は トラン ス レー タ に引 渡 す 。

/

5. .トラ ン ス レ ー タ4名

処 方せ ん 等 の 薬品 名 を略 称 に変 換 す る 。(診 療 行 為 の 一 部 は コ ー

ドを記 入す る こ と が あ る。)

4.オ ペ レ ー タ'4名

伝 票 に もとつ い て 診 療 デ ー タ をデ ィス プ レイ にキ ー イ ンす る 。 シ

フ ト時 には 処 理 済 み の 伝 票 を 定 め られ た場 所 にま とめ て お く。

5.収 納5名

タ イ プ ラ イ タか らア ウ トプ ッ トされ た領 収 書 ・薬 品 引換 券 に よ り

患 者 を呼 び 出 し
、





」 か

別 紙2 未登 録新患の受付 ◎ 診察券

④

⑧ 登録票

新 患の 受 付

登 録 カー ド発 行 簿 の 参照 拾 よび

登 録 カー ドの 作成 を除 い て,他

す べ て同 じで あ る。

診 療
申込書

◎

P

保険証等
P

5枚 複写の 申込書 を患者 が記入 して,

保険証等 と一 諾に初診受付◎ に提出

す る。

◎ 初診受付

患者は各科
の診療 受付へ行

って待つ

Na順 で 発行 済 のNaま では

氏 名 等 が 記 入 され てい る。

⑧ 診療登録
カ ー ド

発 行 簿

保険本人の一部負担金 を徴収。

徴収分の領収 証を作成,患 者 に渡す。

④◎ に科別 ・保険 別・申込 日付等 の押印。
一部負担金徴収額 の記入。

藷鷹 竺 朋℃ ○鰍w

⑪ 診療登録

カ ー ドP

患 者 撤 を記 入 。 Gカ ル テ 控

㊦ 基 本

カ ルテp

(カ ル テ 控 は 患者

カー ドにな る。)

④ を左⑬ を右 に
○ 並 べ て ゼロックスす る 。

保険別 に4種 類あ り

基本診療票
1)

保 険 → 白

労災 ・生保 → 桃

諸 法 用 → 緑

入 院 外 来 → 藤

○

イ ンプ リンターに より

か ・よリプリント ○

(患 者N〔刑加 コー ド)

継 続 療 養=1

労 災 保 険=2

エ ンボ ッサ ーに よ リ

カー ドに刻 印 す る。

患者 甑 ・氏 名 ・性別 ・生 年月日

④ か ら基 本 診 療 票 に補

足 記 入 す る。

漢 字 患 者 名 ・科 名 印 ・

科 コード・幼 児 ・保 険 別

(A～D)負 担 率 ・職 劃一
併 せ て 初診 デ ー タの 記 入 を 行 う。

初 再 診=1

時 間区 分=1～4

救 急 車=a1

受 付時 間=01～24

診 療 日=年 月 日
一 部 負担=徴 収 額

○

⑪
①

◎ 保険証 の給付 欄に

科・患者名 ・年 月日を

記入(ゴ ム印使 用)

分離

④⑧

⑧

◎
◎ ⑧

カル テ ホ ル ダ ー

(科 別 ・患 者 別

受 付 順1ホ ルダー)

に収 容 して 各 科 へ

運ぶ 。

○

G

分 離

患 者 の 五 十音 別 台帳

氏 と名 の上2桁 を コ ー ド化 して
'A

その 順 に収 録 し,五 十 音 に よる

索引 を容 易 に して あ る。

⑦
患者台帳

分離

◎ の保 険証(右)部 分か ら

◎ 登録 票に保険 カート等
の事項 を記入す る。

◎ ○ 台帳に記入す る。

情 報 セ ン メ ーへ 保 管 患 者Nn順 フ ァイ ル 氏名順
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別 紙3
再診の受付 月の最初の再診

再来新患の受付

◎闇闇
⑪

診 療 登 録
カ ー ド

同一科受診の再来新患は

⑥◎⑳ を患者が持参 して
・◎初診受付 に提出す る。

◎初診受付

⑥

診 察 券

カ ル テ

◎

保険証等

基 本
診 療 票

○

患者が◎ 診察券を

⑦ 再 診受付のポスト

に入れ る。

ポス トは

竃}・区分一

(カ ル テ室 で)

カルテファイル よ リ

カルテ ・基 本 診 療 票

等 を 抽 出す る。

月 の最初の再診時 には

⑥ 診 察券 と◎ 保険証等

をφ 再診受付に提出す る。

再診受付

保 険 証 等 の

チ ェ ック

保険変更 の処理

(そ の他の変更を含む)

◎ 診察券

◎ 登録票

◎

診 察 券

変

更

な
し

保険変更の場合

保険証等のチェックを行

い,変更がなければ保 険

本人 の場合一部負担金

を徴収,領 収書を渡す。

◎㊥ を患者に返す。

① 基 本 診 療 票 に初 診

デ ー タを記 入 す る。

初 再 診=1

時 間 区 分=1～4

救 急 車==al

受 付 時間=01～24

診 療 日=年 月日

一 部 負 担=徴 収 額

⑭ 診 療

申 込 書

⑪ 診療登録

カード

、!、!
、!
＼!
＼'
、 〆

カ ル テ ホ ル ダ ー に 入 れ る。

(科 別 ・患 者 別 ・受 付 順

に1ホ ル ダ ー とす る 。)

⑫驚 憩

診察券 の該当月に

押 印 し,保 険証等
を患者 に返す。

3枚 複写の申込書 を患者が記入 して

◎ 保険証等⑪ カー ドと◎ 旧診察券 と
一諾に◎ 初診 受付 に提出す る。

Φ 初診受付
⑧

⑥ カルテ控

ピ本
テル

基

力

患者は各

の診療室受付へ
〔

って持つ

ポ ス トか ら取 出 し

区 分 カ ー ドを添 付。

ノ

④⑬◎ に患者Na記 入

Cに 科別,保険別 申込日付等押印

◎

旧診察券

廃棄

⑧
カ ル テ

工
基 本

診 療 票

カ ルテ フ ァイ ル は

カル テ ・基 本 診療 票等

を患 者Na順 に収 容 して

あ る。

④ を右◎ を左 に
○ 並 べ て ゼ ロ ッ ク ス 。

◎
◎
㊥

⑰◎

分齢
分
離

C ⑧
①

⑥'

カル テ フ ァイ ル より

基 本 カル テ ・基 本 診 療

票 等 を 抽 出す る。

カ ル テ ホ ル ダ ーに

入 れ て,カ ルテ 室
へ 渡 す 。

① 基 本 診 療票 に 再診

デ ー タ を記 入 す る。

初 再 診=2

時 間区 分=1～4

救 急 車=Ql

受 付時 間=Ol～24

診 療 日=年 月 日
一 部 負 担=000

○

C

⑧'を⑧ に貼付ナ る。

① の保険 別の訂正

ま たは再 発行 をす る。

再 発行の時は旧に貼付6

① に再診デ ータを記入

す る(左 に同 じ)

各診療室

へ運ぶ

○

⑧

保 管
(廃 棄)

B

分離

◎ の保険証(右)部

分か ら⑤ 登 録票に

保険 コー ド等の事

項 を記入す る。

情 報 セ ン タ ーへ

送 り,患 者 の 変

更 登 録 を す る。

患者カー ド
(カルテ控)

患者 カ ー ドフ7

イ ルか ら◎ 旧 カ
ー ドを抽 出 し,

新 カ ー ドを貼 付

す る。

患 者Na順 に
ファイルする。

■
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別 紙4

C

診察券 ・

外 来 各 科 診 療 室

カルテホルダーで 医事 課 受 付

よ り送 られ た もの全 部

カ ル テ

登録カート

本
祭療

基
診

①

～ '方 せん
⑧検査伝票

⑦

裏編検
会

⑦X線 伝票

X線 伝票

会計用P 越
せんA

薬引換
P

各 伝票は種別に よって複写枚数が

異なるが,会 計用以外の流れは原

則 として省略す る。

処方せん は左 の他管理室用1枚 と

ラベ ル2枚 を含む6枚 複写で,下

端に注射せん が添付 されている。

診 療事実 の記載
一 部は伝票 と複写記載 ⑬ 登録 カ ー ドに よ り

○ イ ン プ リ ン タ ー で プ リ ン ト

各 伝票 に指示または診療 内容
⊂)(⊃ を記 入 す る。

一時外来各

科 で保管

午 後3時 各 科 よb

カル テ室 へ 運ぶ

一

欝 ・悟

◇ 負担 な し

処方せんは カルテ と同時 記入。

① 基本診療票に伝票数等記入。

㌻竺 ▽

一 時保 留

無

脳波,心 電図 の指示 がある

は② の処 理に準ずる。

有

①

⑪以外全部

トランスレー ター

が 一 時 保 留

投薬 の 有無 の チ ェ ック

処 方せ ん(6枚 複写)

に 引換Na(N押 印

① 薬 引換 券 を患 者 に,

そ の 他全 部 を チェッカー

に渡 す 。

②・負 担 あ り

投 薬 の 有無
の チ ェ ック

ホル ダ ーに入 れ て 患 者 に渡 す 。

(検 査 依 頼 等 の一 部 を 除 〈)

患 者 が 運び 医 事 課 会 計 受 付◇ ② に 提 出す る。

◇ 保 険本 人 ・生 保 ・労 災 ・特 契 ・併 用 ・国十ン)～ へ(ノ 〉 ～(〈(⌒

②〉家 保 ・国 七 ・国 八 ・国 鉄 家 ・有料

① 記 載 伝 票数 と実数 の チ ェック

負 担 あ り,な しの チ ェ ック

⑭

チ ェ ッ カ ー に よ るへ

処方 内容のチェック 、

＼
、
、
、

⑯ 以 外 の 処 方 せ ん 等
4枚 を除hて トランスS＼

レ一夕ー に渡 す。 ＼

〔～
患
者
は

薬
局

で
待

つ

X線 ・脳 波 ・心 電 図 の

指示 票 を 患者 に 渡 す。

有
無

処方せん(6枚 複写)

に引換N【03)押印

⑪ 処 方 せ ん
ラベル 等4枚

チェッカーで
一 時 滞 留

エアシューターで

薬 局 へ 送 る。

① 薬 引 換 券 を廃

棄 しそ の 他 は全

部 をチェッカーに

渡す 。

L廃 棄

指示 のある患者は各検査室へ

伝票を運び検査 を受け る。
検査後く鴻 ゆ で待つ。

指示のない患者 はそのまま収
納敏 瞼 で待つ

各検査 室

⑪以外全部

デ ィスプレイ入 力

(オ ペレータ)

投 薬 が な い 時

そ の ま ま トラ ンス
レ ー タ ー に渡 す 。

⑪ 処方せん
(2枚)

薬剤部保管

調剤

処 方 せ ん2枚 と

ラベ ルを 分け るb

ラベ ル は 薬袋 に

貼 付

午後保留分の処理

◇ 一 時保留分 ◇

①

電 光 盤 とマ イク で

患 者 に 知 らせ る。

◎ 弓峡券
薬局保管

薬 引換 券 と照合 し

① て薬 袋を渡す・

ホルダーか ら出 して トランスレーター

が チ ェックす在(ホ ルダーは別保 管)

薬 品 索 引 名記 入

慢性 指 導(再 診 以 降 ・病 名 を参 照)

写 真 診 断(備 考 欄 参照)

そ の 他 の 伝 票 内容

質 裂
証 券

収 納"◎ 患者
を呼び料金を徴収

し,レ ジを打つ。

投薬のないOは

鯛 瞼 が切 って捨
てる。

タイプライタより

◎ とO出 力・

(黍瀦謬㍗)

罐 設 罪に

デ ィスプレイ入力

口(オ ペレづ)

患者 は薬局 で待つ

オペレータがロ
ー 時 保 管

薬 袋(ラ ベル)患 者 へ {
患者が切 り分け る,

患者保管

① 基本診療票 と
そ の他を分け て

整理。

▽ ① 基 本 診 療 票 を
カルテファイル に

収 容 す る。

(当 分の 間 他 の 伝 票類 も
一 緒 に フ ァ イルす る。)
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要 約

1.キ ャ ッシ ュ レス 化 へ の社 会 的背景

(1)消 費需要の多様化 に対応す る流通業 界経営効率化 の要請の高ま り

(2)金 融機関におけ る大衆化経営路線の展 開 として新 ら しい ペイメン トシス

テムの積極 的拡充

(3)消 費者信用の膨脹傾 向 と急伸す るCDカ ー ドの多目的利 用への期待

2.キ ャ ッ シ ュ レ ス ・シ ス テ ム へ の ア プ ロ ー チ の 現 状

(1)多 目的 カー ドと して の銀 行 系 ク レジ ッ トカー ドの普 及,但 し,磁 気 化 の

狙 いは,CDに よ るキ ャ ッシ ング ・サ ー ビス

②CDカ ー ドは 仕 様 の標 準化,金 融機 関 の拡 販 力に よ り,キ ャ ッシ ュレ ス ・

シス テ ム下 の 工Dカ ー ドとな り うる有 力 な 潜在 資格 を もつ に至 って い る

が,具 体 化 は未 知 数

(3)キ ャ ッシ ュ レス ・ペ イメ ン ト・シス テ ムの 基盤 と して,口 座 振 替,給 与振

込 の制 度 の拡 充 を 重視

5.POSと キ ャ ッ シ ュ レ ス ・ シ ス テ ム と の 結 合

'

,

(1)金 融機 関 は地 域 密 着 した コ ミ ュニテ ィ ・サ ー ビス の形 成 に意 欲 的 であ る

が,POSと の 直 結 に は一 般 的に慎 重。

(2)オ フラ イ ン ・デ ー タ決 済 方 式に よるPOSシ ス テ ム の実 験 例 は相当 あ る

が,金 融機 関億主導 的立場 にな く,参 画者 それぞれ の立場か らシステム・

メ リ ッ トを 評 価 し うる状況 に は至 らな い。
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4.今 後 の課 題

(1)キ ャッシュレス を主 目的 とす るPOS導 入 は疑 問視 され てk・ り,環 境 作 り

が 先決

(2)ク レジ ッ ト ・カー ドとCDカ ー ドの機 能 分担調 整

(3)小 売 業,金 融機 関 の営業 日(時 間)差 に対 応 し うる柔 軟 な シス テ ム構 成

(4)シ ステ ム及 び カ ー ドの安 全 性 保 証

㈲ シ ス テ ム ・コス トを容認 しうる条 件

⑥ 大 蔵 省 の店 舗 行 政 と異業 種 間 の回線 利 用

(7)現 状 では理 念 的 ア プ ロー チ が先行 。社 会 的 コ ンセ ンサ ス の 醸 成,流 通 業

のPOS導 入 本 格 化 を待 って現 実 的 に。

以 上

4

●
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一

β

POSと キ ャ ッ シ ュ レ ス ・シ ス テ ム

1.キ ャ ッシ ュ レス化 へ の社 会 的背 景

(1)流 通業界サイ ドの要因一変化す る消費性向へ の対応 と合理化の要請"

昭和50年 代以降 の高度経 済成長に よりもた らされた 「所得革 命」 と呼ばれ

る所得水準 の上昇 とその平 準化 に より,大 量 消費 と消費 のファッシ ョツ 化を生

み 出す 「高度大 衆消費社 会」 を迎え る こと となった。その結果消費者の ビヘイ

ビアは急速に複雑化 ・多様化 しつつ あ り,今 や流通業界 も消費者のニーズを先

取 りし,ニ ーズに応え,自 らのマーケテ ィング活動を強化 し得 る販売管 理体制

の変革 と合理化 を迫 られてきている。即 ら,商 品構成の 多様化 とそれ に相応 じ

い効 率的 な販売情報管理,新 しいペイメント・システムの導入 と定着化 に よる販

売促進,人 手 不足 と高騰す る人 件費負担 を軽減す るた めの レジ ・オペ レージ ョ㌔

ンの省力化,と い った経営革新 の主要課題 を解決す るための最 も基礎的 な仕組
ひ

み と し て,POSシ ステ ム とキ ャ ッシ ュレス決 済 シ ステ ム,及 び そ の 結 合 め

可 能性 に 強 い関心 が もた れ て い る。

(2)金 融機 関 サ イ ドの要 因 一大 衆 化 経 営 の新 た な展 開 とコ ンビ=L・一夕 リゼ ー シ

ョンの進展

こ う して ます ます 進 展 す る大 衆 化 社 会 の なか で,金 融機 関 も真 に 国 民生 活 の

便 宜 と向上 に 役立 ら,大 衆 の期 待 に応 え得 るサ ー ビス を開拓 し,そ れに よ つて

営 業 の増 進 を実 現 してい く とい う認 識 の も とに大 衆化 諸 施 策 を推 進 して い る。

反 面,こ れは 必 然的 に事 務 の小 口化,大 量 化 を もた ら し,こ の ため の コ ン ピュ
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一 夕 リゼ ー シ ョ ンが 積極 的 に進 め られ て きて い る。 新 しい貯 蓄 商 品 や ロー ン業

務 と並ん で,と りわけ 機能 サ ー ビス業 務 面 に於 て,給 与 振 込,口 座 振替,ク レ

ジ ッ ト・カー ド,預 入 ・払 出の 自動化 な ど決 済 機 能 の強化 ・拡充 が着 々 と図 ら

れ て きて い る。

㈲ 消費 者 信 用 の拡 大

大 衆 の 消 費 ビヘ イ ビア は 「た くわ え てか ら使 う」 か ら,基 調 と して 「使 って

か ら将 来 の所 得 で 支 払 う」 とい う方向へ 変化 しつつ あ る。 加え て,金 融機 関が

大 衆化 推 進 の過 程 で,従 来 の よ うに個 人顧 客 を単 に預 金 吸収 の マ7ケ ッ トとし

てだけ で な く,資 金 運 用の マ ー ケ ッ トと して も積 極 的 な評 価 を して アプ ロー チ

す る よ うに な って き た こ とか ら,ク レジ ッ ト・ カー ド,消 費者 ロー ン等 に代 表

され る よ うに,消 費 者 信 用 の顕 著 な拡 大傾 向 は今 後 も続 く と見 られ る.、

但 し.今 後 の よ り一 層 の発 展 の ために は

① 個 人信 用調 査機 関 の 整 備

② 個 人 の信 用取 引 へ の慣 れ

等 の課題 の解 決 を要 す る。 、

(4)キ ャ ッシ ュ ・デ ィス ペ ンサ ー(CD)用 磁 気 カ ー ドの仕 様統 一 と普 及

更に,予 想 され るキ ャ ッシ ュ レス ・シ ョヅ ピ ング の導 入 発展 に各 種 ク レジ ッ

ト ・カー ドと並 ん で大 きな役 割 を担 うか も しれ ない も う一つ の カー ドーCD用 磁

気 カー ドーの普 及経 過 に注 目 しなけ れ ば な らな い。

我国 に於 て 初 め て オ フCDが 導 入 され た の は1969年 の こ とで あ る。 その

後 数 年 を 経 ず して オ ンCDに レベ ル ア ップされ る の と同時 に,預 金 払 出 しの た

めの本 人 確 認媒 体 と して創 設 され た この カー ドは,い ち早 く,多 目的 カー ドと

④一6
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`

して の将 来 的 な ア プ リケー シ ョンの拡 張性 を展 望 して,UC・J ,CBに 加 盟 す

る都 銀 幹 事行 グル ー プ の主 導 の 下 に カー ド仕 様統 一 化 の 検 討 が 開 始 され,19

72年8月 に現 在 の様 式 に決 定 され た。

CDカ ー ドは,こ の 標準 化 を果 す こ とに よって,カ ー ドと して の生 い 立 ちは

最 も後 発 なが ら,今 後 の給 与 振 込 制度 の 普 及,他 業 種 を含 めた キ ャッシ ュ レス ・

サ ー ビス の拡大,等 社 会 環 境 の変 化 に対応 して顧 客サ ー ビスの拡 充 を幅 広 く媒

介 ・展 開 す るため の 有 力 な地 位 を 占め る こ と とな った と考え られ よ う。

2.キ ャ ッ シ ュ レ ス ・ シ ス テ ム へ の ア プ ロ ー チ の 現 状

(1)ク レジ ッ ト・カー ド

A発 展 経緯 とそ の 意義

現 在,我 国 に於 け る一 般 化 した 多 目的 ク レ ジ ッ ト・カー ドは銀 行 系 カー ドが

主 力 を な して い る。

↑960年,ダ イ ナ ー ス ・イ ン ター ナ シ ョナル,日 本 交 通 公社,富 士銀 行 の

共 同 出 資 に よる 日本 ダ イ ナー ス ・ク ラブの設 立 に始 ま り,1961年 に は三 和

三 井,協 和,大 和,神 戸.北 海道 拓殖 の6行 の共 同 出 資 に よる 日本 グ レ ジ ッ ト・

ビュー ロー(JCB)が 設 立 され た。 そ の後1967年 か ら1969年 にか け

て ダイ ヤ モ ン ド・ク レ ジ ッ ト(三 菱),住 友 ク レジ ッ ト ・サー ビス(住 友),

ミ リオ ン ・カー ト㌔ サ ー ビス(東 海)が 次 々に設立 され,最 後 に富 士,第 一,

日本 勧 業,埼 玉,太 陽,三 菱 な ど6行 の共 同 出資に よるユ ニ オ ン ・ク レジ ッ ト

(UC)が 発足 し,銀 行 系 カー ド6社 が 出そ ろ うに至 っ た。

銀 行 系 カー ド会 社 の 他 に は,日 本 信 販 は じめ各信 販 会社 の ク レ ジ ッ ト ・カー

ドが あ って銀 行 系 カ ー ド会社 と競 合 して い るほ か,百 貨店 ・ホテ ル ・石 油 業 界

等 他 業 界の ク レジ ッ ト ・カー ド業 務へ の参入 も活 発 化 して きて い る。
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○ カー ド発徹 数(csO推 計)

}

1973年 1976年 予想

百 貨 店 toOO千 枚 5000千 枚

銀 行 系 ク レ ジ ッ ト・カ ー ド 4800iz200

信販 ・専門店会 ・商店会 4…1一

石 油 Z10014900
1

:合 計 L_1叱oooi2a200]

0

0

0

0

0

0

0

0

7

6

5

4

3

2

1

銀行系 カー ドの普及 推移(銀 行系 カー ド6社 公表数字 に より集計)

43年 45年

④ 一8
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一
〇 銀 行 系 カー ドの 普 及 率(48年 現在)

カ ー ド 会 員 数(4.6百 万 人)

15オ 以 上 の就 業者 人 口(53百 万 人)

カ ー ド 会 員 数(4.6百 万人)

20オ 以 上 の成 人人 口(75百 万人)

決 済 口 座 数(5.07百 万 口座)

==&7%

一 ・=6 .5%

`

ぜ

全国の世帯数(3a6百 万世帯)
=10%

○ 銀 行系 カー ドの実 態(艇)日 本 割賦協会 しらべ)

(調 査時期49/1～2月回 答 者1 ,340人)

カー ド保有 枚 数
11枚652%

2枚22.2%

3枚 以上1t6%

カー ド保有年 数

竺 ㍍:::1縢 全熟c強
3～5年268%

5年 以上22.2%

月間の平均利用回数 0回14,7%

(注)
1～5回761%

6～10回64%

10回 以上t5%

月間の平均利用金額 ろ万 円未満596%

L
5万 円以上4α4%

(注)あ る カー ド会社 に よれ ば睡 眠 カー ドの 比率 は本 デ ー タ よ りも高 く,

これ らの カー ドの 利 用換 起 が大 きな 課 題 の一 つ とな って いる。
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ク レ ジ ッ ト.カ_ド は キ ャ ッ シ ュ レ ズ ・ ヅ ヨ・ッ ピ ン グ のIDカ ー ド と し て 現

在 実 用 段 階 に 達 し て い る ほ ぼ 唯 一 の 例 で あ る が,キ ャ ッ シ ュ レ ス ・ シ ョ ッ ピ ン

グ拡充の観点か ら,チ ド会員の潜在需要開拓,並 融 より日常的⇔ 額 消費

(例 えば生鮮食料 品などの家計消費)を 扱 う小売業者 で もカー ド利用可能 とす

るための努力が期待 され る。

B問 題点 と今後の展 望

我 国のクレジ ット・カー ドは本格的 な実用段階 に入ってが ら6～7年 と日は

浅 く,そ の普及 率は先発ア メリカと比較す る どまだまだ低 く,そ の利 用度 も未

だ充分な もの ではない。今後 カー ド業 務を更に伸展 させ てい くうえ で解決すべ

き制度的課題 として次の諸点が挙げ られ る。

① カー ドの安全性 の保持

カー ドの紛 失 ・盗難 に よる不 測 の損 害 か ら会員 を守 るため の,コ ン ピ ュー タ

ーに 書 るオ ー ソ リゼ ーシ ョン ・シ ステ ム,及 び カー ド盗難 保 険制 度 の一 層 の拡

充 。 ∨ 膓.

② 信 用秩 序 の強化 三

代 金 決済 の延 滞や貸 倒 れ 等 の 不 良 債権 増 加 を抑え るため の,開 放 され た 個人

信 用情 報 チ ェ ック ・システ ムの確立 や,法 的 規制 措置 に よる信 用 秩 序 の強 化 。

③ 磁 気 カー ド ・シス テ ムへ の展 開

カー ドに磁 気 ス トラ イプ を加 え,金 融 機 関CDで のキ ャ ッシ ン グ ・サ ー ビス

を可能とするべ く検 討 が 進 め られ て い る。 これ に よ り,将 来 的 には金 融機 関 店 舗

外,或 は営業 時 間 外 の キ ャ ッシン グ ・サ ー ビスへ の 道 も開け る こ と とな る が,

POSと の結 びつ きにつ い て は,加 盟 店 棚 に とって,磁 気 カー ド読 取 り装 置 を

一 般化 し得 る よ うな実 情 にな い た め,具 体 性 を もつ ス ケ ジュー ル と して は 未 だ

考え られ てい な い。

④一10
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④ 延払 方 式 の導 入

よ り高額,高 級 商 品 を も カー ド利 用の対 照 分野 とす るた め に,銀 行 系 カー ド

に カー ド利 用代 金決 済 の延 払 い,な い し リヴォル ヴ ィング ○ク レ ジ ッ ト(回 転

信 用)を 導 入す る こ とが期 待 され る。

(2)CDカ ー ド

A意 義

CDの 積極 的 拡大 は,ク レ ジ ッ ト・カー ド,口 座 振 替 な ど一 連 の キ ャ ッシ ュ

レ ス化 へ の動 きの 中で一 見 逆 行す る か に見 え る。 しか しCDの 普 及 に よ って,

余 分 な現 金 を持 歩か な くてす む こ とが,キ ャ ッシ ュ レスへ の促 進 要 因 と も考 え

られ,既 に大 量 に発行 され て い る統一 〇Dカ ー ドが 今後 の キ'Vr.・rッシ ュ レス ・シ

ス テ ムに於け るIDカ ー ドの 機能 を果 たす もの と して,シ ス テ ム推 進 上 の役 割

を 期 待 され る。

OOCD及 びGDカ ー ドの 国 内普 及 状 況 、,t

1＼ 一_ ＼
_ 、

4ア/12
}

48/1249/イ2 50/12 }51/12

00D台 数 250台 t500台 4000台 4500台 9000台

CDカ ー ド枚 数 1百 万入 5百万人 川5百 臥 25百 万人

二 ・

50百 万 人1

備 考
;

一
実験段階

〉〉

都銀中心に拡大 中小金融機関へ拡大

己

●

(関 係 メー カー調)

B今 後 の展望

統 一－CDカ ー ドを ベ ー ス と した具 体 的 なア プ リケー シ ョン と して 考え られ る

もの を挙げ る と次 の通 りで あ る。

① オ ン ライ ンCDの 店 頭 ・外 壁 設 置 拡大(営 業時 間 延長 へ)
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② 店舗 外CDの 設 置 と日本 キ ャ ッシ ュ ・サ ー ビス(株)へ の発 展(サ ー ビス ・

ネ ッ トの拡 充)

③ 銀行 間預 金 受 払 提携(オ フ提携 か らオ ン提 携 の方 向 へ)

④企 業 内設 置CDに よる キ ャ ッシン グ ・サ ー ビス(給 振 との連 動)

この ように,エ レ ク トロニ ック な資金 決 済 の媒 体 と してCDカ ー ドを基盤 と

した 諸サ ー ビス は,個 別 銀 行 サ ー ビス か らイ ン ター バ ン ク ・サー ビスへ の段階

は 現実 的 な も の とな ったが,コ ミュニテ ィ ・サ ー ビス へ の展 開は,理 念 的 に は

と もか く,具 体化 へ の道 程 は まだ まだけ わ しい もの と考 え られ る。

(3)そ の他の各種 デ ータ決済 システム

A口 座振替制度

口座振 替制度は 昭和50年 に電話料金収納事務合理化 のために初 めて採用 さ

れて以来,金 融機関 の大衆化路線の本格化 とともに,各 種公共料金 を中心 に,

ク レジ ッ ト,国 税,地 方税,割 賦代金,等 対象種 目,収 納 団体数 とも急速に増

加 してきてい る。金 融機関サイ ドに於 ては,増 大す る事務量 の効率 的な処理 体

制確立,コ ス ト負担等 の問題点 も顕現化 しつつ あるが,自 動振替決済機能は利

用顧 客 ・金融機関 ・収納団体の各当事者何れ に もメリッ トを もた らす機 能であ

るだけ に,今 後 とも普及,定 着 してい くことにな ろ う。

島

舟
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○ 主な 口座振替実施 種 目(全 銀協 調べ)

収 納 団 体 数
種 類

昭44/7月 昭47/9月
一

国 税 1 1

社 会 保 険 料 39 39

労 災 保 険 料 4 4

地 方 税 78 151

/

都 道 府 県

く 市

＼町 村

/26

く38

14＼
、

r

];i

い,
水 道 料 金 103 213

電信 電話 料 金 1 1

NHK受 信 料 1 1

電 力 料 金 9 9

ガ ス 料 金 等 55 61

公 団 家 賃 等 6 6

日本育英会奨学金 1 1

民間健康保険料,厚 生年 金基金 28 91

ク レ ジ ッ ト等 41 142

保険 ・証券 会社 15 47

国民年金保険料 12

合 計 3621
|

779
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○ 主要公共料金の 口座振替利 用状況(単 位 千件,.%)

種 類

電話料金

NHK
受 信 料

電 気 料

〃

水 道 料

〃

ガ ス 料

1〃

全 国

全 国

東京電力

関西電力

東 京 都

大 阪 市

東京ガス

大阪ガス

口座振替

開始年月

45/3 48/3

需要家数 利用者数

5〔).410,6664.114

38.621,0582,149

42.68,650301

5445刀00200

42.51,676115

41.870055

4三L52,977140

4・.11・2,2・ol150

利用率 需要家数

58.625,127

40.224,132

5.511,794

46,523

6.91～,172

5
,786

4.74.022

73,240

利用者数

16,465

6,404、

4, .168

2.474

735

559

1,877

1,625

利用率

(全 銀協調べ)

71.2

26.7

35.3

5z9

55.7

43.1

46.7

50.1

B給 与振込制度

給与振込制度 は,昭 和30年 代後半か ら,一 部 の企業 に採用 されていたが,

最近 にな って金融機関側の営業 的努力(家 計資金 捕捉)と 企業側 の給与支払事

業合理化 のニーズ を背景 として急速 に普及 しは じめるに至 った。 そ して,こ の

傾向 は公務員給振の実施見通 しに より,今 後更 に加速 され ることが予想 され る。

本制度の 内部的仕組みの問題 と して,企 業 との振 込データ授受方式や,多 行 間

にまたが る決済方式を更に改 善 ・工夫す る余地が残 されてい るが,CDの 普及

に より受給者め利便は改善 されつつある。

本 制 度 が 幅広 く国民生 活 に根 を下 す こ とに よ り,勤 労者 め 家 計 は 従 来以 上 に

金 融機 関 に結 び つ け られ,口 座 振 替,ク レ ジ ッ ト・カー ド,CDカ ー ド等 の資

④一14
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ら

金 決 済 機能 と有 機 的 に結 合 す る こ とに よって,キ ャ ッシ ュレス ・シス テ ムを 推

進す る うえ で の大 きな 役割 を 果 してい くこ とにな る もの と思 わ れ る。

5.POSと キ ャ ッ シ ュ レ ス ・ シ ス テ ム と の 結 合

(1)意 義 と狙 い/1.'、.,、

A消 費 資 金 決済 機 能 の 拡 充 と 自動化 ・ ,11

既 に述 べ た とお り,金 融 機 関 の努 力 に よって普 及 しつ つ あ るペイメント・シ ス

テ ムー 口座振 替制 度一 は 既 に完 全 に家 計 に定着 して きて い るが,こ の制 度 が 未

だ十 分 に カバ ー し得 て い な い 家 計 支払 部 分,よ り 日常 的 で且つ よ り大 きな 部 分

を 占め る消費 資金 に つ いて金 融機 関 の もつ決済 機 能 と直結 して 自動 化 す る こ と

は,キ ャ ッシ ュレス 促 進 上極 め て 重要 な テー マ で あ る と伝え よ う。

.統一 σDカ ー ドの 普 及 は そ の 潜在 的 マー ケ ッ トと して キ ャ ッシ ュ レス ・シ ョ

ッ ピ.ングを捉 え る こ とが で き,又 逆 に現 状CDに よる預 金 引 出 しにの み 使 用 さ

て い る磁 気 カー ドに,キ ャ ッシ コ.レス ・シ ョッ ピ ング とい う新 たな ア プ リケー

シ ョンが加 わ る(他 の 諸 々の シ ステ ム基 盤 の整 備 が 前 提 とな る が)こ とに よっ

て,相 乗効 果 を生 み 出 しつ つ新 た な カー ド利 用 ニー ズ と顧 客サ ー ビス を 創 出 し

て い く もの と思 われ る。

Bコ,ミ ュニテ ィ形 成 の 促 進

又,こ の よ うに して,金 融 機 関 との地 域 単 位 の 流通 資金 フ ローが 確 立 す れ ば

金 融機 関 と しては,そ の経 営 課 題 であ る大 衆 密 着,地 域 密着 した ゴ ミ ュニテ ィ

の 形成 を促進 させ る効 果 を期待 し得 る。

G流 通 合 理 化 の 推 進

流通 資 金決 済 のた め に,金 融機 関 と流 通業 との結 び つ きが 密 にな る こ とに よ

り,流 通 システ ムの た め の金 融,リ ー ス の需 要 を生 み 出 し,流 通 合 理 化 を 促進

④一15



す るこ と とな ろ う。 又,こ れ は,金 融機 関 に とっ て は,そ の長 期 的 マ ー ケテ ィ

ングに基 づ い た販 売 促 進,需 要 促進 の効 果 を生 み 出す こ と と もな ろ う。

(2)実 験 シ ステ ムの概 要

APOSに よる キ ャ ッシ ュレス ・シ ステ ム実 験例

昭和47年 以 降,金 融機 関が 参 画 したPOSシ ステ ムの実験 例は 次 の通 り相

当 数 に のぼ って い る。

Bシ ス テ ムの概 要

各 シス テ ムは,細 部 の相 異 点 は あ る も のの,そ の基 本 的 な考 え 方 はほ ぼ 同様

で ある。

① 代金 決 済 方式(オ フ ライ ン方式)

・小 売 店 のPOSタ ー ミナル で収 集 され た引 落 デー・一夕は 紙テープ
,磁 気テープ

もしくは紙へのタイプ ・リス トに より金 融機 関 へ持 込 まれ,セ ン ター或 は 支 店 で

引 落記 帳 され る。

・引 落 デ ー タ持 込 の サ イ クルは概 ね1日1回 でほぼ 即 時 決 済 に近 いが
,中 に

は デ ー タ量,事 後処 理 の関係 で週1回 と して い る もの もあ る。

② 対象 顧 客 の制 限

引 落不 能 に よる リス ク を避け るため に,信 用 良好 先 を選 別 してい るが,そ の

規 準 は 必 ず しも厳 格 な もの では ない。(小 売 店 が わ の リス ク)

③ 決 済 口座

殆ん どの シ ス テ ムが,一 般 の普 通預 金 口座 と共 用 して お り,専 用 口座 方 式 を

採 ってい る例 は少 な い。

④ 与信 残高 の管 理

磁 気 カー ド上 に 買物 金 額 の限度額 を記 録 してお き,買 物 の都 度,POSタ ・一:
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略 称

鹿 児 島 信 販

(鹿児島市)

サ ミ ッ ト・ス ト ア

(世 田谷 区 ・若林)

竹 葉 台 フー ドマ ー ト

(横 浜 市)

新 潟 相 互 銀 行

(新 潟市)

ジ ャ ス コ

(奈 良西大 寺)

ー
⊆

西 友 ス ト ア

(町 田 布)

武 ス ト ア

松 坂 屋 ス ト ア

(板 橋 区 ・高 島平)

松 坂 屋 ス ト ア

(足 立 区 ・竹 の 塚)

提 携 会 社

・鹿児島信販

・鹿児島銀行

・立石電機

・高千穂交易

・サ ミ ッ ト・ス トア

・住 友銀 行

・日本 通信工 業

・東 京 急 行

.フ ー ド ・マ ・一 ト

・三 井 銀 行

・富 士 通

・新 潟相 互銀 行

・新 潟 コンピュ一夕ナ ビス

・小 林 百貨 店
,大 和 デ パー ト

・モ ァ電 子

・ジ}ス コ

・第一勧銀 大和銀行

太陽神戸銀行

・富 士 通

・西 友 ス トア

・第一 勧 銀
,三 菱 銀 行

・富 士 通

・東 武ス トア
,松 坂屋 ス トア

・東京 相 互 銀行

・高千 穂 交 易

・ア ポ ス

・東 海 銀 行

・ ミ リオ ン ・カ ー ド・サ ー ビ ス

・立 石 電 機

業務開始

4Z4

4Z8

4710

48.1

48.3

デ ー タ ・決済

・紙 テ ー プ

・ 月1回

・紙 テ ー プ

・週1回

・紙 テ ー プ

・4日1回

・ カセ ッ ト ・

テ ー プ

・1日1回

'タ イ プ ・ リス ト

・1日1回

48.5・ タ イ プ ・ リ ス ト

ジ 　
・磁 気 テ ー プ

48.9・1日1回

49.4 ・カ セ ッ ト ・

テ ー プ

・4営 業 日 後

カ ー ド

信 販 カ ー ド

(KCク レ ジ ッ ト ・

カ ー ド)

サ ミ ッ ト ・ホ ー ム ・

カ ー ド

青葉 台 東急

キャッシュレス ・カード

(統 一 仕 様 カー ド)

ラ イ フ ア ヅ プ ・

カ ー ド

利 用 限 度 額1本 人輸

与信限度内

1回5000円

1日5回 ま で

(POSタ ー ミナ ル で

チ ェ ック)

買物専用預金

口座残高内

買物の都度磁気力

(一ド残高を更新)

・1回10万 円 以 内

・1万 円 迄 は 新 潟 コ ン

ピ ュ 一 夕 ー サ ー ピ.ス

が 立 替

ジ ャス コお買物 ・月 間限度 内

カー ド

(統 一 仕様 カー ド)

i(10万 円)

・限度 額 更 新 は

西 友 シ ョッピ ング ・

カー ド

(統 一仕様 カー ド)

東京 キ ャッ シ ュ ・

カー ド

(統 一 仕様 カー ド)

・東 海CDカ ー ド

(TOPカ ー ド)

暗 証 コー ド

事 故 カー ド

登 録

同 上

同 上

同 上

|POSタ ーーミナ ル

・月間 限度 内

(5万 円)

・限度 額 更 新 は

POSタ ー ミナ ル

・用聞 限度 内(10万:[i)

・引 落 し不 能分 はア ポ

ス が立 替,一 定期 間

後 は ロー ン に 切替

・月 間 限度 内(・5万円)

(引落不能の場合はミリオンカート勃恒取)

同 上

同 上

同 上

暗証 コー ド

カ ー ド 利 用

・シ ョッ ピング

・CD

・現 金 自動 入 金機

・ 〃 〃 貸 付機

・シ ョ ッ ピ ン グ

・シ ョ ッ ピ ン グ

・CD

・ シ ョ ッ ピ ン グ

・シ ョ ヅ ピ ン グ

・OD

・シ ョ ッ ピ ン グ

・CD

・シ ョ ッ ピ ン グ

・CD .ロ ーン ・カー ト

クレジッ トカー ド

優 待 カ ー ド

・ シ ョ タ ピ ン グ

・CD

対 象 顧 客 そ の 他

鹿児島信販会員

約1,000名

住 友,世 田谷 支 店 に預 金

(。座 を、つ人)

三井 ・青葉台支店に買物専用

口座を開設する人,当 初関係

5社 の社員500名,現 在は

一般 に開放

・今 後 の 展望

ODカ ー ドとの共 用

サ ミッ トス トア他 店 舗

へ の拡大

・東 急 の ニ ュー タ ウ ン開

発 の一 環

・将 来 はテ レ ビ ・シ ョッ

ピング を展望

・同 行 に預 金 口座 を有 し,一

定 の資格 要 件 を備え た 人

・関 係会社 社 員500名

・モニ ター会 員1 、500名

・利 用者 に は年2回
,買

物 金額 の3%程 度 の割

戻 金 が あ る。

・当初 は関係3社 社 員

2,500人

・現在 は一 般 に開放

(取 扱行 に預 金 口座 を もつ 人)

・両行 の何 れ か に普通 預 金 口

座 を もつ 人

・利 用者500人 程度

・中止理由

①西友ス トアの売場改装

②商品管理面とリンクせ

ずメリット少

・当 初モニ ター70名

・現 在 は一般 に開放

(東 京 相互,高 島平 支 店 に預

金 口座 を もつ 人).

・東 海.竹 ノ塚 支店 に総 合 口

座 を有 し.一 定 の資 格 要件

を備え た 人
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ミナ ルで 更新 して管 理 してい る。

④ カー ドの機 能

工Dカ ー ドは 殆ん どが 統 一 仕 様 カー ドで,CDと 共 用 カー ドとな って い る。

⑤POSタ ー ミナ ルの機 能

小 売店 のPOSタ ー ミナ ル は.キ ャ ッシ ュ レス の為 のデ ー タ収 集 機 能 の外 は

ほ ぼ従 来 の レ ジス ター と同 じ位 置づ け とな ってお り,POSタ ー ミナルの導入 は

商 品管 理 面 の レベ ル ア ップ と直 接 の関 連 は な い。

Cシ ス テ ム の仕組 み

基 本 的 な仕組 み は 次 の通 りで あ る。

上決済デ
_

端 姦通
＼、

鶉艶
カー ド発行

但 し,シ ステ ム毎 の相異点 として次の点 が挙げ られる。

① 複数金融機関が参加

・町 田(但 し実験中止)

・奈良 ・西大寺

②複数小売店が参加

・高島平

・鹿児島

・新 潟
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③ 預金残高不 足に より決 済不能 の場合,自 動的 に信 用供与す る

・高 島平

・新 潟

(3)問 題 点 と評 価

総 じて未 だ,実 験 期 間 が 短か く,参 画者 それ ぞ れ の立場 か ら,シ ス テ ム ・メ

リ ッ トを評 価 し得 る状 況 には な いが,概 して 閉鎖 的規 模 に と どま り,必 ず しも

積 極 的 な拡 大意 欲 は見 うけ られ な い。

これ らの シ ス テ ムの実 験 の過 程 で明 き らか とな った問 題 点 は 次 の とお りで あ

る。

① カー ド利 用 誘 導 の た め に は,「 現 金kし でOK」 とい う便 利 さだけ でftく,

加 入者 へ の何 らか の利 益 還 元 も付 加す る必 要 が あ るか も しれ な い 。

②特 定店 舗 だけ で な く,コ ミ ュニテ ィ内 の 多数 の 店 舗 で カー,'ド利 用 を可 能 とす

る必要 が あ る。

③ キ ャ ッシ ュ レス ・タ ウ ン成立 の た めに は,次 の条 件 が充 た され る こ とが 望 ま

しい。

・ま とま りの あ る コ ミュニ テ ィで あ る こ と。

・キ ャ ッシ ュレ ス ・カー ドの汎 用化 。

・店 舗 の 業 種 ・規 模 に応 じた 多様 な ター ミナ ル の 用意 。

④ 小 売 店 側 は,商 品管 理 シ ステ ム と連 動 しな け れ ば メ リッ トが少 な い。(実 験

シス テ ム では,何 れ も既 存 の レ ジス ター とPOSタ ー ミナ ルが 併存 してい る

た め,レ ジ ・オ ペ レー シ ョン,商 品管 理 方 式 が 二 元 化 して い る)。

4.今 後 の課 題

④ 一20
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(1)POS利 用に よるキ ャ ッシ ュレス ・シ ョッ ピン グの前 提 ミ

APOSが 小 売業 内部 の 合理 化 シス テ ムと して本 格 的 に導入 され 定着 す る

こ と:・

POS導 入 の本 来 の 目的 は販 売 デ ー タの即 時 把握 と,売 り場 の 事務 合理 化 で

あ り,何 れが 主 とな るか は業 種 毎 に区 々で あ るが 、何 れ に しそ もキ ャ ッジ ュレ

ス機 能 は小 売 業 に とって付 加 的 な機 能 と考 え られ る。 即 ち,当 事 者 で あ る流 通

業 界 と金 融機 関 とが,夫 々の 内部 的 合理 化 ニ ー ズ に基 づ い て構 築 した シス テ ム

の 接 合部 分 を なす機 能 が キ ャ ッシ ュ レス機 能 と考え るの が妥 当 で ある。 そ の意

味 で,当 初 か らキ ャ ッシ ュ レスを主 目的 と して,POSを 導 入 す る こ とには 疑

問が あ る。 キ ャ ッシ ュレ スの み を 目的 と した先 発 ア メ リカに於け る従 来 の 実 験

シス テ ムは,そ の後 何 れ も中止 の情 報 もあ る。

B顧 客 ニー ズ の創 出 と,現 金 に よ ら支 い決 済へ の慣 れ

我国 で は,ア メ リカに比 し,個 人 小 切 手 の 未 普及,ク レジ ッ ト ・カー ドの 歴

史 の浅 さ,等 の理 由に よ り,現 金 重 視 の考 え 方が 根 強 い の で,顧 客 ニ ー ズに マ

ッチ したサ ー ビス の 内容 を作 り出 して い く と とも に,現 金 重視 の 慣 習を 打 破 し

て,本 システ ム普及 の環 境 づ く りに努 め る必 要 が あ る。

●

句

(2)解 決す べ き主 要課 題 ・

Aク レジ ッ ト ・カー ドとCDカ ー ドとの関 連

現 状,キ ャ ッシ ュ レス ・シ ョ ッピン グの 工Dカ ー ドと して 考え られ る もの は
く

ク レジ ッ ト ・カー ドとCDカ ー ドの2種 類が あ り,ク レ ジ ヅ ト・カー ドの現 有

機 能 と従 来 の キ ャ ッシ ュレス ・シ ョ ッピング の 実験 事例 を ベー ス と して考 え れ

ば,
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① シ ョッ ピン グ機 能

・クレ ジ ッ ト加 盟店 … … ク レジ ッ ト・カー ド

・POS実 施 店CDカ ー ド

② 現金 支払機 能

・キ ャ ッシ ン グ ・サ ー ビス… … ク レジ ッ ト ・カー ド

・預金 引 出 し(CD)CDカ ー ド

とい う機 能 分担 が な され てい るが,将 来 的 に も,夫 々異 った機 能 を 担 って独 立

に発 展 させ て い くのか,或 は両 カー ドの もつ 機 能 を結 合 して共 用 カー ドとす る

の か,何 れ が 国民 経 済 的立 場 か らみ て望 ま しい のか を検 討 す る必 要 が あろ う。

B小 売 店 と金 融機 関 との営 業 時 間 差

現 状,既 に,小 売 店 と金 融機 関 との 間 に は,営 業 日 ・営 業時 間 の相 異 が あ り,

更 に将 来 の金 融 機 関 の週 休2日 制 実施 を展 望 す れ ば,オ ンライ ン ・'リア ル タ イ

ムに よる決 済 方 式 は 必 ず しも万 能 では な い。 従 って ,こ の よ うな営 業 時 間の相

異 が 存在 す る こ とを前 提 と した うえ で,そ の場 合 の オ フ方式 に よる 運 用 を も可

能 にす る よ うな信 用限 度 チ ェック ・シス テ ムを,制 度 的仕 組み と して,並 行 的

に整備 ・確 立 して い く必 要 が あ る。

Cシ ス テ ムの 安 全性

コ ン ピュー ター ・シス テ ムの ハ ー ドウ ェア ,ソ フ トウ ェア,及 び媒 体 と して

の磁 気 カー ドとい った,シ ス テ ム全 般 に わ た る危険 防止(取 引不 能 ,犯 罪,事

故,等 の 対処 策),内 部 ・外 部監 査 体制 の 確立 につ い て,シ ス テ ムの運 営主 体

責 任 分担 を 明確 に しつつ 研 究 して い く必 要 が あ る。

Dシ ス テ ムの経 済 性

① 投 資 ・コス トの 要 因

・オ フ ライ ン方 式 の場 合 「

POSタ ー ミナル を中心 とす る シス テ ム投 資(流 通業 サ イ ド)コ ン ビ=L・一

夕ー 稼 動 に 関 わ る コス ト(金 融機 関 サ イ ド)
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そ の他 各種 帳 票,カ ー ド,取 引 明細郵 送 料 な ど維 持 コス ト(共 通)

・オ ン ライ ン方式 の 場 合

POSタ ー ミナル を中心 とす るシス テ ム投 資(流 通 業 サ イ ド)小 口消費 代

金 引 落 しに伴 う膨大 な容 量 と高速 性 を もっ た フ ァイ ル装 置(金 融機 関サ イ

ド)

コ ン ピュー ター稼 動 に関 わ るコス ト(金 融機 関 サ イ ド)"

多数 の通信 回線 の た めの 回 線 料 コス ト(共 通)

そ の 他各 種 帳票,カ ー ド,取 引 明細 郵 送料 な ど維 持 コス ト(共 通)

プ ログ ラマ ーや シス テ ム ・エ ン ジニア に対す る教 育投 資(共 通)

② 大 規 模 な消 費代 金 決済 シ ス テ ムのた め に は;前 記 の とお り膨 大 な投 資 ・コ ス

トの発 生 が見 込 まれ るた め,こ の コス ト負 担 を如何 な る形 で行 な うか が大 き な

問 題 とな る。 そ の場 合,既 に 述 べ た とお り,少 くと もPOSタ ー ミナ ルに つ い

て は,磁 気 カー ド化 され たク レ ジ ッ ト ・カー ド,CDカ ー ドの何 れが 工Dカ ー

ドの主 流 とな る と して も,流 通 業 サ イ ドの 内部 的 ニー ズ に基 づ い て .流 通 業 サ

イ ドの 負担 に よ り,大 量 に導 入 され 定 着 してい る こ とが 必須 要件 と思 われ るほ

か,金 融機 関 と して も,カ ー ド取 引 の増 加が 直接 的 に フ ァイル 投 資 負担 増 にバ

ネな い 何 らか の 新 しい商 品 体 系 の考案 が 必 要 とな ろ う。

E大 蔵省 の店 舗行 政

オ ン ・ライ ン ・ リア ル タ イ ム に よる代金 決 済 方 式 は ,現 在 の大 蔵 省 の金 融 機.

関 店 舗 行 政 の も とでは,POSタ ー ミナ ル設 置場 所 が 金 融機 関 の店 舗 と見 な さ

れ る た め,事 実上 不 可 能 とな っ てい る。

も と よ り,金 融機 関店 舗 の 概 念 も社 会環境 の変 化 に応 じて,時 代 と と もに 変

って い くべ き もの で ある が,今 後 検 討 を要す る課題 で あ る。
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(3)今 後 の展 望

キ ャ ッシ ュレ ス社 会 は,自 動 資金 決 済 シス テ ムをそ の基盤 と して考 え られ る

もの の,そ の ア プ ローチ の手 段 につ い て は,社 会環 境 や 国情 の相異 か ら,各 国

で も種 々 の論 が あ る。

Aア メ リカ に於 ては,小 切手 流通 量 の 膨大 化 とい う差 し迫 った 問 題意 識 か

ら,ペ イ メ ン ト・シ ステ ムの抜 本 的 な改 善 策 と して 幅 広 い研 究 が な され て き て

い るが,種 々問 題 も多い の で,先 ず地 域 的 な シス テ ムの導 入 を進 めた うえ で,

そ の 次 の ステ ップ と して これ を全 米 に拡 大 してい こ う と してい る模様 で あ る。

例 え ば,ア メ リカ銀 行 協 会(ABA)の 基 本 方 針 を 受 け て,各 地 のSCOPE

委員 会(SpeciaユCommi七tθeOnPapθrlessEntries)

では 紙 に よ らな い コ ン ピ ュー ター ・イ ンプ ソ トを 中心 に,新 しい 決済制 度 の ス

タデ ィを始 め て い る。

Bこ れ に比 し,我 国の場 合 は,差 し迫 った ニ ー・一ーズ とい うよ りは,む しろ

「あるべ きシ ス テ ム 」 としての理 念 的 ア プ ロー チが 先 行 して い るのが 現 状 で あ

ろ う。 ただ,我 国 の場 合,個 人 の消費 生 活 に於 け る根 強 い現 金主 義 の慣 習 に も

拘 らず,前 記 の とお り

。公 共料 金 を 中心 とす る各 種 口座 振 替 の 広汎,且 つ着 実 な普 及

。ク レジ ッ ト ・カー ド会 員 の増 加

。給 与 振 込制 度 実施 の本 格 化

な ど,実 質 的 に キ ャ ッシ ュレス への方 向へ 前 進 しつ つ あ る と考 え られ るほ か,

金 融 機 関 に於 け る コ ン ピ ュー ター 利 用 の レベ ル,コ ン ピ ュー ターを応 用 した新

種 業 務 開 発 力 の 面 に於 て も,ア メ リカに 比較 して劣 らない条 件 を備 え てい る。

但 し,POSシ ス テ ムに よるキ ャ ッシ ュ レス に は,前 記 の 困難 な諸 課 題 の解

決 を要す るほ か,基 本 的 な前 提 条件 と して,こ の種 の システ ムに つい て

④一一24

→

'



・国 民経済 的 見地 か らみ た必 要 性 ・有 用性

。国 民各 階層 が普 偏的 に メ リ ッ トを享 受 で き るか ど うか

につ い て の社 会 的 コ ンセ ンサ ス を醸 成す る こ とが 先 ず必 要 で あろ う。

現 在 行 な わ れ つ つ あ るキ ャ ッシ ュレス ・シス テ ムは,何 れ も上記 諸 点 に 関 す

る判 断 材料 を得 るため の実 験 と して一 応 の 評 価 を す る こ とが でき よ う。 従 って

'キ ャ ッシ ュ レス ・シス テ ム普 及 の 必然 性"に つ い ては
,現 在 は未 だ 明確 な判

断 を下せ る段 階 には 至 って い な い とみ るの が妥 当 と思わ れ る。

何 れ に して も,POSシ ス テ ム とキ ャ ッシ ュ レス との結合 に つい て,安 易 に

楽 観 的 な見 通 しを もつ こ とは危 険 であ り,当 面 は流 通 業 に於 け るPOSシ ス テ

ム導 入 の本 格 化 を待 ちつ つ,金 融機 関 サ イ ドに於 て は,機 能 サー ビス業務 の一

層 の 拡充 ・強 化 を,あ くま で も現実 的なニーズに則 した形 で推 進 してい く必 要 が

あ る と思 われ る。

`

「
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オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム と.し て のPOS

1.技 術 的 なPOSの 位置 づ け

(1)POSの 定 義

(2)導 入 目的 に よるPOSの 使 われ 方

(3}メ ー カ ・グル ー プに よるPOSの 系 列 化

2.POSと オ フ ラ イ ン ・シ ス テ ム

5.POSの オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム 、

(1)POSの3っ の タ イ プ の シ ス テ ム 構 成

(2)オ ン ラ イ ンPOS導 入 の 評 価

(3)オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム 設 計 に 当 っ て 留 意 す べ き 点

⑱

4.通 信回線 の種類 と制度

(1)回 線 を中心 とするデータ通信 の分類

(2)通 信 回線 の有効利用

(3)公 衆通信 回線 の利用 とその留意事項

(4).端 末装置 の審査 と設置

(5)相 互接続 と共同使用,他 人使用の問題
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オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム ど し て のPOS

1.技 術 的 なPOSの 位 置 づ け

(1)POSの 定 義

posと 云 う用 語 の持 つ意 味 は現 時 点 で は 利 用 者 で あ る業界,業 種 に よっ

て若 干 異 なっ た もの となっ て い る が,設 計 技 術 的 サ イ ドに 立 つ と社 団法 人

「日本 事 務 機 械 工業 会 」 で は次 の よ うに定 義 してい る。

「商 品取 引 の時 点 に お いて,取 引 デー タを機 械 的 に読 み取 り うる デバ イ ス

を備 え,単 品管 理 に必 要 な詳細 な デ ー タの イ ン プ ッ ト機 能 を有 す る と共 に,

オ フ ライ ン も し くは オ ン ライ ンで,ア ウ トブ ッ ドデ 一 夕を直 接 コン ピュ ー タ

に処 理 せ しめ得 る機能 を持 ち,且 つ,キ ャ ッ シュ レジ ス タ(取 引 め記 録 お よ

び金 銭 の保 管 な どを行 う機 械 で計 算 お よび 分 類機 構 を有 す る もの を含 む)と

して の機 能 を有 す る端末 機 器 で,小 売 業 界 に お い て使 用 され る もの とす る」 。

従 っ て これ は オ ン ライ ンまた は オ フ ライ ン の端末 で,こ こで発 生 した デ ー

タは別 の処 理機 能 を持 っ た場 所 に送 られ,そ こで 処 理 され る こ とを 意味 して

い る。 ま た この 定義 は少 し拡 張 す れ ば銀 行,病 院 な どで もこの準 用 と して独

特 のPOSが 開 発 され 得 る こ とを示 して い る。

(2)導 入 目的 に よるPOSの 使 わ れか た

この よ うなPOS機 能 は利 用者 の そ れぞ れ の要 求 に よっ て重 点 のtoき か た

が異 なっ て来 る が,導 入 目的 上2つ の グル ー プに大 別 され る。

(i)商 品管 理 の ため の 詳細 デ ー タの急 速 な収 集 。特 に単 品管 理 の た め情 報

収 集 を必 要 とす る とき,販 売 デ ー タの発 生 点 の多数 化,広 域化(遠 隔化),

デ ー タの大 量化 に対 処 す るた めのPOS機 能 の利 用 が望 まれ る。
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●

、

㈲ 売場 で の チ ェ ック ・オ ペ レー シ ョン の省 力化 。取 引 デ ー タの 機械 的読

み取 り機 能 を利 用 し,値 札 の 自動 読 み取 りに よる キーイ ン グの減 少,ク レ

ジ ッ ト利用 客 に対 す る与 信限 度,紛 失 事故 な どの チェ ック を容 易 に す る。

これ ら2つ の流 れの他 に共 通 的 な導入 効 果 と して

伽 オ ペ レー タの教 育 の 容易 化 。 コ ン ピュ ー タに接 続 され た端 末 の場 合,

コン ピュ ー タ ・ガ イダ ンス に よ りオ ペ レー タに対 す る適接 な処 理 の 指 示 が

可 能 とな る。 一、

㈹ 売上 デ ー タが 直 ちに 収 集 され る た め,販 売管 理土 の 資料 作成 が 正 確迅

速 化 され る。

'こ れ らの導 入 目的 に沿 っ てPOSが どの よ うに開発 され
,利 用 され つ つ あ

るか に つ いて は本 報 告 書 の他 の部 分 で 述 べ られ て い るので本 章 ではPOSの

技 術 的 問題 に 主点 を お いてPOSの 利 用 上 の 問題 点 を論 ず る こ と とす る。

(3)メ ー カsグ ル ー プに よるPOS系 列化

わ が国 で は小 売 業界,特 に百 貨店 や量 販店 で は,従 来 広 く使 用 され てい た

機 械 式 金銭 登 録機 に代 っ て開 発 され た電子 式 レジ ス タ(ECR)の 導 入 が急

速 に行 なわれ た こ と と,Pos導 入 の基 本 と なる値札 の作成k・ よび,使 用 コ

ー ドの標 準 化 な どが未 解決 で あ
っ た こ と な どに よ り,POSシ ス テ ムの研 究,

開発 はや や 出足 がk・ くれ て い る。POS関 連 諸元 の統一 化,標 準 化 は通 産 省

を 中心 と して各 界 の総 意 に よ り進 め られ て い るの で早期 に結 論 が 出 る もの と

考 え られ るが,現 時 点 の実 用化 面 で は,金 銭 登録 機 メー カ ・グ ル ー プ↓をよる

販 売 情報 の管理 機 能 に主 力 をお い たpos端 末,』(オ ンライ ン的 に 見 れば情

報 収 集 シ ステ ム的 な使 わ れ方)の 開 発 が,端 末 コ ス トの制 約 もあっ て,コ ン

ピュ ー タ ・メー カを 中心 と した バ ン キ ング シ ステ ム どの連 動 に よる キャ
ッジ

ュ レス,シ ステ ム志 向 のPOSタ ー ミナ ル開発 計 画 よll進 んで い る よ う'に見
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受 け られ る。・

規 格化,標 準 化 が遅 れ,ま た制 度 上,コ ス ト上 も制 約 の多 い 金融 機 関 と連

動 す る キ ャ ッシ ュ レス ・シス テ ムの現状 もいず れ は改 善 され,'POSの もつ

本 来 の特 質 が発揮 され る よ うに なるで あろ う6・ ・t

't1・}ll、

2.POSと オ フ ライ ン ・シス テ ム

オ フ ライ ン に よるデ ー タ収 集 の基本 形 態 と して,電 子 式 レ ジス タ(ECR)

な どに よっ て売 上 情報 を収 集 す るに は,.

(i)レ シ ー トか ら人 力 に より カー ド ・パ ンチ し,コ ン ピュ ー タに入 力す る。

イcii)レ シ ー ト自体 を光学 的読 取 文字(OCR)で プ リン トし,コ ン ビa-一 夕

で 自動 読 取 す る。

㈹ 紙 テー プ(ま たは カセ ッ ト磁気 テ ー プ)に パ ンチ(ま た は記 録)す る。

㈹ 商 品 に 添付 され て い る タグ か一 ドを レ ジ ス タに読 込 ませ で紙 テ ー プを作

成 す る。

な どの方 法 が とられ た。POSの 場 合,ま ず値 札 の読 取 りが 自動 化 され る こ

とに よっ てECRに 比 べ て デ ー タの入 力が格 段 に迅 速,正 確 とな る。.ただ こ う

して得 られ た デ ー タ も,直 接 コ ン ビュ ー一夕に投 入 で きない場 合,'POSは この

面 でEORと 殆 ん ど変 らない もの となっ て しま う。 つ ま り値札 読 取 り機 能付 キ

ャッシュレジス タ と云 うこ とで,通 信 回 線 との 対応 部 分 を必 要 と しない た め比較

的低 価 格 で供 給 で き る。(図1)

この よ うな シ ス テ ムで は商 品 の 自動読 取 値 札 付 け の コス トお よび 自動 読取 機

能 のPOSへ の付 加 コス トの合 計 が,ECRの ジ ャ ーナ ル に よる コン・ピざ一 夕

へ の一 括 投 入 の場 合 の コ ス トよ り相 当低 ぐな い と成 り立 た ない。 ・ 一

特 例 を除 いて,オ フ ライ ン方 式 のPO・Sは コ ン ピュ ー タ との リア ル タ・イ・ム接
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商.∵

(値 札 な し)

商 品

〈自動読取ラ〉)

L

自動読取

,キー ボ≡ ド投 入

コー ド・価 格表 示

_㌫ 喋.
トータル 加 算

」
バ ッチ 処 理

コンビュー三夕へ ・

(ジャーナル)

図 一1ス タン ド ・ア ロ ン 形POSタ ー ミナ ル

続 と云'う一 つの大 きな機 能 を失 っ て い るので,今 後 あ ま り広 範 囲 に利 用 され る

もの とは思 え ない。 従 っ て利 用 方 法 と して も,情 報 収 集 システ ムの一 環 と して

か,将 来 の本格 的 オ ン ライ ン ・シ ス テ ムへ の準 備段 階 と して,実 験 的 なシ ステ

ムへ の導 入 に止 ま る こ と とな ろ う。

ハ

「

5.POSの オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ ム

(1)liPOSの3つ の タ イ プの シ ス テ ム構 成

前述 の オ フ ライ ン方 式 も含 め て基本 的 に うつ の異 なっ た タイ プの シス テ ム

構 成 が考 え られ る。

(i)独 立形POSの 配 置(ス タ ン ド ・ア ロン方 式)

す で に図 一1に 示 した よ うにPOSで 取 扱 っ た デ ー タを カ セ ッ ト ・テ ー

プ な どに出 力 し,`こ れ を後 方 の コン ピュー タに集 め て一 括 処 理 す る方 式 で
,

何 よ り もまず コ ン ピュー タの ファ イル に格 納 さ れ て いるデ ー タをPOS側

が利 用 で きない た め,値 動 きの激 しい商 品 に つ いて,セ ン タ ー側 で変 動価

出 格 の 探索 を して
,端 末 に通 知 した り,ク レ ジ 。 ト・カー ドの縮 調 査 な ど
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を実 施 す る こ と もで きない 。

㈹ 店 内 設 置 の コ ン ピュ ー タに複 数 台 のPOSが 接 続 され た シ ステ ム.

(イ ンハ ウス ・コ ン ピュ ー タ ・コ ン トロ ール シ ステ ム)

これ は ミニ コン ピュ ー タな どに同一 店 内 の複 数 台 のPOSを オ ン ライン

で接 続 した もの で,磁 気 デ ィ スク,フ ァ イル をつ け る こ とに よっ て,商 品

の値 段 を セ ン ター ・照会 で 知 っ た り,顧 客 の クレ ジ ッ トの チ』 ッ ク もあ る

程 度 可能 とな る。 また ライ ン プ リン タ な ど周 辺機 器 を付 加 すれ ば諸 統計 資

料 を作 る こ と もで き るの で同 一店 内 で20～3.0台 のPOSを 使 用 す る場

合 利 用 しや す い 。 また ミニ コ ンま で行 か な くと も,デ ー タの集 線 機能 を持

っ た装 置 を使 えば,遠 方 の 大型 コ ン ピュ ー タに連 結 して,よ り高 度 の シス

テ込 を構 成 す る こ とが で きる。

一 ー一 同 一 店 内 一 一ーへ

POSゴ ン

価 格 照 会 ・必 要 な らば後 方

己 二Li灘!/:1竃 三
ン ライ ンで行 な

)う 。

磁 気デfスク ライシフVンタ

図 一2 店 内 オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム

(1涌 店外 設 置 コzピ ュ 一 夕に よるオ ン ライ ン ・直結 方式

数 店 舗 が1つ の オ ン ラ イ ン ・コ ン ピュ ー タに接 続 され,各 店舗 は上 記 ㈲
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の よ う に そ れ ぞ れ ミ ニ コ ン に よ リ コ ン ト ・ 一 ル さ れ る複 数 台 のPOSを 含

む 大 形 の リア ル タ イ ム シ ス テ ム で あ る 。

㊥
E区]一

図 一3

/
イ/

ク レジ ッ ト ・シ ステ ム

/

ホス ト・コンビ』一夕

(オ ン ライ ン)

ノ㍉ ク ・グラン ド

コンピュータ

(オ フ ライン)

店 外 ・ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ ・オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム

○

尤

これ に よれ ば ク レ ジ ッ ト ・チェ ック な ど十 分 で き る よ うな記 憶容 量 を持

っ た ファ イル を持 つ こ とができ るの で ,顧 客 の信 用 度 調査 も精度 が上 り,

ク レ ジ ッ トの事 故 に よる損 失 を まぬ がれ る ご とに も なる
。

(2)オ ン ライ ン ・POS導 入 の評価

POSツ ス テ ムの導 入 に際 して はそ の 導入 効 果 の 推 定 と
,所 要経 費 の見積

りを 厳 格 に行 な う必 要 が あ る。経 費 の 問題 は後 の部 分 で記述 さ れ る が
,そ れ

以 外 の運 用 上 得 られ る メ リッ トにつ い て も検討 を加 え る必 要 が あ る
。

こ の章 の最 初 で述 べ た よ うに ,例 えば ス ーパ ー マ ー ケ ッ トの販 売能 力 は,

大 抵 チ ェ ック ア ウ トの 段階 の効 率 で左 右 され る。 従 っ てオ ン ライ ン化 され た
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シ ス テ ムに よっ て チ ェ ック ア ウ トの 処理 能力 が向 上す れば,顧 客 の待 行 列 は

解 消 し,サ ー ビス も良好 に な る と共 に,相 応 の売 上げ増 に もつ なが るこ とと

な る。

また値 動 きの激 しい商 品 に つ い て は店 頭 で の値 札 の更 新 に も限 度 が あ るた

あ 商 品,一 ドの み の投 入 に よっ て,・ ン ピ。一 ・の マス ・フ ァイ・レ上 の定

価 を索 引 で きる よ うに す れば,数 多 い支 店,お よ〔ILIそこの数10～ 数 百 台 の

端末 で の販売 価格 を即時 に変 更 で きる。

これ らに付 随 して,更 に 次 の ような利 点 も考 え 得 る。

(1)商 品の単 品 レベ ルで の 時系 列 的 な在 庫記 録 が追 跡 で き る結果,紛 失,

盗 難 な どの事故 が明 確 に 把握 で き る。

(ii)オ ン ライ ン化 さ れ る と,営 業 時 間 中何 時 で も,ど ん な項 目で も照 会 が

可 能 とな るの で,機 敏 な ア ク シ ョン を と りやす い。

(iiD時 間別,台 別 レ ジス タ記 録 の モ ニ タが可 能 。 これ に よっ て チェ ッ カー

や サ ッカ ーの配 置計 画 を きめ るの に客 観 的 且正 当 な判断 資 料 を与 え て くれ

る。

(3)オ ン ライ ン ・シス テ ム設 計 に当 っ て留意 す べ き点

出 シ ステ ムの応 答時 間(レ ス ポン ス'タ イ ム)

オ ン ライ ン ・シ ス テ ムの 設計 に 当 って 最 初 に行 な うべ きこ とは,こ の シ

ス テ ムの最 繁忙 日にお け る最 繁忙 時 間 帯 で,POS端 末 の送 信 ボ タンが押

され て か ら,コ ン ピュ ー タで 処 理 され た デ ー タが再 びPOSに 返 送 され,

最 初 の文 字 が 表 示 され るま で の時 間(応 答時 間)を 平 均 何秒 とす るか,ま

た90%の デ ー タは そ れ よ り若 干 秒k・ くれ て処 理 され るだけ で あ る と云 う

許 容 限 界 を定 め る必 要 が あ る。

この応 答時 間を定 め る こ とに よっ て,中 央 の コン ピュー タの性 能,使 用
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す べ き通 信 回線 の規格 と制 御 方 式 な どが定 ま る こ と とな るが,こ れ の計 算

上 求 めた数 値 と,実 際 出来 上 っ た シ ステ ムで実 デ ー タを入 れ て 比 較 じて 見

る こ とは 伸 々難 か しい。 ・ い

通 常 は コ ン ピュ ー タ ・シ ミュ レ ー シ ョン に よっ て評価 す るが,入 力 デ ー

タの発生 頻度 とそ の 分布,シ ス テ ムの 処理 手 順 と待行 列 処 理 プ ログ ラ ムの

能 力,各 装 置 毎 の要 処 理 時 間 等 に つ いて充 分 の検 討 を加 え て お く必 要 が あ

る。

㈲ ・システ ムの信頼 度'

オ ン ライ ン化 の程 度 が大 きいほ ど,シ ス テ ム障 害 時 の混乱 の度 合 もま た

激 しい 。障 害 発 生 の可 能 性 の あ る5つ の ポイ ン トを考 え る と

。 セ ン ター ・コ ン ピュ ー タの ハ ー ド ・ウェ ア

● セン ター ・コ ン ピュ ー タの ソフ ト ・ウェ ア

。 セン ターの 電 源 ,空 調装 置

。 通 信 回線

。 端末 装 置

とな るが これ らの うち一 般 に は重 要 な装 置 を二 重化 す る こ とが多 い 。但 し,

二 重 化 は 当然 コス ト ・ア ッ プにつ なが るの で,そ の範 囲の 選 定 には 充 分慎

重 に な る必 要 が あ る。

シ ステ ムの信 頼性 を維 持 す る た め の も う一 つ の方策 は,障 害 発 生 時 の速

や か な回復 の手段 と,そ れ ま で の間,シ ス テ ムが限 定 され た機 能 の下 で も

何 とか動 作 を続 け て い る よ うに シ ステ ムを構 成 す る こ とで あ る。 こ の ため

に現 用 コン ピュ ー タか ら予 備 シ ス テ ムに切 替 え るため の所 要 時 間 の短 縮 。

障 害 発生 時 に失 なわ れ た取 引 デ ー タや フ ァイ ル内容 の恢 復 の方法 。 機 器 メ

ー カの サ ー ビス ・マ ンの バ ック ア ップ体制 の 確保 な どを考 慮 しなけ れば な
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らな い。1

(mシ ス テ ムの柔軟 性 と両 立 性

オ ン ライ ン ・シ ステ ムは 導 入初 期 に想 定 した 時 よ り もか な り急 速 に拡 大

され,短 時 間 で行 詰 りを生 ず る こ とが多 い 。 従 っ て コン ピュー タ処 理 能 力

の拡 張 の た め の コア容 量 の増大,ま た商 品 の 品 目や店 舗 の増 加 に対 応 して

チ ャ ネル お よびデ ィス ク フ ァ イル等 の増 設 の可 能 な よ うに長 期 的 展望 を持

つ 必 要 が あ る 。

も う一 つ 重 要 な事項 と して リア ル ・タ イ ム ・シ ス テ ム とバ ッチ処 理 用 コ

ン ピュ ー タは プ ・グ ラムお よび デ ー タの両 立性 につ い て バ ラ ンスが とれ て

い なけ れば な らない。 オ ン ラ イ ン ・シ ステ ム の プ ログ ラ ムの作成 の困 難 さ

を知 っ て い る人 は 多 いが,そ れ を支 持 す るオ フ ライ,ン ・プ ログ ラ ムの量 は,

オ ン ライ ンに 比 べ ては るか に大 きな もの と なる ことを知 っ て い る人 は少 な

いo

細 シ ステ ムの陳腐 化 へ の対 策

コ ス ト ・パ フォ ー マ ンス のす ぐれ た新 コン ピュー タ ・シ ステ ムの 出現 す

るた び,既 存 の シ ステ ム は技 術的 よ り も経 済 的 見地 か ら陳腐 化 が 目立っ て

しま う。 端 末 装 置 につ い ては技 術的 な開 発 も激 しい ため,こ の面 で も陳 腐

化 が進 ん で しま う。 オ ン ライ ン ・シ ス テ ム は,企 画,設 計 の段 階 で も可成

り長 期 間 を要 す るの に,膨 大 な投 資 を短 か い実 用期 間 で償 却 しなけ れば な

らない の では 不経 済 で あ る。装 置 の有 効寿 命 を慎 重 に見 定 め る こ とが重要

で あ る。

4.通 信 回 線 の 種 類 と制 度

前 述 の よ うにposシ ステ ムは売 場 に端末 機 を分 散配置 し,後 方 の コン ピュ

⑤一12
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一 夕 と回線 で接 続 して必 要 なデ ー タ処理 を行 なわ せ るい わゆ るオ ンライ ン方 式

を とる 。

そ し て ,コン ピ ュ ー タ 自 体 も 琴 に 後 方 の 大 型 コ ン ピ ュ ー タ や 他 の シ ス テ ム の コ

ン ピュ ー タ と接 続 さ れ て大 きなネ ッ トワー ク を作 る こ と も考 え られ るbこ の場

合POS端 末 と コン ビ=一 ・タが た とえ ば百 貨 店 の 同一 ビル内 に設置 され,公 衆

電 気 通 信 法 で定 め る電 気 通 信 回線 を利 用 しない場 合 は,利 用者 に よっ て任 意 に

回線 を作 成 で きる が,市 内全域,あ るい は遠 方 の都 市 等 に亘っ て配備 され,こ

れ らを セ ン ター の コ ン ピュ ー タ に接 続 しよ う とす る と一 般 に は寛 々公社 の 電 気

通 信 回 線 を利 用 す る必 要 が生 ず る。

電 気 通 信 回線 を オ ン ライ ン ・シ ステ ムの た め に 自 由 に利 用 した い と云 う国民

の要 望 に よっ て,昭 和46年 に 公 衆電 気 通信 法 が改 正 され,従 来 の電信,電 話

に利 用 され てい た 巨 大 な通 信網 が コン ピュー タに も開放 され る よ うに なっ た。.

この と き制 定 され た もの を 「デ ー タ通 信 関連 の諸 法」 と云 うが,POSシ ス テ

ムの設 計,建 設 に 当 っ て デ ー タ通信 関連 の諸 法 規 は 是 非知 っ て おか なけ れば な

らない もの で あ る。

(1)回 線 を中心 とす るデ ー タ通 信 の分 類

デ ー タ通信 を,主 と してそ こに使 わ れ る電 気通 信 回線 のち が い に基 い て分

類す る と図 一4の よ うに な る。

この内 で私 設 デ ー タ通 信 と云 うのは,端 末 もコ ン ピ ュー タ も,そ の 間を つ

な ぐ電 気 通信 回線 も,す べ て 自前 で設 備 した もの で,国 鉄 の み ど りの窓 口が

そ の代 表例 で あ る。 この よ うな シス テ ムは公 衆 電 気通 信 法 とは別 の 有線 電 気

通 信 法 と呼 ば れ る法 律 の対 象 に入 る もの で,一 般 の利 用の外 に あ る もの で あ

る。 図 のBの デ ー タ通 信 設 備 使用 と云 うのは,コ ン ピ ュー タの 本 体,入 出力

装 置等 の設 備 一 式 と,そ れ らをつ な ぐ通信 回線 の全 部 を電 々公社(ま た は国

⑤"13



(有 線通信法) A

私設 デー タ通竺」

B

デー タ通信設備 使用

B-1

信 種フ三テム使副
B--2

公 衆 シ ステ ム使 用

c-1

(_己 ≒麺鉋雌 器
図 一4 通信回線 の使用法に よる分類

際寛 々)が 設置 し,顧 客 は そ の 設備 を利 用 す る形 態 で,こ れ に は寛 々公 社 が

企 業 や 団体 な ど特 定 の利 用 者 の 注文 に応 じて設 計 し,サ ー ビス を提 供 す るシ

ス テ ム(こ れ を各 種 シ ス テム と云 う)と,寛 々公社 が あ らか じめ標 準 的 なシ

ス テ ムを 準備 して お き,顧 客 に提 供 す る シ ステ ム(現 在 は 販 売 在庫 管 理 サ ー

ビス と科 学 技 術計 算 サ ー ビスの2種 類 が あ る)と が あ る。POS端 末 の使 用

の実 体 や 開発 動 向 の不 明 確 な現 在,寛 々公 社 がPOS関 係 の シス デ ムのサ ー

ビス を提 供す るか ど うか は っ き り しない 。従 っ てPOSシ ス テ ムの設 計 者 は

当分 の間 は 図 のC項 の デ ー タ通 信 回 線 使用 の方法 を と らざ る を得 ない.こ れ

は コン ピュー タお よび端 末 機 等 は利 用 者 自身が 設置 す るが,そ れ ら をつ な ぐ

通信 回線は寛 々公社か ら借用 する方式で,こ れ も使用す る回線が 自分 だけが

排他 的 に専 用す るもの(特 定通 信 回線 使 用)と,一 般 の人 もそ れ を共用 す る

もの(公 衆電 気 通 信 回線 使 用)の2種 類 にわ かれ る。 前 者は 従 来 電 信,電 話

の専 用 線 を コ ン ピュ ー タ用 に 使 用 して い た もの を法律 上 分離 した もの で,現

'⑤ 一14



在 企 業 が 自社利 用 して い る デ 一二タ通 信 シ ステ ムは 殆ん どこれ に含 まれ てい る。

公 衆 回 線使 用 の デ ー タ通 信 は,電 信 電 話 の た めの公 衆 回 線網 に コン ピュ ー タ

等 を接 続 す る もの で,回 線 の 使 用距 離 と時 間 に よっ て利 用料 金 が定 ま る従量

制 と な るのが特 長 で あ る。

これ ら2つ の 回線 の特 質 と違 い を 表 一1に 示 す 。

表 一1 公衆通信回線と特定通信回線

噛'

④ 従 来 の よ

うに電 信 『・電

話 に使 用 す る

⑲

データ通信に

使用する場合

◎

特 質1

1

◎

特 質2

⑭ へ'i

料 金

⑧

その他
`

齢

自分だけ

が排他的

に使用す

る場合

専 用 回 線 特定通信回線

① コ ン ビ ⇒一 夕

と直結 され る。

② 電 気 的特 性 が

安 定

①回線交換網が
全国的でない。

㍉」" .・1

定 額 制

毎月一

定額を

③高速度可能 支払 う

④通信の都度,

電話型公衆 ダ イアル で相

加 入電 話 網 通信 回線 手を呼び出し 従 量 制 電信 ・電

自分だけ 公 回線奄設定す 話に支障

が排他的 衆 ①交換網が全国 る 。 毎月使 を与えな

に使用す 通
的 ②接続時間10 用 した い範囲内

信
るの で 左 回 ②経済的 秒 ～20秒 量だけ で利用で

い場合
電信型公衆 線 ③話中の可能性 を支払 き る。

加入 電 信網 通信 回線 ④伝送特性が劣 う

る 。

⑤速度に限界
}

"

(2)通 信 回線 の 有 効利 用

川 通 信 回線 の種 類 と使 用 契 約 『"'):

上 述 の2種 類 の回 線 は,利 用者 の シ ステ ムの性質 に応 じて適 当 な もの を

選 び,電 々公 社 と回線 の使 用 契約 を結 ぶ必 要 が ある。 この契 約 を実 施 す る
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場合 め条件 の主 な もの を以 下 に示 す 。特 定 通信 回線 お よび公 衆電 気 通 信回

線 の品 名 を表 一2に 示 す が,目 的 とす る シ ステ ムの性 質 に応 じて適 当 な種

類 の回 線 を選 ぶ必 要 が あ る。

㈹ 接 続 機器

電子 レ ジス タ或 は オ フ ラインPosな ど に よっ て作 成 され た売上 デー タ

の紙 テ ー プ,カ セ ッ トテ ー プな どに記 録 され た もの は,あ る程 度 ま とまっ

た分 を一 括 して コ ン ピュ ー タに伝 送 す る と便 利 で あ る。 この よ うな 目的 の

た や加 入 電 話 の 電話 回線 の 端 末 を転 換 器 に よ り,電 話 の た め の設 備 か らデ

ー タ通 信 の設 備 に切 り替 えて 使 用す る こ とが で きる。(図 一5)

加入電話
x-一

一

[}」
転換機

電話交換機
端末機等

コ ン ピ ュ ー タ

図 一5加 入電話回線のデータ通信端末装置の接続

㈹ 加 入 電 信 網 の利 用

テ レ ック ス 回線 を 持 っ て い る ユー ザ は,公 社 が提 供 す る接続 装 置 に デ ー

タ通信 用機 器 を接 続 し,テ レ ックス と切 替 えて 使用 す る こと もで きるが,

回線 の伝 送 速 度 か ら見 て,POS端 末 を この よ うに使 う ことは あ ま り考 え

られ ない。(図 一6)
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表 一2 通信 回 線 の サ ー ビス 品 目

規 格'

　

伝 ,送 速 度 麟 曙
変復調装置

A規 格

(120】酩)

A-1

(50bit/8直 流符 号伝送)

直流 方式 に よる5σ 誕/6以 下 ・
の デ ー タ伝 送 が可能 ・'

2線 式
1不 要

、

B規 格 B-1 直 流方 式 に よる100bi七/s以 下 2線 式(注1) 不 要
(240磁) (100bi七/s直 流綱 云送) のデータ伝送が可能 4線 式

C規 格 C-2 交 流方式 に よる200blt/s以 下 2線 式(注2) 直 営

(400H宕) (200b比/日 交 流符号伝送) のデータ伝送が可能 4線 式

D規 格 D-1 通 常03k虚 か ら54k肱 までの 2線 式 自 営

(5、411H2) (帯 域使用) 周波数帯域を伝送することが可 4線 式

能
(伝 送速度については,制限なし)

D-5 交 流方式 に よ'る1.20〔皿t/S以 2線 式(注2) 直 営
(1200耐 力/8交 流符 号伝 下のデータ伝送が可能 4線 式

送)
'

1 D-7 交 流方 式 に よる2,400斑 毛/sの 4線 式 直 営
(2400bit/s交 流符 号 伝 データ伝送が可能 「

送)

D-9 交 流方 式 に よる4,800bit/sの 4線 式 直 営
(4、800bit/s交 流符 号 伝 データ伝送が可能
送) ル ーFこ

工規格 工」1 通 常60k虚 か ら108k虚 までの周 4線 式 自 営
'

(481飽) (帯 域使用) 波数帯域を伝送することが可能
(伝送運劇0い ては,制 限在し)

工一3 交流方式による48甑 七/Sの デ 4線 式(注3) 直 営
(48kbit/s交 流符噺云送)

一夕伝送が可能
一

」規格 」-1 通 常312田 乞か ら552姐 乞までの 4線 式 自 営

(240k也) (帯 域使用) 周波数帯域を伝送することが可能
(伝 送速 度 につ いては,制 限 在し)

注(1)ケ ーブル回線で75bit/s以 下の直流符号伝送 を行 う場合に限る。
(2}同 一の電話加入区域及びその電話加入区域の境界から3km未 満の地域(他 の電話加入区域

に属する地域を除 く)内 に終始する回線の場合に限る。

(3)制 御文は打合せのための回線を使用するときは,6線 式又は8線 式となる。

公 衆通 信 回線 サ ー ビス の品 目

1品 目
仁

伝 送 速 度 端末回線の構成 変 復 調 装 置 皐・

i 電話型公衆通信回線
むお むね1,200bit/s以 下 の交

流符 号伝送 が可 能

2線 式 必.要 ∴

電信型公衆通信回線 50b江/e以 下の直流符号伝送が可能 2線 式 必 ,要

注(1)電 話 型 公衆 通 信 回線 の 場 合.伝 送速度 の 制 限は 左 い が,標 準的 には1,200bit/日 程 度 の 伝送

速 度 でデ ー タ通 信 が可 能 で あ る。 ㌦.∴ ・

② 変復 調 装置 は,原 則 と して利 用者 設置 であ る。
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t■・hll[1一具_線
POS端 末 交 換 機

1
網制御
装 置琶

図一6加 入電信網 の利用

㈹ 通信回線 の分岐

分岐方式は,1つ の回線 を多 数 の端末 で共用す ることに よ り,特 定の通

信網 を構成す るときの所要 回線数 を減少 して経済化 をね らうものである。

(図 一7)反 面1つ の回線 を複数 の端末で共用す るためある程度伝送上

待合せを生ずることもある・扶 マ ピ一 夕側で通信回訓 卿 ための

プ ログ ラムが若 干複 雑 と なる。

註 分岐数纏 は ると回線指 が鋤 ・し 同齢 体としての願 摩

低 下す るほか,障 害時の探索修理,復 旧に時間 がかか るなどの問題 があ り,

回線の種類 に よってそれぞれの制約 が定 め られている。

(V)混 合使用

混合使用 とは,通 信回線 の一つ を2つ 以上 の異 なる通信方式 に ょり使用

〆
す ることをいい,周 波数 帯域 を分割 して同時 に使用 した り く分割使用),

時間帯に より交互 に切 りか えて使 用す ぢ場合(交 互 使用),お よび両者 の

組合せで使用す る場合等 が考 え られ る。

(V}多 重分割使用

一般 に特定通信回線では回線 の容量が大 きくなると,ビ ッ ト当 りの料金

が 安 くなる・ 従っ て例 え ば 鯨 ↓臼 ンrそ 一 タ'セ ン ター が あ り,大 興
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多数 のPOS端 末 が配備 され るよ うなシステムでは,東 京一 大阪間に総通

信量 に見合 う大容量 回線 を1回 線使用 し,利 用者 が 自らの手 で小容量回線.、

に分割 して利 用す ると,利 用者側 か ら見た経済効果がある。(図 一8)

コンビ』一夕 多重化装 置
中継回線

鐸 ≒ ≡…}端末
端末回線

1
中継回線速度

端 末 回 線

速 度 回 線 数
___'}一,●}',⌒ 一 一 一 ¶ 一 一 一}●,・,一 －

t200ビ ット/秒

一 ー 一

50ビ ット/秒

一一

20

1,200〃 200" 6

2,400〃 200〃 15

図 一8 時分 割多重方式 に よる回線 の節約例

図 一7 通信回線の分岐使用

← 端 末 『

∵(viD集 線 方 式',

中継 線 が長 く,回 線 の集 束 点 が端 末 側 に寄っ てお り,か つ 集 束点 での 端

末側 回線 数 と セ ン タ ー側 中継 回線 数 の比 が 高 い とき集線 方 式 に よ る通 信 網
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を作 る こ とが で き る。 通 常1/4～1ン6の 集束 比 で 中継 線 長 が10・Okm.:,

以上 の と きか な りの経 済 効 果 を期 待 で きる。(図 二9);'

集

目 口,.信

装

置

コン已 一夕

中継回線
/○

○
」
、'

ひ＼ ～＼○

図 一9 集線方式

(3)公 衆通信回線 の利用 とその留意事項

P。s端 末 か ら,ン ピュ 一 夕へ ゐ接 続 回線 は そ の トラ フ ィ ーiクの特 性 上,

公衆通信回線を糊 する。とはあ割 殻 ㌶ ない.1し か し綱 紡 騨 独
・、'・v'

でお かれ,通 信 量 も比 較 的 少 な い場 合 あ るい は移 動店 舗 用 と して の ポ ー タブ

ル端知 加入電話経 響治 塑 こζに担 .姫 煎 晴 利場 合もある・

ま た前 述 の ミニ コ ンか ら ホス トコン ピュ ー タへ の接 続 回 線 等 に つ い ては,

通 常特 定 通信 回線 が 利 用 され る1が∫そ れの 障 害時 の バ ック ア ップ用,あ るい

は通信 ピーク時 離 れ た分をそ通 す るた興 手頃 す ると有効 な場合がある・

既設 公 衆 回線 網 を利 用 す る場 合 は,ま ず交 換 機 を動 作 させ,通 信 の 相手 方

まで通 信 路 を作 る必 要 が あ る。 この た め に端末 ま たは コン ピュー タ と回 線 と

の間 に通 信 路構 成 の た め の網 制 御 装置(NθtworkControlUnit:NCU)

が必 要 と なる。"三 こ

公社 の交 換 機 は,加 入 者 の呼 の生 起,利 用 時 間分 布 な どの実 態 に合 わせ て

設計 され て い るが,デ ー タ通 信 の トラフ ィ ックは,同 時 通 信 とか,膓短時 間使

用 の多 数 回繰返 しな ど,全 く異 なっ た もの と なる。 この た め公 衆 網 の利 用 は

そ の状 況 に よっ て利 用 上 の条 件 をつ け られ る こ とが ある。
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、

更に相手 に接続 するまでに時間がかか り(電 話回線 の場合10～20秒),.

相手 が話 中のため接続で きない こともあ り,回 線 の接続経路(市 外回線 と市

外交換機の組合に よって異 なる)に よっ てデー タ通信 を行 う場合 の伝送特性

も異 なる。

これ らの諸条件 が予想 され るので,使 用に あたっ ては使用場所,目 的 とす

る通信品質 に対す る要求 を十分考 えるこ とが大切 である。

(4)端 末装置の審査 と設置

各種 の通信回線を利用す る場合,回 線 に接続 され る装置が電 々交社 の定め

る技 術基準に適合 してい ることが必要 で ある。 これは第三老 に対す る迷惑 の

防止,設 備の損傷,人 体への危害の防止,公 社 と利用=者との責任分界 の明確

化 を基 とした もので,そ の主要点は以下 の とお りであ る。

。 公社 と利用者 との責任分界点の明確化 のための切 り分 け器の設置

。 コンピュータ,端 末等 の障害の有無 を迅速明確 に判定す るための 自己試験機

能の組込み

。 回線へ送 出 され る信号電力の大 きさの規定

。 網制御に関す る機器の品質規格

。 技 術基準 の適合審査の及 ばない部分 の存在す ることもあ るので
,あ る条

件 の ものを除 いて回線の保護装置 を設置 する必要がある。

㈲ 相互 接続 と共同使 用,他 人使用の問題

通 信回線使用上,今 迄 は技術的面 に主体 をおいて制度上 の諸 問題 を述べて

来 たが,POSシ ステ ムが1企 業内 での排他的 な利用 に止 ま らないで,キ ャ

ッシュ レス ・システムなどと連 けい してそのサー ビス内容 を拡大 しよ うとす

ると,そ こに システ ム間の相互接続上極めて限定 され た範囲の もの しか認 め

られない事態が生 ずる。 日本 国内では他人の通信 の媒介 を業 とする ものは電
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電公社だけで あると法定 されているため,原 則 と して同≒名儀人 の契約 によ

らない各種回線の相互接続 はで きないが,特 に郵政大臣の認可 のあった場合

r(こ れを個別認可 と云 う)は 可能 となる
。

また特定通信 回線 の利用 に当って通常は,同 一人(同 一法人)の みで利用

す ることと在るが,2人 以上 の ものが共同で公社 と契 約 して同一 の特定回線

を利用することがで きる。 これには共同使用 のための基準が示 されていて,

それ に合致す る場合は問題 な く認 め られ るが,そ の他の場合はやは り郵政大

臣 の個別認可 を必要 とす る。

・'上記共同利用 は一般 に同一企業 グルー プな ど密接 な関係 のあ る者同志 の利

用 で百るが,こ れ ど別 に計算 セン ター とその利 用者 の ように大型 コンピュー

タの共同利用のため,あ る契約者 が 自己の契約に係 る回線 を他人 に使用させ

る場合 もある。 これ を他人使用 と云い,一 定 の基準の下に認め られてい る。

以 上通信回線 使用上の各注意点について要約 じた ものを表一3に 示す。
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表 一3 通信回線使用上の注意点

点.■ ●,● 、 ■ 、

他の通信回線

と の 接 続

特 定 通 信 回 線
・

公 衆 通 信 回 線

契約者名儀が同一の特定回線はコン

ピュータによって当然相互接続でき

る。相手が公衆回線の場合は郵政大

臣の認可が必要

電話型と電信型公衆回線の間のデー

タ交換には制限がある。相手が特定

回線の場合は,郵 政大臣の認可が必

要。

共 同 使 用 と

他 人 使 用

ある基準の下で回線の共同使用や,

1計 算センタ〒などの共同利用のため

の回線の他人使用が可能

公衆 回線 を通 じて任 意 の相 手 とメ ッ

セ ー ジ通 信 を行 力 うこ とは で きな い。

分 岐 使 用

回線の規格別に分岐使用することに

よって回線コス トは低減する。

分岐使用は技術上不可能

混 合 使 用

一つの回線を符号伝送以外にFAX ,

已灘㌶蕊㌶耀ピ
用 で きる。

分割使用で通話 と同時に他の通信を

行方うことはでき左いが,そ の他は

特に制約が左い。

枝 術 基 準

適 合 審 査

他の通信 と設備の一部を共用するた

め相互に妨害 を与え左いよう,一 定

の技術基準が設け られていて,利 用

者はこれの適合審査を受ける必要が

ある。

一般公衆通信と回線を共用するため,

交換網の接続制御機能に一定の基準

が設けられている。

回線保護装置

上記審査の及ばない部分から,技 術

的左悪影響を受けないようにするた

めある条件の ものを除いて回線の保

護装置を設置する必要がある。

網制御装置,変 復調装置,回 線保護

装置などの設置を必要 とする。
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